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○欠席委員（１名） 
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 水 道 部 長   柏 木   弦 

 企 画 調 整 課 長   佐々木   司 

 総 務 防 災 課 長   日 野 智 康 

 財 政 課 長   古 田 孝 仁 

 建 築 課 長   小 原   功 

建 築 課 参 事   東 出 信 幸 

都 市 整 備 課 長   村 上 雅 彦 

都 市 管 理 課 長   澁 谷 一 志 

港 湾 課 長   梅 津 義 則 

下 水 道 課 長   中 村 昭 彦 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

教 育 長   岩 永 雅 浩 

学 校 教 育 部 長   田 口   徹 

社 会 教 育 部 長   吉 村   学 

学 校 教 育 部 次 長   大 垣 正 紀 

学 校 教 育 部 次 長   小 松 広 典 

学 校 教 育 部 参 事   高 橋 善 彦 
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─────────────────────── 

午前10時00分 開議 

〇山田庫司郎委員長 おはようございます。 

本日の出席委員は14名で、定足数に達しており

ますので、ただいまから本日の委員会を開きます。 

本日の委員会には、次の委員から欠席の届出が

ありましたので報告いたします。 

 欠席、近藤憲治委員。 

 本日の委員会ですが、市長が用務の都合により、

11時頃から午前中いっぱい中座されることになっ

ておりますので、あらかじめ御了承願います。 

それでは早速、本日の日程であります一般会計の

歳出のうち、土木費、教育費及びその特定財源に

関する歳入の細部審査に入ります。 

最初に、土木費及びその特定財源に関する歳入

の細部質疑を行います。 

質疑のある方、挙手を願います。 
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ございませんか。 

 古田委員。 

○古田純也委員 おはようございます。研政会の

古田でございます。 

土木費からは、私は１点質問したいと思います。 

都市公園等のストック再編事業についてお尋ね

いたします。８公園とはどこどこの公園なのかお

示しください。 

○村上雅彦都市整備課長 都市公園等ストック再

編計画を現在策定しておりまして、79公園のうち

33公園のまず遊具を更新する計画として、今現在

計画を策定しております。 

また、残りの46公園を緑地とか広場として整備

を行うという計画としておりまして、新たに四つ

の公園を新設する計画として現在策定をしておる

ところです。 

お話のありました令和５年度に整備を行おうと

しております８公園につきましては、遊具を更新

するとした公園のうち、遊具の撤去後、公園の遊

具が全てなくなってしまった公園がありますので、

そちらから優先をして実施することとして考えて

おります。 

現在予定している地域といたしましては、駒場

地区、潮見地区、向陽地区、緑町地区、台町地区

で公園の整備を行おうと考えております。 

○古田純也委員 わかりました。その８公園があ

る地域の方からの要望、また希望などをリサーチ

しながら遊具というのは選択されるのでしょうか、

お尋ねいたします。 

○村上雅彦都市整備課長 地域の希望というか、

要望を聞くのかというお話になりますけれども、

遊具を更新する公園につきましては、利用頻度の

高いブランコですとか滑り台など、また、公園の

広さや予算の規模などによりまして、設置する遊

具の内容をそれぞれ町内会に確認をした上で進め

てまいりたいと考えております。 

○古田純也委員 わかりました。 

私からは以上です。 

○山田庫司郎委員長 次、澤谷委員。 

○澤谷淳子委員 おはようございます。公明クラ

ブの澤谷でございます。 

それでは、予算資料14ページの雪対策事業から

お伺いいたします。 

こちらのロードヒーティング整備事業、拡充に

なっておりまして、3,000万円から１億円になっ

ておりました。こちらは、ロードヒーティングの

更新というふうに書いてあるのですが、網走で

ロードヒーティングになっているところは３路線

だとは思うのですけれども、どこの路線を更新す

るのでしょうか。 

○村上雅彦都市整備課長 令和５年度のロード

ヒーティングの更新箇所につきましては、向陽中

央通り線の車道部に入っております電線の更新を

行う計画としております。 

また、桂ヶ丘線、つくしヶ丘本通りの市街地側

になるのですけれども、そちらの分電盤のほうの

更新も一緒に行う計画としております。 

○澤谷淳子委員 それでは、今年、向陽、本当に

下りのところだけ一部だけロードヒーティングが

利いてなくて、下りの信号前が利いてなくて危な

かったり、上りの一番角度が急なところが利いて

なくて危なかったりしたのですけれども、それで

は全部全面張り替えのような修理になるのでしょ

うか。 

○村上雅彦都市整備課長 車道部に入っておりま

す電熱線につきましては、更新する計画としてお

ります。 

○澤谷淳子委員 そうすると、今年そういう、故

障のような、でも壊れてはいなくて、違う日には

ちゃんと解けていたりしていたのですけれども、

そういうことはもうなくなるということですね。

全部更新して新しいものになるということですね。 

○村上雅彦都市整備課長 ロードヒーティングに

つきましては、設置されているユニットごとに降

雪の状態ですとか、外気温、また路面の温度、路

面の水分などの四つのセンサーによって、電気が

入る仕組みとなっております。 

毎年、使用が開始される12月前までに機器の点

検を実施いたしまして、シーズンに備えておりま

すけれども、部分的にロードヒーティングの利き

の悪い箇所があった場合には、それらのセンサー

の誤作動などが主な要因と考えられるため、そう

いう状態を確認した場合には、それぞれの機器の

故障がないかなどを点検しながら維持管理等を

行ってまいります。 

○澤谷淳子委員 それでは、今年、令和５年度で

更新すると、耐用年数というのでしょうか、何か

そういう目安というか、何年ぐらいもつというの

は一応あるのでしょうか。 

○村上雅彦都市整備課長 ロードヒーティングに 
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つきましては、電気設備の目安とされております

耐用年数となるのですけれども、15年から20年と

なっております。 

○澤谷淳子委員 そうしましたら、去年と比べて

予算的には7,000万円増額だったのですけれども、

通常の3,000万円から7,000万円になったのが、去

年もどこか直してましたかしら。 

○村上雅彦都市整備課長 令和４年度につきまし

ては、同一路線となるのですけれども、向陽中央

通り線で上り車線の113メートルを実施しており

ます。 

○澤谷淳子委員 了解しました。 

そうしたら、一度これを敷設替えすると、15年

から20年はもつということですね。わかりました。 

それでは、その下の今度はロードヒーティング

の管理事業についてお伺いします。 

このロードヒーティングの維持管理と書いてあ

りますが、今年１月の臨時会で、このロードヒー

ティングの維持管理費用として電気料金が高く

なったので、3,600万円ほど追加補正しているの

ですけれども、こちらの維持管理のお金というの

はほとんどが電気料金なのでしょうか。 

○澁谷一志都市管理課長員 こちらのロードヒー

ティング管理事業につきましては、大部分は電気

料金になっているのですが、軽微な感知センサー

の軽微な補修とかも若干ございますので、そちら

のほうにも事業の中には含まれております。 

○澤谷淳子委員 こちらもちょっと3,000万円ぐ

らい予算が去年よりも多かったのですか、電気料

のまた追加分なのかなとも思っていたのですけれ

ども。 

○澁谷一志都市管理課長 こちらの電気料金が単

価の増額というのがありましたので、電気料金も

それに合わせて増額したところでございます。 

○澤谷淳子委員 それでは、今度、同じところの

除雪作業車整備事業、こちらもちょっとだけ増え

ているのですけれども、本年度予算が3,000万円

ということで、こちら小型除雪ロータリーの更新

となっておりますが、もともと去年の夏に小型

ロータリーの更新が可決して、令和５年３月15日

納車予定というのが１台あったはずなのですけれ

ども、それとは別なものをまた更新するというこ

とですか。 

○澁谷一志都市管理課長 昨年の臨時会におきま

して、小型ロータリーを取得しております。それ 

で、最近納車も終わっております。 

こちらのほうは、また別な小型ロータリーにな

りまして、除雪車は購入から20年以上経過した車

両から随時更新しております。新年度においても、

13年に購入した小型ロータリー除雪車を１台更新

するものでございます。 

○澤谷淳子委員 そうしますと、小型ロータリー

車というのは、全部で何台なのでしょうか。 

○澁谷一志都市管理課長 市が保有しています車

両につきましては、小型ロータリー車は４台に

なっております。 

○澤谷淳子委員 了解しました。 

それでは、次の質問に移ります。 

今度予算資料の27ページ、高等学校振興補助金

について……。 

○山田庫司郎委員長 澤谷委員、今は土木費を先

にやるということで冒頭言ったと思います。教育

費は後でまた審議しますので。 

○澤谷淳子委員 すみません。申し訳ありません。 

以上で終わります。 

○山田庫司郎委員長 次、村椿委員。 

○村椿敏章委員 日本共産党議員団の村椿です。 

まず最初に、除雪事業について伺いたいと思い

ます。 

今年の除雪事業ですね、雪は多くは降らなかっ

たと思いますが、しかし何度か降りながら排雪事

業も行っている様子も見えました。この除雪事業、

今回何班で行ったのか伺います。 

○澁谷一志都市管理課長 まず今年の除雪の状況

からちょっと説明させていただきますけれども、

降雪量は昨年度より少なかったのですが、２月初

めにまとまった降雪があったことから、幹線道路、

あと交通量の多い道路の中で道幅の確保が困難な

路線につきましては、２班体制で排雪を実施した

ところでございます。 

○村椿敏章委員 排雪を行ったおかげで交通の状

況も非常にスムーズになったのかなと思います。 

この排雪ですね、毎年行いながら体制を整えて

いく必要があると思うのですけれども、その点に

ついてはどうでしょうか。 

○澁谷一志都市管理課長 排雪につきましては、

その道路の状況を確認しながら、道幅の確保が困

難ということが確認されましたら、排雪を実施し

ていきたいと考えております。 

○村椿敏章委員 判断する部分ではそういうとこ 
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ろがあるとは思うのですけれども、一方で、除雪

事業者を維持していく、そして体制も整えていっ

て、昨年のような状況にならないようにする必要

があると思います。ぜひ検討していただきたいと

思います。 

次に、今回融雪ですね、ここまで進むと思わな

かったのですけれども、減ることによって除雪の

回数も減っていく状況があると思いますが、事業

者への影響が心配ですけれども、見解を伺います。 

○澁谷一志都市管理課長 今年の最近の融雪が進

みまして、除雪回数が減ることにより除雪事業者

への収入が少なくなることは予想されていますが、

今シーズンにつきましては排雪も実施しましたの

で、金銭面では特に困ることはないと考えており

ます。 

また、当初契約していた金額に対し80％に満た

ない実績の場合には、最低保障を適用し対応する

ことになります。 

○村椿敏章委員 最低保障があるというところで

すが、事業者の方々から若干聞いたのは、やはり

ただの除雪事業だけでは非常に厳しいと、排雪事

業があってやっと潤うというか、何とか続けてい

けるのだという部分も若干聞いております。です

から、先ほどの排雪事業もやっていただきたいで

すし、事業者が今状況としては苦しい状況だとい

うのはぜひ理解していただきたいです。 

今年ですか、今年度で除雪事業者が撤退する会

社もあると聞いたのですけれども、その状況につ

いて伺います。 

○澁谷一志都市管理課長 今年度末で除雪事業者

が１社撤退することになりました。この１社が撤

退しましたが、道路の除雪の担当している、担っ

ている路線につきましては、今委託をしておりま

す道路管理協同組合に協議をいたしまして、組合

内の傘下の中で対応できるかというのを協議して

おります。 

道路除雪と併せて、学校とかコミセンの公共施

設の除雪も行っておりますので、そこら辺の公共

施設の除雪につきましては、またほかの事業者が

対応できないかということも検討してまいりたい

と考えております。 

○村椿敏章委員 そうですね。そのような形で、

ぜひ検討していただけたらなと思います。 

実際その会社、撤退することによって、オペレ 

ーターが減るということは当然あるということで 

すか。 

○澁谷一志都市管理課長 実際、オペレーターが

減るということは聞いております。 

○村椿敏章委員 そういう部分でいえば、やはり

深刻な部分があると思いますね。先ほど言った公

共施設の除雪を担った部分を別の業者にお願いし

ていくというところも、やっぱりぎりぎりのとこ

ろだからそういうような形になると思うのですよ

ね。オペレーターの確保のために、ぜひ事業者に

対して助成などをしていきながら、オペレーター

を育てていくということが必要だと思うのですけ

れども、見解を伺います。 

○澁谷一志都市管理課長 除雪の作業員の人材確

保、特に除雪車のオペレーターの確保というのは

大変苦慮しております。オペレーターというのは、

12月から３月の間、約４か月間いつ降るかわから

ない天候を相手に準備しております。また、その

４か月間、自分のプライベートの予定も入れるこ

ともできないと。また早朝からの作業になります

ので、体力的にも精神的にもいろいろ使うと、ま

た住民からのいろいろな要望もやっぱり早朝から

あるので、なかなかその辺は大変だということは

実際聞いております。なので、人材確保というの

は、実際すぐには確保というのはできませんが、

それにつきましては、今後、子供たちに除雪の作

業車に興味を持ってもらえるようなイベントも開

催したり、あと、今まで長い期間除雪を従事して

おりました人についても、功労賞みたいな表彰も

考えていきまして、１年でも１日でも長く従事し

ていただきたいなとは思っております。 

○村椿敏章委員 子供たちへのお知らせというか

興味を持っていただくということは必要かなとは

思いますけれども、今の高齢者、高齢化進んでい

る中で、長く続けていけるというだけでは、やっ

ぱり解決はしないのですよ。ですから、そこはぜ

ひ新しい人を確保するための制度などをやっぱり

ぜひ検討していただきたいなと思います。 

もう一つ、今年からＬＩＮＥによる通報という

ものが今年の事業の中には入っていませんが、そ

ういうことが始まりましたよというのがありまし

た。その通報の件数は何件でしたか。 

○澁谷一志都市管理課長 ＬＩＮＥにつきまして

は、昨年の10月７日から網走市公式ＬＩＮＥのテ

スト運用を開始しております。 

３月15日までの通報の件数ですが５件ございま 
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した。内訳といたしましては、樹木の枝割れ１件、

あと個人敷地の道路亀裂に関することで１件、あ

と歩道の段差で１件あと道路照明灯とか施設の不

定に関する２点となっております。 

○村椿敏章委員 登録者数は、５件ほどというこ

とですか、登録者数は何件あるのですか。 

○澁谷一志都市管理課長 今の登録者数というの

は多分公式ＬＩＮＥに友達登録をしている人数だ

と思うのですが、そちらのほうは３月15日現在

2,179人となっております。 

○村椿敏章委員  公式ＬＩＮＥの登録者数は

2,100件ほどあるよと。そういった中で、５件ほ

どというのは非常に少ないと思うのですね。登録

件数は多いのに、通報が少ないというのはなぜだ

と思いますか。 

○澁谷一志都市管理課長 昨年秋から始めたこと

によりまして、広報等、ホームページ等で周知は

しておりますが、まだちょっと広く認知というの

がされていないというのもございますし、やはり

ＬＩＮＥに通報するということは、やっぱり若い

人でしたらすぐ通報できると思うのですけれども、

若い方はやはり日中とか仕事をされていることも

あります。高齢者につきましては、仕事もしてな

くて一日いる方もいますが、やっぱりＬＩＮＥで

通報というのがちょっと面倒というか、ちょっと

わからないというのもあるのがちょっと原因でな

いかとは思っております。 

○村椿敏章委員 高齢者にはなかなか使いづらい

部分もあるだろうというのもわかります。ぜひ、

この公式ＬＩＮＥを利用して、市民からの情報を

得られる、そういう仕組みにしていただけたらな

と思います。 

ただ、私この道路のことについては、使ってみ

て思ったのですが、使いづらいなと、ここで発信

するのは何かやりづらいなという気がしました。

それは、道路の陥没または危険な箇所とかそうい

うことがあったことについては対応します。しか

し、間口の置き雪などについては対応できません

というようなところがあるのですね。市民からの

やっぱり情報を得たい、そして状況も現場に行か

なくても写真で送ってきてもらえれば内容がわか

るというところでは非常に便利なツールですから、

あまりそこは制限かける必要はないのではないの

かなと思うのです。いかがでしょうか。 

○澁谷一志都市管理課長 ＬＩＮＥの通報の中で、 

間口の雪置きについては御遠慮くださいという記

載を、昨年除雪のチラシに掲載しております。ま

ず、道路除雪後の間口に残る雪につきましては、

従来からもそうなのですけれども、各家庭で処理

していただくようお願いしているところでありま

して、あくまでも道路の交通に支障となるような

場合、通報してくださいということで、ＬＩＮＥ

のほうはそのような形で運用しております。 

○村椿敏章委員 高齢者の方々がやっぱり大変な

のは、冬になるとつらいなと思うのは、間口の除

雪ですよ。今までも間口除雪、ぜひ検討してほし

いということを言ってきていますが、それはどう

でしょうか。 

○澁谷一志都市管理課長 間口除雪につきまして

は、重々市民の方に御負担をかけていることは承

知しております。ただ、今当市におかれましては、

現状を除雪作業員、特にオペレーターの人材確保

が本当に厳しい状況でございます。まずは、本線

道路の除雪を第一優先に考えていきたいと考えて

おります。 

○村椿敏章委員 そうですよね。市民の方に多く

の負担をかけているというところは、今おっ

しゃっていただいたように感じてはいると思うの

です。ただ、市の体制がそれができないから、い

つまでたってもできませんというのでは、市民の

声に応えたことにはならないのですよね。なので、

ぜひそこは検討していってほしいです。 

紋別市では前から、３年ぐらい前からですかね、

置き雪除雪を始めていると聞きました。実際紋別

市のほうに連絡して状況を聞いてみたら、まず、

グレーダーでまず路面をやって、その後13トン

ドーザーで寄せていくと、最後に５トンのドー

ザーが入って、そして、間口の除雪をさらにやっ

ていく。ただ雪の置き場がないから、そこについ

ては、空き地を利用できるように、そこについて

も調べて、間口除雪ができるような体制にしてい

るということでした。 

それで、網走の体制の中でこれができないのか

なと思うのですけれども、今やっている除雪事業

でいえば、13トンドーザーがほぼ占めているのか

なと思うのです。これにその５トンドーザーを加

えるということをしていけば実現可能なのではな

いかと思うのですけれども、どうでしょうか。 

○澁谷一志都市管理課長 先ほどもお答えしたの

ですが、現状、今の道路除雪の体制というのはも
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う本当に厳しい状況でございます。オペレーター

を確保するのも大変難しいと考えておりますので、

さらに今の除雪体制にプラスアルファして、作業

車を、ショベルをつけて対応するというのは、現

時点ではとても厳しい状況と考えております。 

○村椿敏章委員 それは人的に、それとも機械を

用意する、どちらかが大変ということですか。 

○澁谷一志都市管理課長 機械につきましては、

予算のこともありますけれども、今ですね、現状

機械があっても運転する人がいないというのが状

況なのですよ。企業にも聞きますけれども、ショ

ベルは、機械はあるのだと。でも運転手がいない

のだという状況でございますので、現状なかなか

厳しいと考えております。 

○村椿敏章委員 私もそうなのかなと思いました。

やっぱりオペレーターを育てるのは大変だという

ことだと思います。 

それで、先ほども言っていたように、すぐにオ

ペレーターを確保ができないですよということも

言っていましたよね。となれば、これはすぐやら

なければいけないのではないですか。オペレー

ター確保のための対策を、どうでしょうか。 

○澁谷一志都市管理課長 今、冬の間、アルバイ

トで農業者とか漁業者が来ております。まず技術

の継承をして、人材の確保に少しでも努めたいと

考えております。 

○村椿敏章委員 わかりました。今の言葉で考え

ているというところですから、ぜひこれは進めて

ください。よろしくお願いします。 

次に、公営住宅の事業について伺います。 

入居状況について、以前大曲１丁目の住宅の入

居状況が少ないという質問をしつつ、住み替えな

どもどうだろうかとかいう話も聞かせてはいただ

いているのですけれども、まず、入居状況につい

ては、大曲のほうの入居状況についてはどんな状

況かというのはわかりますか。 

○東出信幸建築課参事 大曲１丁目の入居状況で

ございますが、現在72戸のうち空き家が30戸と

なっております。 

○村椿敏章委員 72戸のうち30戸が空いている。

かなり、これは全部で６棟でしたか、６棟で72戸、

そのうち30戸空いているという状況ですね。なぜ

この入居の申込みが少ないと思いますか。 

○東出信幸建築課参事 大曲地区でございますが、

つくし、駒場地区に比べて比較的交通の便が悪い

など、そういう理由があって、入居申込みなどが

少ない状況になっていると思います。 

○村椿敏章委員 交通の便は当然悪いというのは

わかっています。しかし、大曲の部分でいえば、

空いているというか、部屋が世帯用の住宅ですね、

広くて利用しづらいというか、入る要件に合わな

い。そういう部分があると思うのです。 

私が考えていたのは、やはり65歳以上の高齢者

が今単身者の方が3,600世帯いらっしゃいます。

そして、そのうち、先ほどちょっと除雪のほうに

若干あれですけれども、300世帯が高齢者除雪を

利用していないのですよ。なので、多くの人たち

が本当に除雪では苦労している。そして、この住

宅の入居についても、市営住宅に入りたいのだけ

れども、空いているところが単身者世帯が少ない、

だから入れないというのがあると思うのですよね。 

それで、あと私が思ったのは、家を持っている

から市営住宅に入れないのだというふうに思って

いる方も多いと思うのですが、家を売却すると

いった場合は申込みができるのかどうか、伺いま

す。 

○東出信幸建築課参事 市営住宅の入居要件につ

いてでございますが、申込み要件の一つといたし

まして、持ち家の方につきましては住宅に困窮し

ているという入居者の資格を満たしていないこと

から、申込みができないこととなっております。

ただ、持ち家を売却する予定がある方につきまし

ては、不動産売買契約書などの売却の事実が明ら

かな書類を提出いただくことで申込みをすること

ができることになっております。 

○村椿敏章委員 ということは、住宅を持ってい

ても申込みをできるというふうに受け取ってよろ

しいですね。 

これについて、今まで広報などで示したことは

ありますか。 

○東出信幸建築課参事 広報などには特に載せて

はおりませんが、電話などでお問合せがあったと

きには、そのようにお答えしております。 

○村椿敏章委員 問合せがあったら、その辺につ

いて聞かれたら答えているという状況だと思うの

ですよ。でも、それでは申込み増えないですよね。

増やす、困っている人たちに応える、どうやった

らいいかなと思うのですが、これ広報に載せて構

わない情報ですよね。ぜひ載せてほしいと思うの

ですがいかがでしょうか。 
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○東出信幸建築課参事 持ち家のある方の入居の

申込みにつきましても、広報やホームページなど

に掲載することを検討してまいりたいと思います。 

○村椿敏章委員 よろしくお願いします。 

そしてもう一つ、大曲の部分でいえば、単身者

向けの世帯は入れませんから、やはりこの辺も要

件緩和していく必要もあると思うのですがいかが

でしょうか。 

○東出信幸建築課参事 長期にわたり空き室の多

い市営住宅につきましては、令和５年度に公営住

宅長寿命化計画の見直しを予定しておりますので、

人口減少に応じた将来の市営住宅の適正管理戸数

などの推計を踏まえながら、長期空き市営住宅の

目的外使用など国の制度の活用についても検討し

てまいります。 

○村椿敏章委員 目的外使用というのは、入居要

件というか、その大きさによって世帯ではなかっ

たら住めませんということを、単身でも入れるよ

うにするというときに目的外使用ということで

しょうか。 

○東出信幸建築課参事 部屋の大きさに合った人

数の入居、その辺も含めまして、目的外使用など

の活用について検討してまいりたいと思います。 

○村椿敏章委員 単身が入られるようにするだけ

ではなくて、別な方法も検討すべきだという方も

いらっしゃいましたし、ぜひ今の大曲住宅の活用

にぜひ生かしていただきたいと思いますし、今

言っていただいたように、単身者も入られる、そ

ういう仕組みも検討していただきたいと思います。 

次の質問に移ります。 

市営住宅の除雪が大変だと聞いています。特に

高齢者ばかりが住んでいる住宅があります。そこ

では出てくる方が本当に２人しか出てこないのだ

と、何とか通路だけでも除雪できないかという話

がありました。市にもそういう声が届いていると

思いますがどうでしょうか。 

○東出信幸建築課参事 市営住宅の除雪に関して

でありますが、雪が多く降ったときなどには共同

玄関の前や駐車場の除雪などに関する問合せがあ

りますが、基本とする対応としましては、住宅ご

との自治会や入居者の方々での除雪をお願いして

いるところであります。 

特に空き室の多い住宅につきましては、入居者

の除雪に係る費用負担が大きくなることがありま

す。また、満室に近い住宅につきましても、若い

世代の入居者の出勤時間によって、ほかの入居者

との除雪をする時間が合わないなどの問合せもご

ざいますが、その際には、各家庭に除雪の協力を

お願いする文書を投函するなどの対応を行って、

御理解を頂いているところでございます。 

○村椿敏章委員 文書を配って御理解を頂いてい

ているところだということなのですが、そこの部

分については改善されましたか。 

○東出信幸建築課参事 個別に訪問してお話を聞

いたりして、文書で改善されているところもござ

います。 

○村椿敏章委員 改善している部分もあるかもし

れませんが、先日、そうですね、２月の末ぐらい

でしたか、伺ったときに、通路山でした。はねて

ない。こんなに上がって、一回上がって下りて玄

関に行く、そういう状況がありまして、本当に住

んでいるのかどうなのかというのがわからないよ

うな、そんな状況です。 

やはり、そこは、先ほど言ったように、72世帯

のところで30戸空いている、そういう住宅のとこ

ろでした。そういうところもあるかもしれません

よ。だけれども、そういうところがこれからまだ

まだ増えてくる可能性もあるし、そしてお年寄り

がそこでけがをしてしまうことも当然あるし、危

険回避のためには何らかの制度が必要だと思うの

ですね。ぜひ、通路の除雪だけでも検討していた

だきたいと思うのですがいかがですか。 

○東出信幸建築課参事 今後の対応といたしまし

て、入居者の数や駐車場、区画数などの違いから

の住宅によって、除雪や排雪の状況が違いますの

で、現状を把握するため各住宅への実態調査など

を行って対策を研究してまいります。 

○村椿敏章委員 ぜひ、実態を調査して対策のほ

うお願いいたします。 

私の質問は終わります。 

○山田庫司郎委員長 ここで暫時休憩します。 

再開は10分後とします。 

午前10時46分 休憩 

───────────────────────── 

午前10時56分 再開 

○山田庫司郎委員長 休憩前に引き続き、再開し

ます。 

質疑を続行します。 

石垣委員。 

○石垣直樹委員 おはようございます。 
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それでは、私からも質問させていただきます。 

先ほども村椿議員からございましたが、除雪事

業についてお伺いいたします。 

令和４年度と比べて令和５年度が約3,100万円

の値上げとなっておりますが、内訳をお示しくだ

さい。 

○澁谷一志都市管理課長 前年度より増額になっ

た理由につきましては、主に委託費の除排雪業務

の人件費と機械損料の単価の上昇分でございます。 

○石垣直樹委員 人件費と機械損料の増加とお伺

いしましたが、オペレーターが減っている中で人

件費が上がるということは、所得がそれぞれ増え

ているという考えなのでしょうか。人の総量が増

えたことによる人件費の増ではないということで

しょうか。 

○澁谷一志都市管理課長 あくまでも北海道の基

準に基づいての単価になっていますので、それと

燃料費の高騰分というようなことになっておりま

す。 

○石垣直樹委員 北海道の基準に従った単価で人

件費ということであれば、人件費が増えたのであ

れば、人が増えているということになるのですが

違いますか。 

○澁谷一志都市管理課長 人員は増えてないので

すが、積算する上の単価が上がったということに

なります。 

○石垣直樹委員 全ては積算の下に予算がつけら

れるのでわかるのですけれども、人は増えていな

いということはわかりました。 

先ほどの村椿議員からの答弁にもあったとおり、

１社やめると、またオペレーターが減っていると

いう中で、やはり除雪をやっていくと担当した地

区のこの部分は段差があるよとか、マンホールの

蓋があるよとか、そういった経験に基づく知見と

いうのがあると思います。今回その１社がやめら

れる中で、その会社が持っているそういった経験

を次に引き継ぐ取組等は検討しているのか、お示

しください。 

○澁谷一志都市管理課長 今回１社撤去いたしま

す。川向の結構大部分の範囲を担当しておりまし

て、当然路線によって支障物のあるところないと

ころ、そういうところは組合傘下のほうで引継ぎ

も行いながら、今後スムーズな除雪というのをす

る予定でございます。 

○石垣直樹委員 この件に関してはオペレーター 

が成り手不足ですとか、成り手が減っていく、企

業がやめていく中で、本当にアジャイル型で取り

組んでいただければと思います。 

次の質問に移らせていただきます。 

しおさい公園展望台撤去事業について、お伺い

いたします。 

しおさい公園の展望台を撤去されるというお話

ですが、これは撤去するのみでその後どうなるの

か、お考えをお示しください。 

○澁谷一志都市管理課長 現在、しおさい公園に

は、木製の展望台、あとあずまや、ベンチがあり

ますが、整備後26年経過しており、劣化がひどく

腐食もひどいと、事故等の危険性も高いことから

撤去することになりました。撤去後につきまして

は、今までの公園の利用形態などを確認しながら、

台町地区内の公園の再編の中で、町内会などと協

議して今後のしおさい公園の整備を進めてまいり

たいと考えております。 

○石垣直樹委員 あそこはすごい非常に景観がい

い場所で、菊地慶一先生が住まわれてそこで著書

を書かれたりとか、なかなか網走にとっては重要

なポイントだと思いますので、今後いい検討をし

ていっていただければと思います。 

続きまして、地域パークゴルフ場管理事業につ

いてお伺いいたします。 

前年度360万円から令和５年度は730万円に増額

されています。内容を見ますと、芝生の整備等書

かれておりますが、予算増額の内容についてお示

しください。 

○澁谷一志都市管理課長 事業の増額の内容につ

きましては、地域パークゴルフ場は毎年行ってい

ます市内７か所ある地域パークゴルフ場の維持管

理に加え、令和３年度の干ばつによりコースが芝

枯れになり、特に荒廃がひどい能取、北浜のコー

スにつきまして、種子を散布することによって芝

生の整備を行うものでございます。 

○石垣直樹委員 理解いたしました。能取、北浜

地区、令和３年度の干ばつ本当にひどかったので

芝生が枯れていた部分に手厚く対応していただけ

ればと思います。 

続きまして、網走市各会計予算説明書の97ペー

ジ、河川整備事業についてお伺いいたします。 

令和５年度の河川の整備についてお示しくださ

い。 

○澁谷一志都市管理課長 新年度の事業内容につ 
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きましては、市が管理しております河川の護岸整

備を豊郷、稲富、能取、向陽地区の４河川、整備

総延長90メートル、測量設計を含め工事費5,000

万円を予定しております。また、河川にたまりま

した土砂の撤去を実豊、山里、駒場地区の３河川、

工事費5,000万円を予定しております。 

○石垣直樹委員 数々の地区でそれぞれ行われる

と思いますが、二ツ岩にあるバイラギ川、そこに

ついて要望等はお聞きしているかと思いますが、

お考えをお示しください。 

○澁谷一志都市管理課長 二ツ岩地区の河川につ

きましては、護岸整備とか土砂の堆積状況という

のがそれほどひどくないということで、今のとこ

ろ整備をする予定はございません。 

○石垣直樹委員 実はあのバイラギ川は御存じか

と思いますが、川が真っすぐではないのですよね。

90度に曲がっている箇所がありまして、大雨が降

ると非常に大変なことになります。今は大丈夫か

もしれませんが、そういった災害が起きたときに

危険を及ぼして、ひょっとしたら道路を遮断して

しまう可能性もあり得る川ですので、ぜひとも今

後検討していっていただければと思います。 

続きまして、街路樹維持管理事業、101ページ

ですね、こちらについてお伺いいたします。 

令和４年度は200万円の予算から、令和５年度

は400万円に倍額増額されておりますが、内容に

ついてお示しください。 

○澁谷一志都市管理課長 市内の街路樹につきま

しては、信号機や道路標識が見えないほど大きく

なっている樹木が多いことから、予算を拡充しま

して道路交通に支障がある中心市街地、向陽地区、

つくし地区などの街路樹の剪定・伐採を予定して

おります。また、強風等の影響により、突発的に

生じる危険木、支障木の伐採も適宜実施したいと

考えております。 

○石垣直樹委員 街路樹、危険なものを伐採した

り、信号機、標識が見えないものを撤去する予算

だというふうにお伺いしました。 

今、現状、網走市内で植えられている街路樹と

いうのは、どういった木が多いのか、わかる範囲

でお示しください。 

○澁谷一志都市管理課長 まず、市内にあります

街路樹はおよそ4,000本ございます。樹種ですが、

シラカバやアカマツとか、あと学園通りでいいま

すと桜などが植樹されております。 

○石垣直樹委員 シラカバ、アカマツ、桜という

お答えを頂きました。 

最近、非常によく言われるのが、街路樹を桜に

してほしいという要望を受けます。桜はいろいろ

手間がかかる木かもしれませんが、桜による景観

を向上とか、様々地域行っているところもありま

すので、ぜひとも検討していただければと思いま

す。 

続きまして、同じページの網走駅駐輪場整備事

業についてお伺いいたします。 

事業の内容を示しください。 

○村上雅彦都市整備課長 網走駅駐輪場の整備事

業につきましては、整備の内容といたしまして、

駐車場敷地内に屋根つきの駐輪場を設置しまして、

14台の駐輪場を整備する内容となっております。 

○石垣直樹委員 屋根つきの駐輪場を整備する事

業というふうにお聞きしましたが、今後の予定は

どうなっていますか。令和５年度には網走駅につ

けて、その後どちらかに増やしていく考えとかは

あるのでしょうか。 

○村上雅彦都市整備課長 現在、ＪＲ北海道と設

置場所等について、駐車場敷地内でということで

協議を進めている内容となっておりますが、今後

増設をする状況には現在のところないと思ってお

ります。利用状況といたしましては、常時10台前

後が利用されているというふうに確認をしており

ますので、14台というふうに決めております。 

○石垣直樹委員 通勤、通学で駅まで自転車で行

く方、市内中学校卒業して北見の高校に行く子供

たちも使う場所になっております。また、サイク

ルトレイン等の需要もあるとお聞きしております

ので、しっかりとやっていただければと思います。 

最後になります。103ページ、中心市街地借上

公営住宅賃貸補助についてお伺いいたします。 

これは、コンパクトシティを目指したこの網走

市において、中心市街地に人が住んでもらうため

に行われた事業かと記憶しております。これは20

年間の事業だったと記憶しておりますが、いつか

らいつまでに行われるものでしょうか。 

○小原功建築課長 借上市営住宅につきましては、

平成19年度管理開始、２棟40戸ですので、20年間

で平成の39年、また平成20年度の管理開始が２棟

30戸あります。これについては令和10年になりま

す。 

○石垣直樹委員 令和９年、令和10年で20年を迎 
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えるとお聞きしました。そろそろその後20年借上

げ終わった後について検討を始めるべきかと思い

ますが、どのタイミングで検討に入られるのか、

お示しください。 

○小原功建築課長 現在の借上市営住宅の要綱で

は、事業者との契約期間は20年間としており、あ

と五、六年で契約満了となる予定です。その後、

入居者については退去していただくこととなりま

すが、一方で入居者の移転に伴う負担や歩いて暮

らせるまちづくりなど、コンパクトシティの考え

方もありますので、今後になりますが、他市の要

綱等を調査し、引き続き更新することができるか、

まずは研究をしてまいりたいというふうに考えて

おります。 

○石垣直樹委員 更新の考えがあるということを

お聞きしました。 

民設公営、ＰＦＩと言われるものですが、今後、

多くの方が住んでおりますので、さらなる維持を

お願いしたいと思います。 

私のほうからは以上でございます。 

○山田庫司郎委員長 永本委員。 

○永本浩子委員 公明クラブの永本でございます。

それでは、質問に入らせていただきます。 

予算説明書の99ページ、都市機能誘導構想検討

事業についてお伺いいたします。 

まず、新規事業ということで、事業の内容につ

いてお伺いいたします。 

○村上雅彦都市整備課長 事業の内容についてで

ございますが、立地適正化計画により設定いたし

ました都市機能誘導区域を基本とする区域内の将

来の網走にふさわしい都市拠点の形成に向けまし

て、都市機能誘導施設の将来における在り方です

とか、施設配置を念頭に置いたゾーニングを行う

ものと考えております。 

○永本浩子委員 内容的には、都市計画審議会で

様々検討してきた内容のいよいよ今度具体化とい

うところになるのではないかと思いますけれども、

今回計上されている642万3,000円の使い道という

のはどういったところになるのでしょうか。 

○村上雅彦都市整備課長 予算の内訳につきまし

ては、委託料といたしまして500万円、あと会場

使用料、委員旅費、委員の報酬等を含めまして、

全部で642万3,000円となっております。 

○永本浩子委員 642万円のうちの500万円がほぼ

委託料ということで、委託先というのは具体的に 

もう検討されているのでしょうか。 

○村上雅彦都市整備課長 今後指名競争入札で行

われると思いますので、道内で立地適正化計画を

やっているですとか、都市マスタープランに関

わっているですとか、そういったところの指名に

なると思われます。 

○永本浩子委員 了解いたしました。 

確認になりますけれども、この都市機能誘導構

想の狙いというところを、もう一度お聞かせいた

だければと思います。 

○村上雅彦都市整備課長 今回の狙いといたしま

しては、人口減少や少子高齢化が進む中、国です

とか北海道を含む公共施設や民間施設などの多く

が建設から数十年が経過しており、建て替えを検

討する時期を迎えております。また、現市役所庁

舎の跡地のように、国ですとか北海道がお持ちに

なっている全ての公有地をどのように利活用して

いくかということが課題となっております。 

都市機能誘導施設の将来の在り方等を検討する

わけですけれども、都市機能誘導施設である国、

北海道の行政機関、また、市の施設であります消

防の本部ですとか市民会館、またこの市役所跡地、

それと民間のバスターミナルなど、将来における

在り方と施設配置を念頭に置きましたゾーニング

を行い、網走市の都市計画の方向性をお示しした

いと考えております。 

○永本浩子委員 これからの網走のまちづくりを

根本からきちんと整えていくという大変大事な事

業になるかと思いますけれども、スケジュール的

にはこの検討事業はどれぐらいのスケジュールで

やっていく予定なのでしょうか。 

○村上雅彦都市整備課長 今後、学識経験者です

とか関係団体、また市民公募などを行いまして、

そういったメンバーによりまして協議会を設立し

たいと考えております。４月に業務のほうを発注

させていただきまして、それと同時に委員の選定

ですとか、市民公募のほうを始めたいというふう

に考えております。また、５月に第１回目の協議

会が開催できればというふうに今考えているとこ

ろでございます。 

事業といたしましては、令和６年３月の年度末

までに意見の集約を図りたいというふうに考えて

おります。 

○永本浩子委員 ということは約１年間をかけて、

基本の部分をつくっていくということかと思いま



 

－ 193 － 

す。大変大事な事業になるかと思いますので、

しっかり取り組んでいただきたいと思います。 

続きまして、今年のまちづくりの17ページ、市

営住宅建設事業についてお伺いいたします。 

今回、昨年子育て世帯向けの平屋一戸建ての住

宅５戸が完成しまして、令和５年度は残りの５戸

の建設ということになろうかと思いますけれども、

まず昨年完成した５戸、10月に募集があったと思

いますけれども、５戸に対してどれぐらいの応募

があったのかお伺いいたします。 

○小原功建築課長 戸建て５戸の募集に対しまし

て、応募が15件ありました。倍率で言えば３倍の

ところでございます。 

○永本浩子委員 やはりこういった戸建て住宅、

希望する方は多いのだなということを感じており

ます。 

そこで、もう一度ちょっと確認なのですけれど

も、この子育て世帯向けの戸建て住宅、入居でき

る期間の条件をもう一度確認させていただきたい

と思います。 

○小原功建築課長 要件でございますが、北海道

の子育て支援住宅の入居要件に倣い、一番下の子

供が小学校を卒業するまでを入居期限としている

ところでございます。 

○永本浩子委員 下のお子さんが小学校を卒業す

るまでということなのですけれども、市民の皆様

から、もうちょっと長くてもいいのではないかと

いう御意見もありましたけれども、そう決めた理

由というのはどういったところにあるのでしょう

か。 

○小原功建築課長 当市で初めてとなります戸建

て市営住宅につきましては、子育て世帯の住宅支

援のため、小さなお子様の足音や泣き声などを気

にすることなく伸び伸びと暮らせる環境で子育て

ができるように配慮したものでございますので、

できるだけ低年齢ということで、北海道と倣った

ものでございます。 

○永本浩子委員 中学生になれば、そういった家

の中で走ったり何とかという、そういったところ

は大分自分で制御できるようになるということも

あり、また、希望する方たちができるだけ多くの

方にまた住んでいただくということも大きな理由

ではないかなと私も思っております。 

その後の住宅については、市がほかの市営住宅

をあっせんするとかそのような対応というのはで 

るようになっているのでしょうか。 

○小原功建築課長 入居者につきましては、基本

的に期限が来れば住み替えていただくこととなり

ますが、入居者が別の市営住宅を希望される場合

は住み替え先をあっせんすることといたしており

ます。 

○永本浩子委員 安心いたしました。 

今回、令和５年度、５戸建設されるわけですけ

れども、完成はいつ頃で入居募集はいつ頃になる

のかお伺いいたします。 

○小原功建築課長 工事の完成は９月末までには

終わらせたいと考えておりまして、本年10月１日

の入居を予定とし、それに間に合う形での公募を

取りたいというふうに考えております。 

○永本浩子委員 わかりました。昨年よりも１か

月ぐらいちょっと早い流れでということかと思い

ます。多くの方が楽しみにしている、去年落ちた

方もたくさんいらっしゃるようですので、皆さん

に喜んでいただけるような建設ができるといいと

思っております。 

続きまして、同じく今年のまちづくりの17ペー

ジで市営住宅長寿命化修繕事業についてお伺いい

たします。 

令和５年度はエレベーターに安全装置を設置す

るとありますけれども、どこの市営住宅に設置さ

れるのか、お伺いいたします。 

○小原功建築課長 エレベーターの設置箇所は３

か所ございまして、大曲２丁目の５の５号棟、ま

た、つくしヶ丘３丁目の６の１号棟及び６の２号

棟を予定しているところでございます。 

○永本浩子委員 このエレベーターの安全装置で

すけれども、この装置、令和５年度３か所という

ことで、まだつけられていないところというのは

たくさんあるのでしょうか。 

○小原功建築課長 その３か所以外にもエレベー

ターはございますが、そちらについてはブレーキ

の二重化等の対応は既に終わっているものですか

ら、残りの３基について今回改修を行うものでご

ざいます。 

○永本浩子委員 ということは、エレベーターが

ある市営住宅に関しては、安全面のところは今回

の３基が整備できれば大丈夫ということかと思い

ます。 

次に、今回はエレベーターの安全装置というこ

とになっているわけなのですけれども、２年前に
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もちょっとお聞きしましたけれども、つくしヶ丘

６丁目８の１と８の２は後づけでエレベーターが

設置されまして、住民の皆さんから大変喜ばれて

いるわけなのですけれども、まだエレベーターが

設置されていない市営住宅、階段室型ということ

で、なかなかエレベーターの設置は難しいとの答

弁を頂いていたわけなのですけれども、今後どん

どん高齢化が進んだときに、階段の上り下りが厳

しくなった高齢者にはどのように対応しようと考

えていらっしゃるのか、お伺いいたします。 

○小原功建築課長 エレベーターの設置のない団

地の入居者につきましては、高齢者や障がい者の

ニーズに合わせ、低層階やエレベーターつきの住

宅への住み替えを進めているところでございます。 

○永本浩子委員 低層階の住み替えをもう既に進

めているということで、実際に住み替えができた

方というのはどれぐらいいらっしゃるのでしょう。 

○小原功建築課長 本年につきましては、既に４

件、そうした身体の状況に応じた住宅に住み替え

を進めたところでございます。 

○永本浩子委員 住み替えがスムーズにできるこ

とがやっぱりこの後大事になってくるかなと思い

ますけれども、住み替えは可能だとしても、現実

に今度住み替えを希望する方が一気に増えていっ

た場合に、低層階の入居可能な市営住宅自体がな

いということも十分考えられるかと思いますけれ

ども、そういった対応策というのは何か考えてい

らっしゃるのでしょうか。 

○小原功建築課長 年間を通しまして、多くの

100件程度の入退去があるものですから、その中

でその時期に合わせてエレベーターつきの住宅を

案内するなど、そうした対応を取っていきたいと

いうふうに考えております。 

○永本浩子委員 そういったところも手を尽くし

ていただきながら、例えば民間マンション等では、

エレベーターがあれば高層階ほど家賃は高くなる

のですけれども、エレベーターがなければ高層階

ほど安くなるということがありまして、市営住宅

の場合、収入に応じて家賃が決まるかと思います

けれども、高層階に対しては、エレベーターがな

い場合は少し家賃が安くなるとかそういった対応

というのはあるのでしょうか。 

○小原功建築課長 公営住宅につきまして、エレ

ベーターのついているもの、ないものにかかわら

ず家賃は一定の額というふうな取決めとなってい 

るところでございます。 

○永本浩子委員 今後、かなり高齢社会というの

は、2025年本当に団塊の世代の方たちが全員75歳

以上になるという、あと２年後に迫っておりまし

て、一気に後期高齢者が増えるという状態になっ

たときに、何らかの形で住み替えをしなくても済

むような、若い人たちに少し３階以上は収入プラ

スエレベーターがない分、家賃を引かせてもらっ

て若い人たち、上のほうに入ってもらうような工

夫とか、そういったところを何か考えておくこと

が大切なのではないかなと思いますけれども、そ

の点はいかがでしょうか。 

○小原功建築課長 その階によって家賃が変わる

という考え方は今持っておりませんけれども、今

後進めていく潮見の市営住宅につきましても、平

屋建ての長屋というふうな形での整備も考えてお

りますので、そうした形でニーズに合った住宅の

供給というものを考えていきたいというふうに考

えております。 

○永本浩子委員 ぜひ、いろいろな角度で検討し

ながら、やはり足のほうが弱っていくというのは、

私も今回、市営住宅と階段のところ、上り下りを

したときにかなりきついなということは感じまし

たので、ぜひ、困る方がいらっしゃらないように、

またスムーズにそういった対策が進むようにお願

いしたいと思います。 

私の質問は、以上で終わらせていただきます。 

○山田庫司郎委員長 次、小田部委員。 

○小田部照委員 私のほうからも、何点か確認さ

せていただきます。 

まず、都市機能誘導構想検討事業、これ先ほど

他の委員からありました。中身のほうは、将来の

まちづくりに向けて市街地のゾーニングをしてい

くということで、詳細にわたり先ほど質疑ありま

したので中身は結構です。 

この市街地のまちづくりの将来に向けて検討し

たときに、何か大型商業施設のようなイオンのよ

うなもの、これが進出してこられないような条例

があると聞いたことがあるのですが、それはどん

なような内容でいつ頃できたものなのか、ちょっ

と詳細にわたりわかりやすく説明いただきたいと

思います。 

○村上雅彦都市整備課長 大型店舗につきまして

は、都市計画における用途地域の指定に合わせて

建設することとなります。網走市では大規模集客
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施設の立地につきましては、商業地域、近隣商業

地域に限定をさせていただいております。都市機

能の適切な配置を進めまして、効率的で良好な都

市環境の形成を図るため、平成20年７月と平成22

年11月に、準工業地域全域におきまして大規模集

客施設制限地区の指定を行っております。指定に

当たりましては、都市計画審議会を経まして、条

例制定を行っているところでございます。 

○小田部照委員 平成20年頃に、約20年近くたつ

のですかね、前から、そういう大型施設は入れな

いような条例があるということで、今お聞きしま

した。初めて議会で僕聞いたのですけれども、実

際、我々子育て世代、子供が幼稚園に入学する、

入学式の服を買いに隣町のイオンに行ったり、併

せて小学校入学になればランドセルを見に行った

り、冬休みになればスノーボード、スキーを買う

ために北見に行って、ゼビオに行って、ジャージ

を買ったりスキーウエアを買ったり、そして帰り

に御飯を食べて、映画を見て、隣町でお金を落と

して帰ってくるというのが、この子育て世代、結

構僕の周りにもいます。地元でなかなか完結でき

ないので、やはりスポーツ店ももちろんあります

し、僕は息子にサッカーをやらせていますので、

必要に応じて地元をなるべく使うようにしており

ますが、やはりジャージやスニーカー、スキーウ

エア、ボードウエア、いろいろなものを毎シーズ

ン成長しますので買うとなると量販店に、そうい

うところに行ってお金を落としてしまう。あるい

は、今ネット社会ですので、ワンクリックで荷物

が届きます。 

そういったことに、僕はこのまちづくりの将来

を見て、今人口減少、網走20年前から見ても今３

万3,300人程度の人口で、この活性化、人口減少、

この条例が大きく影響しているのではないかと、

私は思っているのですが、その辺はどのような認

識ですか。ちなみにその市街地区といっても、ど

の辺りには建てられなくて、どの辺りには建てら

れるのでしょうか。 

○村上雅彦都市整備課長 大規模集客施設の立地

が可能なエリア、また立地ができないエリアにつ

きましては、詳細につきましては、都市計画の図

を見ていただければと思いますけれども、言葉で

説明するとなりますと、立地が可能なエリアにつ

きましては商業地域、近隣商業地域というふうな

地域となっておりまして、中心市街地ですとか、

駅前の新橋からオホーツク総合振興局、またバス

ターミナル周辺に続く国道の沿線、駒場からつく

しエリアまでの３３３本通り沿い、また大曲の自

動車量販店などがある国道沿いが建設可能な地域

となっております。逆に建設ができないエリアに

つきましては、準工業地域ですとか、住居専用地

域となっております。具体的には、エコーセン

ターからモヨロ地区、またそこからつながる海岸

線のエリアですとか、新町から大曲にかけての自

動車工場が多く立地しているエリアですとか、第

三中学校の裏の自動車工場などがあるエリアなど

が建設ができないエリアとなっております。 

○立花学建設港湾部長 今、都市整備課長のほう

から大型集客施設の建てられる区域についてはお

示しをさせていただきましたけれども、先ほど委

員からお話あるように、大きなショッピングセン

ターだとかが来ることについては、それは経済効

果としては非常に大きなものがあるかとは思いま

す。 

都市計画の考え方の中には、まちづくりの中で

やはりそういった大きな施設が来るとした場合に、

住まれている住民の方への環境が変わるであると

か、交通の環境が変わるであるとか、いろいろな

ことをまちづくりの中で整理をする必要があると

いうことが平成20年のときに、その当時、都市計

画審議会を開催をして準工業地域については、こ

ういった大型集客施設についての規制をかけたと

いうことでございます。 

当時都市計画審議会の後には、当時の議会にお

いても慎重に審議を頂いて条例を設定をしていた

という状況については確認しているところでござ

います。 

○小田部照委員 条例制定の流れは一定程度つか

めました。とはいえ、時代、20年前ですから、15

年か、20年近く前にできた条例で、ここまで当時

人口減少がどんどん加速して、今この15年後に３

万3,000人程度のまちになっていると誰も想定も

できなかったことでしょうが、いずれにせよ、今

となってはこの企業のほうも商売なので、３万

3,300人程度の網走に出店していただけるかと

いったら、ちょっと北見や釧路に２店舗めを出し

たほうがよっぽど勝算あるのかなと。ちょっと難

しいことなのかもしれません。でも、この条例は

必要に応じて、将来のまちづくりをつくるに当

たって、来てくれる可能性も信じて変えることも



 

－ 196 － 

もちろんみんなの合意でできるのだと思います。

そういうことがこれからのまちづくりには必要な

ことだと思います。じゃないと本当僕ら子育て世

代だって本当に地元で完結しないので、隣町でお

金を落としますよ。本当に事あるたびに、子供成

長するたびに、運動会だったら運動会の上から下

まで全部隣町に買いに行きますよ。地元で落とす

ような、やっぱりまちづくりにしていかないと。

近隣の人たちがみんなそういうところに殺到する

のですよ。網走、美幌、北見に行ったり釧路に

行ったり、ゼビオに行ったり、デポに行ったり、

イオンに行ったり。そうやって、何ていうのです

かね、どんどんどんどん活性化もなされない。地

元にお金が流れない。すごく大切なことだと思い

ますね。今回この予特ですので、また別の機会に

質問しなくてはいけないのでしょうから、詳細に

わたり別の機会に、また質問させていただきます

が、ぜひ、将来のまちづくり、子供たちの未来に

向けて、そういうこともしっかりと考えていった、

このまちづくりのゾーニングをしていっていただ

きたいと思います。 

次に、移ります。 

市道等の管理維持全般についてですが、主に今

シーズン、令和４年度、非常に積雪が少なくて、

雪解けが早くて、その影響だとお聞きしておりま

すが、市道の舗装面、非常に傷んだ箇所、ひび割

れて危険な箇所が非常に多いです。もう車も先日

パンクしたとＳＮＳに上げている人もいましたし、

そういうケースは往々にあると思います。 

特に、広域農道なんてぼろぼろですよ。あそこ

は大型ビートパイラーもありますので、大型車が

頻繁に通行するところですから余計ですけれども。

これ現状をどのように把握して、そういったパン

クももちろん市道の維持管理は責任がありますの

で、弁償を、補償はしているのだと思いますけれ

ども、そういった件はどれぐらいありますか。 

○澁谷一志都市管理課長 今年に関しては、昨

シーズンに比べてかなり道路の損傷が激しい、陥

没がひどいという状況は認識しております。春先、

３月の後半から通行で穴にはまってパンクしたと

いう、こちらのほうに問合せというのが、私の知

る限りでは数件ほどあります。そこの道路につき

ましては、当然順次応急的な対応でレミファルト

充てたりしている状況なのですが、何せかなりも

う数も多くてなかなか追いついていない状況でご 

ざいます。 

○小田部照委員 傷んだ箇所は連絡があれば、そ

の都度レミファルトでパッチングしていると。で

もそのレミファルトすら足りていないと、追いつ

いていないというような状況も聞いております。

非常に、今年パンクした件についてはもちろん費

用弁償しているのでしょうけれども、この傷んだ

箇所の補修は例年にないほど相当数箇所があると

思うのですが、この予算に足りなければ令和５年

度もちろん補正も組んででも直していくのでしょ

うけれども、間に合うのでしょうか。どういった

計画今立てていますか、令和５年度の補修。 

○村上雅彦都市整備課長 通行に支障がないよう

に応急対応を行っているというふうに今お答えを

させていただいたところですけれども、本年度の

本格的な補修や修繕につきましては、現在道路の

凍上が、凍結というのですかね、凍上されており

ますので、それが収まってから本格的な対応をさ

せていただきたいと思っているところでございま

す。 

令和５年度の工事の計画している路線の優先順

位を改めて確認し、対応してまいりたいというふ

うに考えております。 

○小田部照委員 まだ完全に融雪して、現場の箇

所もしっかり把握できていない状況かと思います

ので、しっかり順次計画的に市道の安全・安心な

維持に努めていっていただきたいと思います。 

次に移ります。 

除雪体制について確認させていただきます。 

これも他の委員から詳細にわたりいろいろあり

ました。今年度、残念ながら１社除雪組合から抜

けてしまうということで、その路線の代替に新た

な部隊の皆さんが歩道整備、除雪路線、初めての

ことに当たって、再三御苦労されているところで

あります。 

今、１社この春に抜けてしまったことによって、

この冬の除雪、排雪の安心・安全な道路維持とい

うのがぎりぎりの体制になってしまうのだと思い

ます。そういう声も現場で聞いております。これ

１社なくなって、撤退してしまったわけですけれ

ども、もっと大手の会社も撤退する可能性もある

というようなお話も現場で聞いておりますが、そ

うなると、この市民サービスを維持することがで

きないのだろうと私は思いますが、市はどのよう

な見解でおりますか。 
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○澁谷一志都市管理課長 今年度末で１社が撤退

することにより、現状の除雪体制を維持すること

は大変であると認識しております。撤退する業者

が受け持っていた路線除雪につきましては、現在

委託をしております道路管理協同組合と協議し、

組合傘下の業者での対応を検討しておりますが、

新たな担い手の確保が必要と考えております。 

○小田部照委員 ということは、道路組合ではな

い新たな事業所に委託のお願いをしていくという

お考えだということですか。 

○澁谷一志都市管理課長 現在の道路事業者は、

道路除雪に合わせて、学校やコミセンなどの敷地

の除雪を行っている業者もいることから、学校な

どの公共施設を新たな業者に打診しているところ

でございます。できる限り除雪従事者の負担軽減

を図ることで、さらに除雪事業者が撤退しないよ

うに取り組んでまいりたいと考えております。 

また、現在アルバイトで農業者や漁業者がおり

ますので、除雪技術を継承し、若手の担い手の確

保を図ってまいりたいと考えております。 

○小田部照委員 冬だけ来ていただいている、今

言った農業者、漁業者の皆さんも一生懸命技術を

継承しようと昼夜問わず頑張ってくれています。

それはそれで結構です。ではなくて、道路組合を

組んでいる会社の大手の方もこの除雪組合から撤

退してしまったら、今の除雪、排雪市民サービス

は対応できないと思います。学校は、コミセンは

業者に任せたとしても、どこかの業者が受けてく

れるとしても、その辺をもっと真剣に考えて、協

議していかなくてはいけないのだと思いますがい

かがでしょうか。 

○立花学建設港湾部長 今、委員からお話あるよ

うに、非常に今撤退を本年度いっぱいで徹底する

業者が発生したという状況については、非常に重

く受け止めております。委員からお話あるように、

さらに大手の事業者さんも今後担っていくことが

困難になる可能性があるという情報についても、

私たちも聞いているところでございます。ただ、

その今担っていただいている事業者さんが、やは

り今後も続けていけるように、市としてはまずは

取組として、先ほど課長からお話があるように、

担い手の負担を少しでもまずは軽減していただく

ために、公共施設の通路であったり、そういった

ところを新たな事業者さんでできないかというこ

とについて打診を今進めているところでございま 

す。 

さらには、その事業者さんと情報を共有しなが

ら、どのような形で今後持続可能な除雪体制を維

持できるのかについては、除雪組合さんとも協議

を積み重ねて、協議を進めていかなければならな

いというふうには思っているところですけれども、

なかなか決め手としてすぐに担い手が、先ほど他

の委員からの質問に回答した内容のとおり、非常

に厳しい状況というのは認識しております。手を

こまねいているという状況だけではということで、

何とか今担い手の方が高齢化になって、もう30年

40年もオペレーターとして働いている方もいらっ

しゃいますので、そういった方も１年でも１日で

も長くまずは働いていただくことをしていただく

ために、４月には功労者表彰であるとか、次の新

たな担い手を開拓するために、すぐにはなりませ

んけれども、興味を持っていただくようなら、小

さい小学生向けのそういった重機等に乗るような

イベントであるとか、そういう試みについては考

えているところです。そのことがすぐにこの除雪

体制を維持できることにつながらないと思ってい

るものですから、なかなか決め手に欠けるという

のが実態ですが、引き続き担い手の確保について

はどのような形でできるかというのは、引き続き

最重要課題ということで捉えていますので、検討

を進めていきたいと思っております。 

○小田部照委員 担い手の確保には、重々深刻に

捉えているというような答弁を頂きましたが、ま

ずこの直営から道路組合に委託をお願いして、そ

の協力があって今市民サービスが維持されている

わけですが、そもそもスライドの仕方がなかなか

信頼関係に結びつかないようなやり方だったので

はないかというような声も私は聞いております。

やはり何でも行政が委託してお願いしてお金を払

えばいいのだじゃないのですから、信頼関係で成

り立っています。先日あったごみの問題も、結局

信頼関係で大きくもつれてしまった問題になって

しまったのだと私は思っていますよ。せっかく委

託してくれた事業者も、若手の職員しか来ないし、

市長や副市長、幹部は全然話聞いてくれないじゃ

ないかと、そんな声も僕のところにも聞いていま

すよ。信頼関係なくして市民の理解と協力は得ら

れませんよ。これは除雪体制も、ごみ体制も全部

そうです。行政運営、政治はそうですよ。市民の

信頼なくしては成り立ちません。市長いないので 
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副市長どうですか、その辺。 

○後藤利博副市長 信頼関係ということでござい

ます。それはもちろん委員御指摘のとおり、それ

は大切にしていかなければならないということだ

というふうに認識をしております。 

それから、除雪の事業に関しましては、現場の

声といいますか、実際に除雪を担っていただける

方との意見交換といいますか、そういうようなこ

とも実際に私もやらせていただいておりますし、

市の担当を担っているところからのお話も聞いて

おります。それから今まで、その担い手という部

分でのお話がたくさんございました。その担い手

を確保するために何が必要かという部分をよく今

まで議論してきたところなのですけれども、例え

ばお金をたくさん用意をすれば引き受けてもらえ

るのか。一方では、いやいやお金の問題ではない、

冬期間の間に除雪ということで、何といいますか、

自分が自由な時間が取れないといいますか、拘束

されてしまうというようなことがなかなか受け取

れないのだというような、そういうような一方で

は、今までとちょっと違った考え方に基づいて、

除雪のほうの仕事に携わっていただけないという

ようなことのお話も聞いております。 

一概に、この部分を解決すれば、担い手が増え

るとか除雪がうまくいくかというような、即その

解決方法というのはなかなか見つからないという

ふうに考えてございますけれども、部長、また現

場での、課長のほうからも答弁ありましたように、

少しでも今担っていただいている方の負担を軽減

できるものは一体何なのか、よくそこら辺は、現

場を担っていただいている方とお話を進めながら

検討していきたいというふうに考えてございます。 

○小田部照委員 御答弁ありましたので、これ以

上はすべきではないので、また違う機会になるの

かなとは思いますけれども、我々ともそうですよ、

市民の代表であるこの議会、議会に出してもらっ

ている我々との信頼関係もしっかりと構築してい

くような体制にしていっていただきたいと思いま

すが、そこは副市長いかがですか。 

○後藤利博副市長 先ほどもお答えをさせていた

だきましたけれども、信頼ということには大切で

あるというふうに感じておりますので、議会に限

らず市民との間との信頼関係にもきちんと目を向

けて、行政運営を進めていく必要があるというふ

うに考えてございます。 

○小田部照委員 令和５年度前半ですけれども、

信頼関係をしっかりと得て、市民の皆さんに理解

と協力を得られるような１年にしていっていただ

きたいと思います。 

終わります。 

○山田庫司郎委員長 ここで、昼食のため休憩し

ます。 

なお、再開の時間でありますが、東京農業大学

卒業生へ市長賞授与を行うため、午後１時30分の

再開といたしますので、よろしくお願いをいたし

ます。 

午前11時54分 休憩 

───────────────────────── 

午後１時30分 再開 

○山田庫司郎委員長 休憩前に引き続き、再開し

ます。 

質疑を続行します。 

金兵委員。 

〇金兵智則委員 それでは、僕からも２点ほどお

伺いさせていただきます。 

まず道路整備事業についてですけれども、午前

中小田部委員のほうからもいろいろ質疑がござい

ましたので、１点だけ。 

令和５年度の事業として優先順位を改めて確認

をして事業を進めていくといったような答弁も

あったかというふうに思いますけれども、本当に

今年度ひどいという声が僕のほうにも聞こえてく

る状況でございますので、このような状況の中で

は、財源の問題も課題もあるのかなというふうに

思いますけれども、計画的に進めている中で、何

とか計画を少しでも前倒しして整備を行っていく

ということが必要なのではないかと思いますけれ

ども、見解について伺いたいと思います。 

〇村上雅彦都市整備課長 先ほどの御回答と同じ

ような内容になってしまうのですけれども、道路

の凍上等が収まった状態を見ながら見直して、今

年度の工事、計画しているところの優先順位を改

めて見直しさせていただきますという御回答をさ

せていただきました。 

また、今年度、令和５年度につきましては、道

路ストックのほうで路面の性状調査等を、舗装道

路に関しまして全路線で行う計画としております。

ですので、前回、路面性状調査を行ってからおよ

そ10年たっておりますので、それら状況を見なが

ら優先順位を改めまして、今後の計画に生かして 
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いきたいというふうに考えております。 

〇金兵智則委員 道路ストック修繕事業というの

も来年度行うので、それを見ながらという答弁で

したけれども、少しでも早くやっていただければ、

ひどいところから順にというのはわかりますけれ

ども、少しでも早く改善されていくということを

していかないと、何か修繕が間に合わないうちに

どんどんどんどん悪くなっていくのかなといった

ような今流れになってしまっていますので、積極

的な対応を求めたいというふうに思います。 

次に、みなと観光交流センターについてお伺い

したいというふうに思います。 

来年度は改修事業として1,694万円だったかな、

の予算が計上されて、屋上の防水工事というのが

行われるということで、事業内容の説明も明記が

ありました。このみなと観光交流センター、平成

21年でしたかね、にオープンして既に15年近く経

過している状況で、ちょっと建物の老朽化が目立

ち始めたのかなというふうに感じるところですが、

担当課としてどのように状況を捉えているのか、

お伺いしたいと思います。 

〇梅津義則港湾課長 みなと観光交流センターの

改修事業についてですけれども、今、委員のほう

からお話ありましたとおり、平成21年のオープン

から丸14年ですかね、経過をしておりまして、こ

れまでも壁の塗装ですとか、屋根の塗装などを

行っておりまして、来年度は１階部分の天井の防

水工事をやりたいという計画にしております。 

やはりみなと観光交流センターですね、当初の

入り込み予想が35万人から40万人といったような

こともあったのですが、その当初の予想を上回る

年間70万人の利用があるということで、施設にお

いても想像以上の不具合というのが報告されてき

ておりまして、小規模な補修というのは随時行っ

ているところでございますが、大がかりな補修に

ついては指定管理者ですとかテナント、あと建築

課なども含めまして協議を行いながら、優先順位

をつけて改修を行っていきたいというふうに考え

ているところでございます。 

〇金兵智則委員 やっぱり予想以上の利用者の影

響もあり、いっぱい来てくれることはいいことで

すけれども、また傷みもやっぱり進んでいくとい

うところもあります。また、優先順位を決めてと

いうことですけれども、さっきの道路整備のとき

もお話をしましたけれども、やっぱりこの施設も

計画的な修繕や改修というのがやっぱり必要だと

いうふうに思いますけれども、計画みたいなもの

があったかどうかわからないのですけれども、

やっぱりそういった考えで今後長く使っていくの

だと思いますので、進んでいくという考えでよ

かったのかどうかお伺いしたいと思います。 

〇梅津義則港湾課長 想定以上の人数は入ってお

りますが、施設としてはまだまだ使っていきたい

ということで考えておりますので、適宜適正な改

修、補修を行っていきたいと考えてございます。 

〇金兵智則委員 わかりました。修繕を進めなが

らという中で、利用者を増やしていくということ

も考えていくということで、魅力向上検討事業と

いうのが、たしか来年度で３年目になるのだとい

うふうに思いますけれども、事業の内容的にはこ

れまでと変更があるのかないのか、まずお伺いし

たいと思います。 

〇梅津義則港湾課長 基本的な事業内容に変更は

ございません。ただ、今、以前から質問というか

意見にございます、平日の施設の活用というよう

なお話がございましたので、そこについて何か工

夫ができないかということで、今、新たな取組と

して、来年度はＢ型就労支援事業所による物販が

できないかということで、社会福祉課を通じて今

協議をしているところでございます。 

〇金兵智則委員 平日の施設の活用ということで、

今社会福祉課のほうに相談されているということ

が新たに始まる可能性もあるけれども、この魅力

検討事業では外にプレハブを建てて野菜を売ると

いう事業に変更はないというふうな理解をします。 

令和４年度、２年目が終わっています。コロナ

も続いていましたので、どんな結果になったのか

お伺いしたいと思います。 

〇梅津義則港湾課長 野菜の直売所でございます

が、10軒の生産者の方に協力を得まして、７月16

日から11月13日までの約４か月間、土日祝日、日

数にして43日の開設をしております。時間は９時

から13時までの４時間で、その間の来店者数は

9,557人、前年度が5,787人でしたので、プラスの

3,770名で65％の増加になってございます。 

あと、その同じ時間帯での道の駅の入り込み数

ですが、こちらが４万716人、前年度が３万5,392

人でしたので5,324人の増加、15％の増というこ

とでございます。 
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昨年度は、委員のほうからも今お話ありました

とおり、直前まで、オープンの直前まで、去年は

７月３日からやったのですけれども、６月20日ま

で緊急事態宣言、あと開設期間中の８月27日から

９月30日まで、またここも緊急事態宣言があった

りして、積極的なＰＲができなかったというよう

なこともありましたが、今年度については積極的

にホームページですとか瓦版、あと新聞広告など

を活用しましてＰＲに努めて、増加につながった

というふうに考えてございます。 

また、新たに工夫した点としては、運営期間に

ついて、前は７月の頭から10月の末までというこ

とだったのですけれども、野菜が多く集まる７月

の中旬から11月の中旬までということで、２週間

繰り下げて運営を行ったというところと、あと地

方発送のほうに対応して利用者の利便性を図った

といったところ、あと道の駅のウッドデッキを

ちょうど入り口のところに仕切るようにあったの

ですけれども、それを取り外しまして、東側出口

から直売所までの入り口の流れをよくするような

工夫をいたしました。売上金額としては約190万

円、来店者の居住地の割合としては、市内が33％、

道内が54％、道外が13％という結果でございまし

た。 

〇金兵智則委員 詳しく御説明を頂きました。 

令和３年の結果を踏まえて、令和４年様々改善

をされたというところもあったのだというふうに

思いますし、観光交流センターの魅力向上という

事業ですので、そちらのほうの外の人数ではなく

て中に入ってこられる人数もやっぱり増えなけれ

ばいけないというところで5,324人が増加をされ

たと。約半分の人がプレハブを、単純計算ですけ

れども、9,557人の方が来て、その時間帯5,324人

増えたという、もしかすると全体が増えたので、

ただただ増えただけなのかもしれないですけれど

も、単純計算としてプレハブに野菜を買いに来た

方の半分は中に入ってくれた可能性があるという

結果だったのかなというふうに思います。 

昨年度の答弁で、やっぱり道の駅の魅力向上で

すので、やっぱり中でやるのが本当はベストだと。

ただスペース的に狭いので、今こういった形で実

証実験といったようなことをやっていると。将来

的には、増設を視野にといったような答弁、たし

か昨年もあったかと思うのですけれども、この外

で実証実験的なプレハブを建ててやる事業をいつ

まで継続をして、これで行けるといったような判

断をどこでどのように行うのか、その辺の考え方

についてお伺いしたいと思います。 

〇梅津義則港湾課長 この事業の今後の見通しに

ついてかと思いますけれども、昨年開催をいたし

ました魅力向上検討会議の中でも、道の駅の魅力

向上の上では有効なコンテンツの一つであると、

継続して行うべきだというような判断を頂いて、

来年度も同様に行いたいというふうに考えており

まして、いい評価を頂けているということで、原

課としても手応えを感じているところでございま

す。 

どの時点でということなのですけれども、この

事業、地域づくり総合交付金のほうの北海道の交

付金を頂きながら実施をしておりまして、その対

象期間が３年間ということがございますので、ま

ずはこの３年間というのが一つの区切りになるの

かなというふうに考えております。 

来年度、実証実験の結果ですとか、これまでの

魅力向上検討会議で出された、ほかにもトイレの

改修ですとか授乳室の設置などのハードの整備の

意見もありましたので、そういったことも含めま

して、今後の方向性について関係者と協議をして

まいりたいというふうに考えているところでござ

います。 

〇金兵智則委員 終わります。 

〇山田庫司郎委員長 次、松浦委員。 

〇松浦敏司委員 日本共産党議員団の松浦でござ

います。私のほうからも何点か伺いたいと思うの

ですが、複数の委員の質問と重複しております。 

まず、都市機能誘導構想検討事業ということで、

前段で質問をしておりますが、ちょっと重複して

いない部分といいますか、聞き逃したのかもしれ

ませんが、市街地の土地利用ということでのゾー

ニング化というようなことの話があったかと思う

のですが、この市街地というのはどこからどこま

でを範囲としているのか伺います。 

〇村上雅彦都市整備課長 立地適正化計画の中で、

都市機能を誘導する区域ということでエリアを決

めさせていただいております。そちらにつきまし

ては、駅前周辺からこの市役所周辺までを含めた、

振興局等も含めた川筋のエリアとなっております。 

〇松浦敏司委員 では、川向の地域も含めてとい

うようなことで、わかりました。 

それでこれから、市民会館とか消防の本部とい 
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ったところも建て替えというようなお話もありま

すので、そういった点では、私がちょっと以前か

ら思っているのは、消防機能が実は川向にないの

ですよね。そういう意味で、この検討する上で、

そういったことも含めて検討していく必要がある

のかなというふうには思います。川向的には厚生

病院もありますしエコーセンターもある、保健セ

ンターもあるというようなことで非常に、あと振

興局もあるし、そういうようなことで、大きな災

害があったときに、網走川があって、それによっ

て寸断される可能性もないわけではないというよ

うなことも考えると、そういったことも含めた形

での検討を、事業の中でいろいろな考え方を持っ

て検討していくべきかなと。それは課長に聞いて

もわからないとは思う、そこまで権限はないと、

協議会の中で決めていくのだろうと思うのですが、

そういったことも含めて考えるべきかなと思うの

ですがいかがでしょう。 

〇村上雅彦都市整備課長 今回の検討業務につき

ましては、おおよそこの辺りがいいのではないか

という、何番地まで決めるものではないですけれ

ども、大枠といたしまして、やはりこのエリアに

配置すべきだろうというような結論を頂きながら、

この区域内を幾つかのエリアに分けていくことに

なります。消防につきましても、現位置がどうな

のだという話もいろいろその中でもまれることに

なると思いますので、それは検討会の中で進めさ

せていただきたいと思います。 

〇松浦敏司委員 わかりました。 

それで、これもちょっと聞き逃したかどうかわ

かりませんが、検討する協議会というのをつくる

というようなお話ありましたけれども、主なメン

バーといいますか、どういった人たちが中心に

なって、それから当然専門家も入らないとこう

いった協議というのは難しいのだろうと思うので

すが、その辺もおおよそ言える範囲で教えていた

だきたいと思います。 

〇村上雅彦都市整備課長 現在考えております協

議会の構成員につきましては、学識経験者ですと

か各種団体の方々、また他の市民公募させていた

だきながら市民の方を入れまして構成したいと考

えております。 

今回のゾーニングにつきましては、立地適正化

計画の中で決めたエリアの話となりますことから、

網走市都市計画マスタープランの高度化版という

扱いになっております。ですので、都市計画マス

タープランの策定に携わっていただいたような

方々が候補になるのではないかと考えております。 

〇松浦敏司委員 わかりました。 

網走のまちが将来どんなふうになるのか、大き

な役割を果たすものだというふうに思います。私

が生きている間にはないかなとは思いますが、将

来いいまちで、まちづくりにしてほしいなという

ふうに思います。 

２項目め、市道の改修の点ではこれも他の委員

も質問しています。ただ一言言いたいのは、他の

委員も言っていましたけれども、これはあくまで

もみんな同じ印象だと思うのです。実際に現状も

そうだと思うのですけれども、私も地域を回って

いて、これまでになく今年の道路というのは損傷

が激しいというふうに印象を持っています。特に

私の住んでいる駒場は重粘土地なものですから、

今年のようにしばれた時期に実は雪が少なかった、

その辺も影響しているのだろうと素人なりに思っ

ています。そういう点で、今までの凍上したこと

がないようなところが実はもう凍上していて、ア

スファルトの破損が激しいというようなこともあ

るものですから、しっかり調査をしていただいて、

市民の安全を守る上でやっぱり急いで、ぜひ取り

組んでいただきたいというふうに、これは申し述

べたいというふうに思います。 

次に移ります。 

道路法面改修事業ということで１億2,500万円

あります。今年の法面改修事業の内容について、

簡単でもいいのですがお示しください。 

〇村上雅彦都市整備課長 今年度の道路法面対策

事業につきましては、向陽明治線におきまして、

老朽化した軽量のり枠というものでのり面を押さ

えているのですけれども、地域の地権者の方の御

協力を頂けましたので、用地のほうを買わせてい

ただいて、安定勾配のほうに山を削ってしまうと

いうことになるのですけれども、のり面を寝かせ

る工事になっております。 

あとそのほか、台町大通線の調査設計ですとか

を実施する予定としております。 

〇松浦敏司委員 わかりました。 

それで、実はのり面ということで、これは市の

市道ではないのですけれども、実は以前も私取り

上げたことがあるのですが、鱒浦５丁目の民間の

分譲地につながる道路があるのですけれども、そ
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の道路ののり面が相当ひどい、崩落といいますか

崩れておりまして、数年前にそののり面について

はブルーシートをかぶせていたのですけれども、

先日もちょっと現場を見に行ってきたのですが、

そのブルーシートはもうブルーでもなく、ほとん

どのり面が出ているような状況で、ブルーシート

が完全に劣化しておりました。三、四軒の家の裏

が崩れているので、やっぱり生活の支障は出てく

る可能性があるというふうに思っております。こ

の辺、原課としてどんなふうに現状を認識してい

るのか伺います。 

〇村上雅彦都市整備課長 今、御質問のありまし

た鱒浦５丁目の住宅地の現在ののり面の状況につ

きましては、ブルーシート等が劣化しているとい

うのも確認しております。また、新たな崩落、崩

壊等の進捗もないことも確認しておりまして、現

在は落ち着いている状態であるというふうに確認

しているところでございます。 

この道路法面改修事業におきましては、市道の

のり面を改修する事業となっておりますことから、

鱒浦５丁目ののり面につきましては、現地として

は位置指定道路という扱いになっておりますので、

本事業において対応することはなかなか難しいと

いうふうに思っております。引き続き、所有者の

方に対しまして、のり面の復旧等を指導してまい

りたいと思います。 

〇松浦敏司委員 確かに市道ではありませんから、

市の予算でどうのこうのというのはならないと思

うのですけれども、ただ、あの地域、一定の人た

ちが住んでおりますし、土地の質、土の質、土質

というのでしょうか、崩れやすい性質のものなの

ですね。だから、大雨などが降ると相当影響を受

けるところだというふうにも思うものですから、

ぜひ今後注視していただいて、所有者の方に対し

て、住民の不安を取り除くというようなことで指

導なり何なりしてほしいと思うのですが、その辺

いかがでしょう。 

〇村上雅彦都市整備課長 対象となっているのり

面につきましては、平成21年の大雨ですとか、平

成28年の大雨のときに一部崩れた経緯がございま

す。その所有者の方に対しましては、平成30年に

一部工事のほうを実施していただいた経緯もござ

いますことから、引き続き指導してまいりたいと

思っております。 

〇松浦敏司委員 ぜひ、なかなか直してくれない 

のですけれども、やっぱり地域住民の不安という

のを取り除く上で大事なことですから、市として

できる範囲の形で対応していっていただきたいと

思います。 

次に移ります。 

住環境改善補助金についてです。 

昨年について1,800万円ということですけれど

も、いわゆる令和４年度の実績というのはどうい

うふうになっているでしょう。 

〇小原功建築課長 令和４年、本年度の実績でご

ざいますが、２月末の状況でございますが、243

件の申請があり、現在の補助額が約2,190万円の

状況でございます。 

〇松浦敏司委員 それで、たしか令和４年度は補

正をしたのではないかというふうに思うのですが、

その補正の額とその利用状況というのはどこまで

行っているのでしょう。 

〇小原功建築課長 本年度は当初予算1,800万円

でありましたが、想定を上回る見込みであったこ

とから、第４回定例会において600万円の増額の

補正予算を計上させていただいたところでありま

す。 

件数等につきましては、先ほど答弁させていた

だきましたが、本年２月末までの申請件数243件、

補助額は約2,190万円となっている状況でござい

ます。 

〇松浦敏司委員 そうすると、当初1,800万円の

予算に対して600万円ということで、合わせると

2,400万円になるわけですが、この2,400万円ほぼ

使われたというふうに捉えてよろしいでしょうか。 

〇小原功建築課長 ３月に入りましても申請がご

ざいますので、今のところですが、およそ2,400

万円で収まるような形で決算を迎えるのではない

かというふうに考えております。 

〇松浦敏司委員 やっぱりこの住環境改善補助金

というのは非常に有効に働いているのだろうと。

住民も喜ぶし、やはり建設関連業者の仕事も増え

るということで、非常にいい事業だなというふう

に思います。 

３月末までには2,400万円以内で収まるだろう

ということなのですけれども、例えば今の現状の

段階で、波及効果というのはおおよそ出るのでは

ないかと思うのですが、どんなふうに考えていま

すか。 

〇小原功建築課長 本年２月末の状況でございま 
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すが、補助額およそ2,190万円に対し、工事の契

約額は約４億4,700万円となっておりまして、一

般的に経済波及効果は工事費の1.5倍から２倍程

度とされていることから、1.5倍といたしまして

も約６億7,000万円の効果があったものと推計を

しております。 

〇松浦敏司委員 ぜひ今年も、新年度においても、

ぜひ使われるように望みたいと思います。 

次に移ります。 

次に、空き家等解体事業補助金ということで

340万円あります。目的の中で、昭和56年建築以

前の旧耐震建築住宅の解体及び特定空き家の解体

費用の一部を補助するということですが、補助と

いうのはどれくらいの率で補助をするのでしょう

か。 

〇小原功建築課長 補助率でございますが、補助

の対象となる経費の２分の１以内で、かつ上限が

特定空き家につきましては50万円、昭和56年以前

の住宅につきましては30万円を上限としていると

ころでございます。 

〇松浦敏司委員 わかりました。 

それで、ここ数年のこの利用状況というのはわ

かりますか。 

〇小原功建築課長 過去３年間の実績であります

が、令和２年度は、特定空き家の解体は３件で、

旧耐震基準の空き家の解体が７件、令和３年度は、

特定空き家の解体はありませんでしたが、旧耐震

基準の空き家が13件解体され、本年度は、特定空

き家の解体が２件で、旧耐震基準の空き家が５件

解体されたところでございます。 

〇松浦敏司委員 わかりました。 

有効に、比較的有効に使われているのだなとい

うふうに思います。ただ、そうは言っても、やは

りお金のないところというのはなかなかそれも進

まないような状況もあるのかなというふうに思う

のですが、今現在、危険な家屋といいますか、本

来なら解体しなければならないような家屋という

のがあるのだと思うのですが、もし把握していれ

ば教えていただきたいと思います。 

〇小原功建築課長 危険な特定空き家につきまし

ては、生活環境課で把握をしておりますが、件数

につきましては、現在、特定空き家10件を確認し

ているところでございます。 

〇松浦敏司委員 取りあえず10件ということはわ

かりました。ぜひやっていってほしいと思うので

すが、この新年度ではおおよそこの340万円とい

うのは何件分に当たるのでしょうか。 

〇小原功建築課長 340万円の内訳でございます

が、特定空き家の解体が50万円の２件分で100万

円、旧耐震基準の空き家の解体を30万円の８件で

240万円と見込んでいるところでございます。 

〇松浦敏司委員 わかりました。 

ぜひ、しっかり取り組んでいってほしいと思い

ます。 

私のほうからは以上です。 

〇山田庫司郎委員長 次、平賀委員。 

〇平賀貴幸委員 それでは、私からも何点か質問

させていただきます。 

最初に、除雪の関係です。 

種々いろいろ議論がありましたが、私からも間

口除雪について伺いたいというふうに思っており

ます。この問題、ずっといろいろな形で議論され

ていて、その議論をしている間に高齢化も進んで

困った方も増えてきているという状況でございま

した。なかなか解決が難しい問題だというふうに

思いますが、この間、全国各地でもやはりこの問

題は様々な形で対応が検討されていて、網走市の

ように、なかなか難しいので個人で対応してくだ

さいという考え方のまちも依然としてあるのです

けれども、費用負担を求めながら、事業者さんの

力も借りて進めているところ、あるいは地域の力

を借りて、ボランティアの方々のお力を借りなが

ら無料で実施をしているようなところ、それから

押し雪軽減事業というような形で米沢市さんが何

かそうなのですけれども、雪だけをお隣のほうに

押してしまうのですね、大変なところの、その代

わりお隣の雪は増えるのだけれども協力してくだ

さいというような形でやっているところとか、あ

るいはもうＧＰＳを活用してしまって、山形県で

多いようなのですけれども、寒河江市とか新庄市

とか、そもそも登録している高齢者や障がい者の

家の前には雪を置かないという形で、そもそもＩ

Ｔを活用してやっているようなところ、道内でも

富良野市などでは２年前にも、３年前かな、2020

年に実証実験があったりとか、いろいろな対応で、

この間口除雪の問題だとか様々な除雪の問題に対

応しているのですけれども、網走市として、この

間口除雪の問題、どのような検討を行ってきて今

の経過になっているのかちょっといま一つ見えて

こないものですから、どんな検討を進めながら、
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今日の今の状態になっているのか、ちょっとまず

見解を伺いたいと思います。 

〇澁谷一志都市管理課長 道路除雪に併せまして

間口除雪を行っている自治体の状況は、聞き取り

し研究しているところでありますが、現状の道路

除雪業者の体制では、間口除雪を対応することは

困難な状況でございます。 

また、昨年末に、除雪について町内会で独自に

取り組んでいることや、市と協働できる仕組みづ

くりのアイデアの意見聴取を目的とした道路除排

雪に関する町内会アンケートを実施しており、地

域の様々な問題、要望では、空き地の雪置場や公

園敷地の雪置場の利活用を望む声があったことか

ら、今後雪置場について先行自治体と同様な取組

が可能か、取組事例を参考にしながら研究すると

ともに、公園再編計画において、遊具を置かない

公園を雪置場とすることも検討していきたいと考

えております。 

〇平賀貴幸委員 空き地の活用ということで、今

答弁がありました。 

調べていくと、空き地の活用ということで雪置

場を置くという形で、間口除雪の対応をやってい

るところは案外あるのですね。地域の方々から、

空き地があれば申し出てくださいというお話が行

政のほうからあって、それに応じたところが翌年

の固定資産税を減免しますというような形で、積

極的に取り組んでいるのが山形県の山形市がたし

かそうだったと思うのですけれども、ありました。

いろいろなやり方をそれぞれのまちでやっている

のだなと思うのですけれども、現状でですよ、な

かなか難しいということは理解できるのですけれ

ども、これなら可能性があるというふうな何か光

みたいのはないものなのでしょうか。どこまでそ

れを進めている段階なのかが知りたいのですけれ

ども、どうでしょう。 

〇澁谷一志都市管理課長 まず今、委員おっしゃ

られました民地というか、個人所有地に雪を置い

た場合、翌年の固定資産税が３分の１減免される

という自治体の取組をしているところは承知して

おります。ただ、現状、網走市、町内にどれだけ

のそういう土地があるのかというのもございます

し、その辺は町内会とじっくりと今後、今回年度

末に実施したアンケート調査もございます。その

中では、いろいろな貴重な御意見もございますの

で、町内会とじっくり考えて、できるだけいい方 

向に進めたらいいなというふうに考えております。 

〇平賀貴幸委員 私が見た資料では、除雪のお願

いと網走市も毎年出しますよね、時期が来たら。

ああいうものに、空き地についての申出をぜひし

てくださいと。申出があれば翌年度の固定資産税

が減免になるのだということを記載してあったり

して、一体的に地域から情報を吸い上げて取り組

もうとしているのだなというのが読み取れるよう

な資料、結構いろいろな自治体さん、やっぱり同

じ悩みを持っていらっしゃるのですよね、この問

題ね。それで、やっぱりできるだけ何かの形で、

できるだけ早く解決につなげたらいいなと思うの

ですけれども、ただ私も現状の状況を見ると、全

ての間口を除雪するというのは現実的ではないな

と思ってはいるのです。なかなか難しいのだろう

なと。そうすると、登録制で個別でどうしても事

情のあるところは間口除雪をするというのが、一

つの考え方としては検討する方向感なのかなと思

うのですけれども、その辺はどうでしょうか。 

〇澁谷一志都市管理課長 高齢者の部分的な本当

に大変なところの間口除雪につきましては、まず、

今までも、繰り返しの答弁になりますが、なかな

かそういう業者が、成り手、オペの確保ができな

いものですから、まずは道路除雪を優先的にした

いと考えております。 

高齢者の間口につきましては、引き続き高齢者

福祉のほうで行っています間口のそのサービスを

活用していただきたいと思っております。 

〇平賀貴幸委員 確かにそういう仕組みも取り入

れて、それでしかやってないようなまちもあるに

はあるのです。議論を聞いていると、オペレー

ターがなかなか確保できなくて、もう撤退するよ

うな事業者さんもこの除雪には出てきて、様々な

問題が出ているのですよね。先ほど山形県の寒河

江市とか新庄市とか山形市などでＧＰＳを入れて

いますというようなお話もしました。道内でも、

実証実験をやっている富良野市以外でも少しずつ

増えてきていますね。ＧＰＳを入れることで、除

雪の作業をスムーズにする。あるいは、ＧＰＳを

入れると除雪の日報自体がそのままスムーズに手

書きしないで印刷できるようになるのでかなり時

間の節約になるということもあって、省力化も図

ると。そんな形も併せてできるところで余力がで

きたところで、そういった対応に向けているとい

うようなところもあったりするのですけれども、
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網走市の場合は、除雪のところにＧＰＳを入れる

ことで労力を削減するとか、効率化を図るとか、

そういった取組はまだ行われていないという状況

だと理解していいのでしょうか。 

〇澁谷一志都市管理課長 今、委員おっしゃって

いますＧＰＳの導入ですが、確かに近隣でもＧＰ

Ｓを導入して、いつ除雪が来るかというのを周知

するという、すごくいいメリットもございます。

今、委員おっしゃいます、日報とか集計もスムー

ズになるというのも承知しております。ただ、何

時頃に除雪車が来るとかというふうになると、中

には、敷地内の雪を道路に出したりと、そうする

と除雪の作業に時間を要するとかというようなこ

ともございますので、その辺は先進的に導入して

いる自治体をちょっと研究しながら、今後進めて

いきたいとは思っております。 

〇平賀貴幸委員 ＧＰＳの導入を考えたときに、

ＧＰＳで市民の皆さんに除雪の情報がわかりやす

くなっていくというのも大事なのですけれども、

私それは後で考えればいいことだと思うのですよ

ね。それよりも、実際に作業に当たっている方々

がスムーズにやれたり、あるいは市民からこうい

う大変な状況があるといったときに先にそこを除

雪したりできるようにして、スムーズに除雪でき

るようになるとか、現場の対応が向上することの

ために導入するものだと思っているのですよ。市

民のほうに、皆さんに見せるという形ではなくて、

まず作業の効率化を図るための導入ということを

検討していくことがまず第一なのではないかなと、

現状を思うと感じるのですけれども、その辺いか

がでしょうか。 

〇澁谷一志都市管理課長 先ほど委員おっしゃっ

ています、いろいろな事務的な効率化というのは

ございます。ただＧＰＳを導入して、直ちにオペ

レーターの負担が軽減をされるとかという、直接

にそういうことにもならないこともありますので、

その辺は慎重に進めてまいりたいと考えておりま

す。 

〇平賀貴幸委員 携帯型の端末をそれぞれの車両

に設置するだけでできるという、今状況になって

きているということも、この間の新たな取組を

やっている自治体を見ていると、ほぼ共通でそう

いうふうにやっているのだなということはわかっ

てはきました。 

省力化や効率化につながるからこそ増えている 

のだろうと、そこは思いますので、検討していた

だきたいなと思うのですが、いずれにしろ間口の

除雪に限らずではあるのですけれども、このやっ

ぱり間口の除雪というのが大きな問題になって

いって、高齢化とともに問題の深刻さというのは

どんどん大きくなっている状況にもかかわらず解

決できないでいるというのは、やっぱりいい状態

では決してないわけですね。何とかそこが解決で

きるように、もしそれがＧＰＳを使って、登録制

で、なおかつ登録されていて近くに来ると警告が

出て、そこは雪を置かないように除雪するという

ことは、山形県ではできているそうなので、そう

いったことをもしできるのであれば、今の仕組み

でも何とかできたりするのかなと思うところもあ

ります。ぜひ検討は進めていっていただきたいと

思いますが、今日ここでこれ以上議論しても、す

ぐ前に進むものではありませんので、次の質問に

移らせていただきたいと思います。 

続いて、先ほども公園の整備に関していろいろ

質疑がありました。私からも若干触れさせていた

だきたいのですけれども、お手紙が来ているので、

そのままお手紙をほぼほぼ読んだほうがわかりや

すいのかなと思うので読んでみます。「子供用の

遊び場について」というタイトルで頂いているの

ですけれども、市民への説明はこれは足りなかっ

たのだなというふうに私は思っていることなので

す。「小さい公園がなぜかなくなる」と。「わけ

もわからず公園の遊具が撤去されていた」と。

「ちゃんと説明してほしかった」と。例を挙げる

と、駒場南３丁目公園とかだそうです。「うわさ

によると、全ての遊具がなくなり大きい公園のみ

にすると。子供たちのためを思っての行動なのか

もしれないが間違っています。後のことを考えて

いません。大きい公園だけになれば、大体は高学

年の子たちが陣取り、低学年、幼児が安心して遊

べない場所になってしまう。遊具を使って危ない、

危険な遊びをする子たちがいるため、まねしない

かとはらはらする場面がどうしても増えてくる。

骨折までいったという話も聞いている。遊ぶとい

うことは悪いことではないけれども、危険がたく

さんあって、そこでいじめも起きているという話

も聞く。正直、安心して遊べるところは、これで

はなくなってしまう。大人に相談なく学校に相談

もなく、公園アンケートを取らないでほしい。勘

違いしていたらすみません。子供たちの意見も大
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事だが、安全を考える大人にもアンケート、意見

を聞くべきではないか」というお手紙でした。い

ろいろな話を伺うのですよ。突然、遊具が説明も

なく、なくなっていた。あるいは、遊具はあるの

だけれども使用禁止になっていて、冬はそのまま

放置されていて一体どうなっているのだろうと。

ブランコは立入禁止でロープが張ってあるのだけ

れども、子供たちは入っていけるので普通にブラ

ンコに乗っているし、子供たちはよじ登っていた

りするし、でも、どうしてそうなったのかという

説明を全然聞いていないと。どのような対応がさ

れたら、こういう苦情が増えることになるのかな

というのが、私ちょっとよくわからないのですけ

れども、この公園の遊具への対応について、どの

ような形で市民の説明や対応をされてきたのかま

ず伺いたいと思います。 

〇村上雅彦都市整備課長 公園の遊具につきまし

ては、令和３年度、令和４年度に実施をいたしま

した点検において、老朽化が著しく修繕ができな

かった遊具ですとか、近年の安全基準を満たして

いない遊具がありましたことから、撤去を行って

きたところでございます。住民への周知につきま

しては、隣接している町内会へ撤去を行うことを

お伝えした後、工事を実施をしております。 

また、公園の再編計画の策定につきましては、

説明会を市内を大きく七つの区域に分けさせてい

ただきまして、７回の説明会を実施いたしてきた

ところです。説明会の御案内時におきましては、

網走市で策定をしておりました計画案につきまし

て、回覧により周知を町内会へ依頼したところで

す。実際に回覧版が回らなかったですとか、もし

かすると町内会がなかったですとか、町内会に

入っていなかったなどという世帯があるのかもし

れませんけれども、計画案が行き届かなかったと

いうことはあったのかもしれません。ですので、

現在、説明会で頂いた御意見を基に３月末までに

計画を策定する見込みでありますことから、策定

した公園の再編計画の資料につきましては、各町

内会に送付をいたしまして、回覧いただくようお

願いするほか、ＳＮＳやホームページ、広報など

を通じて周知を図ってまいりたいと思います。 

〇平賀貴幸委員 公園を主に使うのは子供たちな

のですよね。ですから、学校を通じてこういった

ことを周知すれば、こんな混乱や誤解は生じな

かったと思うのですけれども、町内会を通じて周

知してしまったという手法そのものが、今回はま

ずかったのではないかと思うのですけれども、そ

の辺はどう捉えていらっしゃるのでしょうか。 

〇村上雅彦都市整備課長 今回の計画案につきま

しては、町内会へ依頼をさせていただいて、市民

の方へ周知をお願いしたところです。 

公園の利用につきましては、こういった危険な

ことがありますのでというようなものは年に１回、

小学生の低学年に向けてだと思いますけれども、

周知をしていっているところです。 

そういったやり方もあるのかもしれませんので、

少し検討させていただいて、子育て世帯への周知

の方法を考えてまいります。 

〇平賀貴幸委員 町内会からの周知も私必要だと

思います。別にそっちは一切する必要はないとい

うつもりはないのです。ただ、やはり学校という

ものがあったり、幼稚園、保育園といったものが

ある以上、そこを通じて保護者の皆さんに情報を

お伝えしていて、公園はこれから危険があるので

こういう形で縛っている、縛ったり入れなくして

いるのですと。それも撤去のために時間がかかる

ので順番にやっているから、今置いてあるだけで

ずっと放置しているつもりではないのだとか、必

ずしも全ての公園がなくなるわけではないのだけ

れども一部再編される公園もあって、そのことに

ついてはいついつに皆さんに御意見を伺うとか、

そういったことを丁寧に周知をしていればこうい

うこと起きないですよね。そうですよね。今から

でもそこは学校を通じて、実はこういうことで取

り組んでいますということは、お知らせしておい

た上で、３月、新しい計画ができたときに協力を

求めるということをまた学校も通じてやるという

ことが、やっぱり必要なのではないだろうかと思

うのですけれども、いかがでしょうか。 

〇村上雅彦都市整備課長 委員から頂いた御意見

は大変必要だというふうに考えますので、実施し

ていく方向で考えさせていただきます。 

〇平賀貴幸委員 公園に限らずですけれども、ま

ちづくりそのものはやっぱり市民の方々、住民の

方々と協力してやっていくものだと思うのですよ

ね。特に公園を再編していくとかそういったとき

には、やはり状況によっては住民との協働もまた

必要なのではないかなというふうに思います。そ

のときにやっぱり大切なのは、行政が信頼されて

いるということだと思うのですよね。ですから、
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丁寧な広報が必要で、町内会からの広報、それか

ら子供たち対象の施設ですから、今回は学校を通

じての広報というのも大切で、そこは教育委員会

にこういうチラシを配ってほしいというふうにお

願いをするだけの話といったら悪いですけれども、

それだけの話なのですよね。そこをしていただけ

れば、こういった誤解はむしろ信頼に変わってい

くということだと思います。しっかりと、その辺

もっと早く周知すれば混乱はなかったのだけれど

も、改めて周知をするのだということを含めて、

情報を伝えていくことが大事だと思いますので、

教育委員会に協力を求めながら取り組んでいただ

きたいというふうに思います。 

私からは以上です。 

〇山田庫司郎委員長 ほか、ありませんね。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

以上で、土木費及びその特定財源に関する歳入

の細部質疑を終了します。 

ここで、理事者入替えのため暫時休憩いたしま

す。10分休憩いたします。 

午後２時26分 休憩 

───────────────────────── 

午後２時36分 再開 

○山田庫司郎委員長 休憩前に引き続き、再開し

ます。 

それでは、引き続き本日の日程であります教育

費及びその特定財源に関する歳入の細部質疑を行

います。 

質疑のある方の挙手を願います。 

澤谷委員。 

〇澤谷淳子委員 では、予算資料の27ページ、高

等学校振興補助金についてお伺いいたします。 

こちらは少しだけ数字が増えまして拡充で250

万円の予算がついております。100万円ぐらい増

えたのですが、これは定時制高校の生徒の下校時

の交通手段確保に係る補助金となっておりますけ

れども、どのような補助金になっているのでしょ

うか。そして、この増えたのは人数が増えたとい

うことでしょうか。 

〇高橋善彦学校教育部参事 まず、この事業の概

要でございますけれども、網走南ヶ丘高等学校定

時制入学生徒の増加や安全確保を図ることを目的

としまして、下校時に公共交通機関を利用するこ

とが困難な生徒の帰宅手段を確保するために、平

成31年度より乗り合いでタクシーを利用できると 

いった事業でございます。 

また、増額の理由でございますけれども、今年

度、事業を利用します生徒が増加したことに加え

まして、生徒の居住地域が拡大したことにより、

当初予算では不足が生じることが見込まれたため、

令和４年第３回定例会におきまして、116万円の

補正予算を提案させていただきまして、御承認を

いただいたところでございます。令和５年度につ

きましても、利用人数は引き続き継続されると見

込んだ予算の編成でございます。 

〇澤谷淳子委員 申し訳ありません。それはもう

以前に、こちらも出ていたものだったのですね。

それを引き続き令和５年で、またこれを増額して

やっていただけるということで。それで、これは

あくまでも、高校ですから道の管轄ですか。 

〇高橋善彦学校教育部参事 委員お見込みのとお

り、北海道の管轄でございます。 

〇澤谷淳子委員 代表質問で、美幌のフリース

クールをちょっと取り上げさせていただいたので

すけれども、この定時制というのが学び方も多様

化の時代に、一周回って新しいというか、そうい

う感じがしているのですけれども、今現在、実際

に働きながら夜定時制に通っているという生徒は

実際にはいらっしゃるのでしょうか。それはわか

らないでしょうか。 

〇高橋善彦学校教育部参事 現在、今年度の卒業

生を含めた生徒の状況でございますけれども、１

年生が７名、２年生が７名、３年生が11名、４年

生が４名で、合計29名でございます。このうち約

３割の生徒がアルバイトをしているというふうに

伺ってはおりますけれども、正規労働といいます

か、実際にその就労されているという方はいらっ

しゃらないというふうに伺っております。 

〇澤谷淳子委員 ちなみに年代はほぼこの生徒の

年代、学校と同じような年代でしょうか。 

〇高橋善彦学校教育部参事 この29名のうち、18

歳以上が３名で、うち１名の方が年配であるとい

うふうに伺っております。 

〇澤谷淳子委員 それでは、本当に定時制らしい

というか、いろいろな年代の方がいて、高校卒業

を目指して頑張っているということですね。あり

がとうございます。 

それでは、逆に今、さっきちょっと逆に新しい

なんて言ってしまったのですけれども、全道で定

時制はちょっと減る傾向にあると、たしか言われ



 

－ 208 － 

ていたと思うのですが、そこまではわかりません

か。全道で定時制があるというのはわかりません

か。 

〇高橋善彦学校教育部参事 全道の詳細というと

ころは把握はしてございませんけれども、年々生

徒数は減少しているというようなことで認識をし

てございます。 

〇澤谷淳子委員 わかりました。 

私のほうからは、質問は以上です。 

〇山田庫司郎委員長 次、古田委員。 

〇古田純也委員 それでは、今年のまちづくり18

ページ、小中学校の図書館司書の配置事業につい

てお尋ねいたします。若干拡充になっております

が、根拠を確認します。 

〇小松広典学校教育部次長 図書館司書の配置の

予算でございますけれども、金額が増額になって

いる部分につきましては、給料費の改定、ベース

アップ分でございます。 

〇古田純也委員 わかりました。 

現在、市内小中学校に配置されている図書館司

書の人数は何人ぐらいいらっしゃるのでしょうか。 

〇小松広典学校教育部次長 現在、学校図書館司

書は４名を配置しております。 

〇古田純也委員 わかりました。 

４名は全校15校ぐらい担当している、４名で

回っていると思うのですけれども、これ適切な人

数としては、担当課としてはどう押さえているの

でしょうか。 

〇小松広典学校教育部次長 文部科学省の定める

第６次学校図書館図書整備等５か年計画では、司

書は1.3校に１名の配置を目標としており、現在

数値的には不足している状況ではございますが、

司書教諭、司書との協議において、図書館司書の

不足の声は聞いていないことから、現行の状況を

継続したいというふうに考えております。 

〇古田純也委員 わかりました。 

大変子供たちが図書に興味を持つためのいろい

ろ各学校でも工夫されている事業なのだと思いま

すので、今後も期待したい事業だと思っておりま

す。 

続きまして、同じく18ページになります。通級

指導教室開設に当たりまして確認したいことがあ

ります。 

まず、この通級指導教室に対象となる児童数は、

市内ではどのぐらいの数がいるのか、お聞きいた 

します。 

〇小松広典学校教育部次長 今回、通級指導教室

の開設につきましては、潮見小学校に開設する予

定でございますけれども、事前に実施した教育相

談結果を踏まえた上で、次年度から通級の意思が

ある児童は17名となっております。 

〇古田純也委員 ちなみに、潮見小に開設される

ということで、他校の児童が通えるということは

可能というか、どうなのでしょうか。 

〇小松広典学校教育部次長 通級指導教室には自

校通級、他校通級及び巡回指導がございまして、

今回開設予定の通級指導教室は自校通級のため、

潮見小学校に在籍する児童が対象となり、他校か

らは通級できません。なお、当面は、自校の児童

に対する指導を行うことを予定しておりますが、

将来的な他校通級への移行については、実績等を

勘案しながら学校と協議を重ねてまいります。 

〇古田純也委員 わかりました。 

それでは、19ページ、部活動あり方検討事業に

ついて、事業内容を確認させてください。 

〇小松広典学校教育部次長 まず経緯でございま

すけれども、中学校生徒数の減少が加速する中で、

部活動の持続可能性を担保することと併せまして、

学校の働き方改革について、教職員の大きな業務

負担となっている部活動を学校と地域が協働して

取り組む体制、制度の構築が重要となっておりま

す。スポーツ庁の有識者会議による提言を受け、

スポーツ庁、文化庁では、学校部活動及び新たな

地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイ

ドラインを策定いたしました。ガイドラインでは、

学校部活動、新たな地域クラブ活動、学校部活動

の地域連携や地域クラブ活動への移行に向けた環

境整備、大会等の在り方の見直しの四つの項目を

柱に提示され、北海道では北海道部活動の地域移

行に関する推進計画を今年度末までに完成させる

としておりますので、この内容に沿って市の取組

もスピード感を持って進めていきたいとしている

ところでございまして、新年度の事業内容としま

しては、専任職員を配置し関係団体による協議会

の設置、協議会につきましては市の教育委員会、

学校教育部、社会教育部、地域スポーツ・文化芸

術団体、学校、保護者等の関係者などで構成を考

えております。 

具体的な取組としましては、協議会において活

動状況や指導体制等について、学校や競技団体、
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文化団体にヒアリング、それから活動に対する家

庭への支援や個人負担についての保護者アンケー

ト、地域が求める部活動の役割の支援体制等につ

いての学校運営協議会ヒアリングなどを実施し、

関係団体の情報や課題共有、部活動と地域スポー

ツの方向性検討を行う。それから、その後に令和

６年度以降に市の推進計画を策定し、種目や活動

時間、費用負担等の具体的な検討と運営団体の設

置、指導人材の確保を進める予定でございます。 

〇古田純也委員 大変丁寧な説明ありがとうござ

いました。 

結局、部活動を担当している先生の、要は労働

力の解消につながるというふうな認識でよろし

かったでしょうか。 

〇小松広典学校教育部次長 教職員の大きな業務

負担となっている部活動を地域で取り組むという

体制と、それからそのほかに、何よりも中学校生

徒数の減少が加速する中で部活動の持続可能性を

担保することを目的としております。 

〇古田純也委員 わかりました。 

19ページ、ＩＣＴ教育ですね。小中学校のデジ

タル環境整備事業で、１台ずつ端末を補充すると

いう内容だと思いますが、生徒数が年々減少して

いる中、私の考えでは卒業生がどんどん卒業して

いく中で、その端末は今度新しく入学されていく

生徒にわたっていくのかなというイメージがあっ

たのですけれども、端末を補充するということは

どういう経緯で補充されているのか、現場の状況

をお尋ねいたします。 

〇小松広典学校教育部次長 令和３年２月に、予

備機を含めまして2,607台のクロームブックを導

入して以来、これまでに40台程度の端末の全損が

ございました。本事業につきましては、児童生徒

が使用している端末の補充でございます。令和５

年度は、小学校で24台、中学校で16台購入するも

のでございます。 

〇古田純也委員 年間40台の破損という、今答弁

頂きましたが、この破損の原因というのはどのよ

うなものが多いのでしょうか。 

〇小松広典学校教育部次長 まず破損の状況にな

りますけれども、破損の状況は、液晶パネルの割

れ、それからキーボードのキーが抜けるような症

状、それから、ヒンジの緩みというような順に多

い状況にございます。破損の原因につきましては、 

落下や服の袖がキーに引っかかって外れたりとい 

うことが多い状況でございます。 

〇古田純也委員 わかりました。 

私も一度学校の現場を見させていただいたとこ

ろ、机の天板というのですか、机が狭い、教科書

も大きくなっている、ノートも大きくなっている、

クロームブックも載せるという形で落とすような

状況を見受けましたが、今後その辺現場の対応策

というのは何か取られているのでしょうか。 

〇小松広典学校教育部次長 机の天板といいます

か、机の小ささという部分は、特に机が狭いから

ということで落下する原因というふうには押さえ

ておりませんけれども、やはり小規模の学校では

天板を拡張するパーツを取りつけて、そこに壁が

できて落下しにくいようなものをつけている学校

もございます。また、児童生徒数の多い学校では、

学級では、スペースの関係からそのような天板の

拡張ができない状況があるということもございま

す。 

〇古田純也委員 大変高価な教材だと思いますの

で、十分子供たちにも物を大切にするという部分

をお伝えしていっていただきたいと思います。 

それでは、20ページになります。芸術文化合宿

推進事業についてお尋ねいたします。 

かなり大きな金額が拡充されていますが、新年

度の事業拡充の内訳、内容をお尋ねいたします。 

〇湯浅崇社会教育課長 新年度の事業拡充の内訳

でございますが、芸術文化合宿推進事業としまし

て、総額で204万5,000円の予算を計上させていた

だいており、予算の内訳としましては、芸術文化

合宿実行委員会への補助金170万円と、道外芸術

系団体へのプロモーション及び情報収集のための

旅費としまして34万5,000円を計上させていただ

いております。 

〇古田純也委員 それでは、新年度新たに取り組

む事業の内容についてお尋ねいたします。 

〇湯浅崇社会教育課長 新年度新たに取り組む事

業内容でございますが、芸術文化合宿実行委員会

のこれまでの受入れ活動に加え、新たに宿泊助成

並びにおもてなし助成を創設し、より充実した受

入れ事業となるよう検討をしております。 

また、新たな合宿誘致活動としまして、道外芸

術系大学などへの情報収集やプロモーションを実

施し、合宿受入れ団体の拡大を視野に取組を前進

したいと考えております。 

〇古田純也委員 ありがとうございます。 
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今ありました新たに取り組む宿泊助成、またお

もてなし助成などというものはどのようなお考え

でいるのか、お尋ねいたします。 

〇湯浅崇社会教育課長 宿泊助成、おもてなし助

成の内容についての御質問だと思いますが、実行

委員会で現在検討しております宿泊助成並びにお

もてなし助成の内訳としましては、宿泊助成は、

市内宿泊施設に２泊以上宿泊し、講演や展示会、

ワークショップなどを通じて市民と芸術文化交流

を行ってくれることを条件とし、宿泊費の一部を

助成しようとするもので、おもてなし助成は、網

走の魅力を体感してもらえるような体験や観光施

設の入館料など、合宿団体が網走での合宿を有意

義に感じてもらえるような活動に助成するものと

して検討しております。 

〇古田純也委員 わかりました。 

新年度、受入れを想定している団体、その受入

れ時期などがありましたら、お尋ねいたします。 

〇湯浅崇社会教育課長 新年度の受入れを想定し

ている団体とその受入れ時期についてでございま

すが、現時点におきまして、あくまでも予定では

ございますが、新年度網走で合宿を行いたいとの

相談を受けている団体は、道内の美術系大学及び

高等学校の吹奏楽部のほか、道外より伝統芸能団

体、また音楽の教育団体などであり、７月から２

月にかけて網走市内で合宿を行い、展示会や演奏

会、講演会やワークショップなどを通じて、市民

との文化交流を行いたいと希望している団体を想

定しております。 

〇古田純也委員 わかりました。 

やはり継続して毎年網走に合宿地として選んで

いただいていることが大切だと思いますが、その

取組について、考えがありましたらお尋ねいたし

ます。 

〇湯浅崇社会教育課長 継続して網走を合宿地に

選んでもらえるための取組についてでございます

が、実行委員会を主体に実績のある団体に継続し

たプロモーション活動を行うとともに、新たに創

設する助成制度などを広く周知し、また網走のよ

さや魅力を十分に感じてもらえるよう、信頼関係

の構築に努め、合宿団体と市民双方に価値が見い

だせるような取組としていくことが大切であると

認識しております。 

〇古田純也委員 関係人口創出につながるきっか

けとなる事業だと思いますので、期待したいと思 

います。 

続きまして、同じく21ページ、高校総体ボート

競技大会負担金についてお尋ねいたします。 

代表質問等で進捗状況は確認させていただきま

したが、今後大会開催までに向けてのスケジュー

ルをお聞かせください。 

〇佐藤潤一スポーツ課参事 全国高校総体ボート

競技大会は、７月26日、27日に公式練習、それか

ら７月28日から31日にかけて競技が行われます。 

今後のスケジュールですが、４月以降、本年度

借艇の確約を頂いている神奈川県、茨城県、愛媛

県の各県保有団体との貸借契約を締結することと

なっております。また、陸上、水上の会場の各種

契約業務につきましても、新年度早々に執り進め

ることとして準備を進めており、７月上旬には大

会会場となる呼人浦キャンプ場を閉鎖し、競技設

備及び会場仮設物の設置を開始することとしてお

ります。 

全国から来る代表校につきましては、６月上旬

から中旬にかけて、各都道府県で開催される地区

予選で決定することとなっておりまして、７月１

日には組合せ抽せん会を網走で行い、本大会予選

の組合せが決定されます。 

〇古田純也委員 わかりました。 

昨年私も前年度開催の愛媛国体を視察調査させ

ていただきまして、大変北海道の大会に行きたい、

楽しみにしているという選手また関係者の声をよ

く聞きました。そこで、現場では対応、いろいろ

な全国から集まる方へ向けてのおもてなしのブー

スが非常に取組を見受けられましたが、大会競技

とはちょっと外れるかもしれませんけれども、こ

のおもてなしのブースとかおもてなしについて、

担当課としては何か考えていれば御意見をお聞か

せください。 

〇佐藤潤一スポーツ課参事 網走を訪れた選手、

関係者、観客の心に残る大会となり、網走の魅力

を体感していただくために、多くの市民の皆さん

におもてなしの心でお迎えいただけるよう、各種

周知による機運の醸成にまず努めてまいりたいと

考えています。 

また、競技期間中、大会会場では、出店者を募

集し売店ブースを設置する予定です。販売品目に

よりましては、全国高体連が契約するナショナル

スポンサーによる制限がございますが、この制限

の範囲内で、地元出店者や網走の物産品を紹介で
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きるブースの設置について、観光協会、物産協会

等と出店についての協議を進めてまいりたいと考

えております。 

〇古田純也委員 大変大きな大会だと思います。

やはりマンパワーが必要となると思います。協力

呼びかけの体制について、今どのような状況なの

かお尋ねいたします。 

〇佐藤潤一スポーツ課参事 ボート競技大会の開

催に当たりましては、審判を含めた大会役員が約

150名、高校生補助員が約150名必要と見込んでお

ります。インターハイは高校生がスポーツを支え

る視点で主体性を持って準備運営に携わることと

なっていることから、地元高校の生徒、先生に関

わっていただくとともに、専門的な競技運営にお

いては、全国高体連ボート専門部や日本ローイン

グ協会、各ボート協会の関係団体の協力を頂いて

実施することとしております。 

現在、ボート協会、網走南ヶ丘高校、網走桂陽

高校と具体の役割とその人数の調整を進めている

ところです。また、ボランティアとして協力して

いただける高校生補助員の人数が不足した場合に

備え、市職員をはじめ実行委員会、構成団体への

協力を働きかけてまいります。 

〇古田純也委員 36年ぶりの大きな大会になりま

すので、成功に向けて、今後も努力していただき

たいと思います。ありがとうございます。 

最後の質問になります。 

予算書111ページ、丸万の収蔵施設管理事業に

ついてお尋ねいたします。 

この施設は、まずどのような施設なのかお聞か

せください。 

〇吉村学社会教育部長 丸万民俗収蔵施設の概要

でございますが、網走市の市民の方が使われてい

た暮らしの道具を収蔵する施設となっております。

旧丸万小学校の校舎を利活用しているもので、現

在１万7,000点を超える資料が分類整理され、保

管収蔵されています。資料の収蔵は用途に応じて、

農機具、漁労具、台所用品、居間・茶の間の生活

用品、暖房用品、大型家具などが収蔵展示されて

おります。 

〇古田純也委員 １万7,000点を超えるという答

弁頂きましたけれども、施設での管理体制はどの

ようになっているのでしょうか。 

〇吉村学社会教育部長 本施設は資料の収蔵保存

施設ということでございまして、通常は施錠し閉

鎖をしております。隣接する方に委託をしており

まして、施設の見守り監視や冬期間の除雪などを

お願いしておりまして、異常等があった場合には

連絡を頂ける体制を構築しているところでござい

ます。こちらの見守り監視としまして、年間委託

料として４万円のほうでお願いをしているところ

でございます。 

〇古田純也委員 利用状況ですね、年間どのぐら

いの利用状況があるのかお尋ねいたします。 

〇山田庫司郎委員長 吉村社会教育部長、部長、

すみません。先ほど部長ということで御指名しま

したけれども、博物館の館長も兼ねているという

ことなので、吉村博物館館長。 

〇吉村学社会教育部長 施設の利用状況というこ

とでございますが、先ほども申しましたが、本施

設は通常は施錠して公開していないのですが、毎

年期間を決めて一般開放をしております。その期

間は学芸員が常駐をいたしまして、資料の解説に

当たっております。 

令和４年度には、８月、９月の間に７日間一般

公開をいたしまして、その期間の来場者は166名

ということでございます。その期間中には、施設

の開館期間に合わせて、収蔵している資料を使っ

た体験学習会なども開催をしておりまして、令和

４年度は脱穀機を使いまして、小麦から小麦粘土

をつくって、それをまたストラップ製作をしたと

いうような体験を子供たち中心にしていただいた

ところです。 

また、この開館期間以外でも、見学希望があっ

た場合には随時開館をしているところでございま

す。令和４年度は、小中学生や大学生等、年間計

８回203名の方に来場いただいて、学校教材とし

ても活用されているところでございます。 

〇古田純也委員 わかりました。 

見るだけではなく体験もできるすばらしい施設

というふうに認識させていただきました。今後の

取組はどのような考えをお持ちなのか、お聞かせ

ください。 

〇吉村学社会教育部長 先ほどもお話ししました

が、現在１万7,000点を超える資料がございまし

て、令和４年度も新しい資料として1,131点収蔵

させていただいています。 

今後とも郷土の人々が残した暮らしを語る資料

として大切に収蔵保管をしながら、学習教材とし

ても有効に活用して、後世に伝えていく収蔵館と 
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したいと考えております。 

〇古田純也委員 私からは以上です。 

〇山田庫司郎委員長 次、村椿委員。 

〇村椿敏章委員 日本共産党議員団の村椿です。 

私からは、学校給食事業についてまずお尋ねし

たいと思います。 

代表質問でも伺っていましたが、今まで９か所

あったものが６か所に集約されることになりまし

た。それで、市職員５名、それから会計年度任用

職員34名の合計39名で、適正な人員配置が可能と

なるというふうに答弁を頂いているところです。

この職員の配置の状況がどのように変化していく

のか、もう少しわかりやすく説明していただきた

いと思います。 

〇高橋善彦学校教育部参事 現在の調理場の運営

体制でございますけれども、今年度までは41名の

調理員で９か所の調理場を運営している状況でご

ざいます。今現在やっております今年度の調理場

の一部集約化によりまして、令和５年度からは39

名の調理員で６か所の調理場を運営する体制を考

えてございます。 

〇村椿敏章委員 今まで41名から39名に減ったと

いうところですが、これによって今まで働いてい

た方が来年度から来られなくなる、仕事できなく

なるという方が、ということは２名いらっしゃる

ということですか。 

〇高橋善彦学校教育部参事 現在、給食調理員の

状況でございますけれども、今現行で給食調理員

38名で今運用している状態でございますので、来

年度、令和５年度からの調理員につきましては、

辞める方ということはいらっしゃいません。 

〇村椿敏章委員 わかりました。では、３名少な

い状態でされていたということですね。非常に大

変な状況だったと思います。 

それで、南小学校、それから潮見小学校ですか、

が食数増えたりして人数が変わってくるのかなと

思うのですけれども、その辺についてはどうなの

でしょうか。また、今回集約化と関係ない調理場

については、人数に変更はないのでしょうか。 

〇高橋善彦学校教育部参事 今回の集約化により

まして、南地区共同調理場での調理に関しまして

は、今第三中学校のみでございますけれども、そ

のほかに白鳥台小学校、東小学校、第四中学校と

いうのが加わる形になります。ですので、当然食

数も増える形になりますので、こちらにつきまし

ては調理員の数は増やすという考えでございます。

また、潮見小学校の調理場も呼人小中学校に集約

化されまして潮見地区共同調理場となりますので、

そちらにつきましても増員というような形で考え

てございます。そのほかの調理場につきましては、

現在の状況でやっていきたいというふうに考えて

ございます。 

〇村椿敏章委員 わかりました。 

それで、今１名足りないという状況なのですけ

れども、まだ足りない状況ですから募集もされて

いると思うのですが、今回の改修に当たって、男

性もね、男の人も働けるような、そういう更衣室

をつくろうと考えているという話もあったと思う

のですけれども、その辺についての整備状況とい

うのはどういう状況なのでしょうか。 

〇高橋善彦学校教育部参事 今回の集約化により

まして、南地区共同調理場の増築した部分に男性

用の更衣室を設置いたしました。 

〇村椿敏章委員 わかりました。 

それで、今募集かけている中で男性も、男性、

女性ですということで募集はかけてはいないと思

いますが、男性でも働くことはできますというこ

とも入れたほうがいいのかなと思うのですけれど

もいかがですか。 

〇高橋善彦学校教育部参事 かねてから男性、女

性という区別はございませんので、男性も大丈夫

ですよとか、女性でも大丈夫ですよとかというよ

うな形で募集をするような形では考えてございま

せん。 

〇村椿敏章委員 考えていないということですが、

ぜひそういう、そういうというか今まで女性が多

いというか、ほとんど男性が働いたことは今まで

ないですかね。そこについてはどうですか。 

〇高橋善彦学校教育部参事 男性の調理場での

勤務というのは把握していないところです。ただ、

昨年、実際１名の男性の方が問合せを頂いたとこ

ろでございます。 

〇村椿敏章委員 それで、募集のところに男性と

書く考えはないということですよね。ですけれど

も、整備自体は更衣室をつくって男性でも働ける

ような体制をつくったわけですから、募集の枠を

広げようと思ったら、書くべきなのではないです

か。 

〇高橋善彦学校教育部参事 委員、今御指摘の

あったことですけれども、書き方というところは
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あるとは思うのですけれども、男性でも女性でも

できますよというような形のニュアンスになろう

かとは思うのですけれども、その辺ちょっと工夫

をしながら今後の募集について行っていきたいと

いうふうに考えてございます。 

〇村椿敏章委員 よろしくお願いします。 

また、今までこの体制ですね、今度の39名です

か、その39名の中には最近雇用となった方は含ま

れているのですか。 

〇高橋善彦学校教育部参事 38名の中には、今年

度採用となった方が４名いらっしゃる状態でござ

います。 

〇村椿敏章委員 ４名いらっしゃるということで、

体制としては本当に厳しい状況なのだろうなと思

います。 

それで、その４名も含めて新しくまた１人入っ

てきて５名になった場合、その新人を育てていく

ための研修を、集約化することによって研修もで

きるような体制になるのだということも、答弁の

中で言ってきていただいていると思うのですけれ

ども、その研修の計画というのはどのような計画

を考えていますか。 

〇高橋善彦学校教育部参事 調理員の研修でござ

いますが、研修につきましては採用時と夏季休暇

期間中に実施しているところでございます。採用

時には栄養士よりマニュアル内容の説明ですとか、

調理従事者の衛生管理、調理作業に関わる衛生管

理についても話しております。こういったことを

今後とも継続して実施しながら、ほかの保健所な

どが行っている研修会ですとか、そういったとこ

ろにも積極的に参加をいただきながら、人材育成

と定着を図ってまいりたいというふうに考えてご

ざいます。 

〇村椿敏章委員 ぜひ研修のほうも多くしながら、

長く続けていける調理員を育成していっていただ

きたいと思います。 

ところで、調理員をずっと続けていけるかとい

う部分も含めて、年齢の構成などがわかったら、

そこについてお示しください。 

〇高橋善彦学校教育部参事 現在の調理員の年

齢構成でございますが、全体の平均年齢は51.1歳

でございます。30代が１名、40代が11名、50代が

17名、60代が４名となってございます。 

〇村椿敏章委員 60代の方は今４名いらっしゃる

ということで、長く働いていくというのも厳しい

お仕事のところですから、新しくやっぱり人を育

てていかなければならないなというのがわかった

と思います。ぜひこれからも網走の学校給食、す

ばらしくおいしい学校給食ですから、しっかり直

営で続けていけるよう努力をしていっていただき

たいと思います。 

次の質問に移ります。 

もう一つは、インターハイの開催負担金につい

てです。 

このインターハイの開催負担金の内容、どのよ

うな内容でしょうか。 

〇佐藤潤一スポーツ課参事 インターハイ開催負

担金の本事業の経費につきましては、令和５年度

全国高等学校総合体育大会ボート競技大会の開催

経費及び実行委員会経費の負担金となっておりま

す。 

大会開催経費の負担割合は、北海道が７分の４、

網走市が７分の３負担することとなっており、大

会開催経費として支出する負担金が3,714万5,000

円、これのほかに網走市実行委員会への負担金と

して150万1,000円、合わせて3,864万6,000円を計

上しております。 

〇村椿敏章委員 金額的な部分がわかったのです

けれども、今年このお金を使う、その事業の内容

というのですかね、そちらについてはいかがで

しょうか。 

〇佐藤潤一スポーツ課参事 先ほど御説明しまし

た経費の中身という形になりますが、支出としま

しては、主なものとしてコース、会場などの設営

の委託費、競技艇運搬に係る経費、大会役員、審

判員の旅費等であり、合計額としましては１億

409万円という形になります。 

〇村椿敏章委員 わかりました。 

あと、今古田委員も聞いていたように、ボート

の準備状況は神奈川、茨城、愛媛から進んでいる

と、そして４月になれば契約も結ぶと、文書でつ

くるよということも確認できましたので、あと、

計画どおり進んでいるという答弁もあったのです

けれども、この計画書というのは今現在も当然あ

るとは思うのですけれども、その計画書は今ここ

で示すというものではないかもしれませんが、一

度見させてもらいたいなと思うのですけれども、

いかがでしょうか。 

〇佐藤潤一スポーツ課参事 インターハイボート

競技大会の開催準備に係る事業計画としましては、
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令和４年度は網走市実行委員会設立をしておりま

して、実行委員会の中での事業計画として立てて

いるものがございます。 

〇村椿敏章委員 今じゃなくてもいいので、ぜひ

後日見せていただけたらなと思います。 

私からは以上です。質問を終わります。 

○山田庫司郎委員長 ここで暫時休憩します。 

再開は10分後とします。 

午後３時27分 休憩 

───────────────────────── 

午後３時37分 再開 

○山田庫司郎委員長 休憩前に引き続き、再開し

ます。 

質疑を続行します。 

石垣委員。 

〇石垣直樹委員 私からは２点ほどお伺いいたし

ます。まず、予算資料25ページ、部活動あり方検

討事業についてお伺いいたします。 

先ほども古田議員から質疑がございましたが、

その答弁を聞いていても気になる点がございまし

た。部活動の地域移行に関しては全国的な課題と

なっておりますが、結局は自治体次第的な部分が

強いのかなというふうに感じております。 

先ほどの答弁では、教員の業務負担を軽減する

と、そこが主題となってしまってはいないかと。

学校の働き方改革が先行し、子供たちのためとい

う部分が抜け落ちているのではないかと危惧され

るところでございますが、いかがでしょうか。 

〇小松広典学校教育部次長 目的になるかと思い

ますけれども、先ほど教職員の大きな業務負担と

なっている部活動を働き方改革ということで取り

組むという体制、それからもう一つ重大なものが

ありまして、中学校の生徒数の減少が加速する中

で部活動の持続可能性を担保することというのも

もう一つ大きな目的となっております。 

〇石垣直樹委員 この件に関しては、以前も質疑

させていただきましたが、そのときも言わせてい

ただきました。１年ずれるだけで、この世代の子

供たちというのは大きいのですよね。自分たちの

１年とは違って、１年ずれるだけで物すごく大き

いというのはわかっていただけると思います。令

和５年度は在り方について専任人材を配置して、

課題を抽出して検討していくというふうにお伺い

しましたが、できるだけ早めに結論を見いだして

いただければと思います。 

続きまして、最後の質問になります。 

スポーツ合宿事業補助金についてお伺いいたし

ます。 

令和４年度は950万円の補助金をつけておりま

したが、令和５年度は850万円となっております。

令和５年度の合宿の予定についてお示しください。 

〇大西広幸スポーツ課長 令和５年度のスポーツ

合宿の予定というか、受入れ予約状況でございま

すが、現時点では大学ラグビーチームから予約を

頂いております。また、昨年から来ていただいて

おります、一昨年から来ていただいております女

子プロサッカーリーグ、ＷＥリーグの加盟チーム

３チームからも合宿実施に関するお問合せを頂い

ているところです。このほか、陸上競技につきま

しても、ホクレン・ディスタンスチャレンジ網走

大会に合わせた宿泊の予約を頂いていると、宿泊

施設から聞いております。 

〇石垣直樹委員  女子サッカー、ラグビーが

ちょっと日程が詰まってなかなか来られない状況

になってきてしまっていると認識しておりますが、

インターハイのボート大会もございますので、ぜ

ひこの機会にボート合宿についても取り組んでい

ただければと思います。 

様々なスポーツが全国各地で行われている中で、

網走のこのすばらしい環境を使って合宿をしてい

ただくということは本当にいい取組だと思います

ので、ますます力を入れて地域のためにも、そし

てスポーツのためにも、取り組んでいただければ

と思います。 

私からは以上です。 

〇山田庫司郎委員長 次、永本委員。 

〇永本浩子委員 公明クラブの永本でございます。

早速質問に入らせていただきます。 

予算書の109ページ、学校遊具整備事業につい

てまずお伺いいたします。 

昨年は630万円の予算でしたけれども、今年度

ですね、令和５年度に全ての小学校の遊具を更新

するということで8,600万円の予算がつきました。

具体的にはどういった形でやられるのか、お尋ね

いたします。 

〇小松広典学校教育部次長 令和５年度の学校遊

具の整備の考え方でございますけれども、遊具に

つきましては、最終的な整備の考え方といいます

のは、鉄棒、シーソー、滑り台、雲てい、ジャン

グルジム、ブランコの６種類の遊具を標準としよ
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うとしております。今回、点検により軽度な劣化

で修繕可能なものは修繕し、不可能のものは更新

と考えております。 

６種類の遊具以外の遊具につきましては、今後、

修繕をするか、それとも撤去していくような形で

考えております。 

令和５年度につきましては、昨年撤去しました

６種類の遊具の設置と更新となりまして、新設の

みが17基、それから撤去してからの新設が15基と

なります。 

〇永本浩子委員 ということは、先ほどの鉄棒、

シーソー等の６種類の遊具に関しては、どこの学

校もこの６種類は全てそろえるということを基本

にして、それ以外のものは、昨年総点検をしてい

ただきまして、様々ランクづけがされたところか

と思いますけれども、そのランクづけに従って、

修繕して使えるものは使い、撤去更新すべきもの

は撤去更新するという、そういう捉え方というこ

とでよろしかったでしょうか。 

〇小松広典学校教育部次長 そのとおりでござい

ます。 

〇永本浩子委員 子供たちにとっては、どの学校

に行っても基本的な部分では皆さんが同じく楽し

む、安全に楽しむことができるということで、一

気に１年、この令和５年度でやられるということ

は本当にすばらしい取組だと評価したいと思いま

す。 

また、令和５年度内に全ての小学校の学校遊具

の整備をするとなると、設置作業というのがかな

り混み合ってくるというか、子供たちの授業等に

も影響を与えないということ考えると、夏休みを

中心にやる形になるかと思いますけれども、その

辺の整備のスケジュールというのはどのようにお

考えでしょうか。 

〇小松広典学校教育部次長 遊具の工期について

でございますけれども、工期のほうは年内を予定

しております。資材入手の関係で、夏休みを中心

になるということを見込んでおりますけれども、

子供たちへの影響が少なくなるよう、また日々使

うものですので、可能な限り早く早期の着工を目

指したいというふうに考えております。 

〇永本浩子委員 ぜひ、早期に整えていただけれ

ばと思います。そうなりますと、設置業務に就い

ていただく業者は何社かお願いするような形にな

るのでしょうか。 

〇小松広典学校教育部次長 発注につきましては、

これまでどおり市内業者への発注を考えておりま

す。決まった形で発注するという形になるかと思

います。 

〇永本浩子委員 ぜひ市内業者をお願いしたいと

ころなのですけれども、市内業者の何社かという

ことで、幾つかの市内業者に振り分けながらやっ

ていただくということでよろしかったですか。 

〇小松広典学校教育部次長 基本競争という形で

考えております。 

〇永本浩子委員 指名競争ということで、最終的

に１社に絞るということなのでしょうか。 

〇小松広典学校教育部次長 発注につきましては、

建設関係の担当課のほうで発注されますので、そ

ちらのほうでルールにのっとった形で発注すると

いう形になると思われます。 

〇永本浩子委員 了解いたしました。では、そち

らのほうでまた確認したいと思います。 

8,600万円という予算ですけれども、本当に今

年に入りましてからも物価高騰ということが様々

な場面で見られているわけなのですけれども、こ

の物価高騰の影響というのも懸念されるところで

すけれども、そういったところも見込んでの予算

ということでよろしかったのでしょうか。 

〇小松広典学校教育部次長 予算の見込みですけ

れども、現時点で算出できる金額で算出をしてお

ります。 

〇永本浩子委員 現時点でということは、もしか

したら工期が遅れたりする場合は、物価高騰の影

響もあり、補正をかけてという形になるかもしれ

ないということでよろしかったですか。 

〇小松広典学校教育部次長 物価高騰の影響とい

うのは、今現在では見込みはできませんけれども

しかすると大幅な変動がある場合は変動の影響を

受ける可能性もあるかもしれないというふうには

考えております。 

〇永本浩子委員 了解いたしました。 

子供たちにとっては本当に大事な事業になると

思いますし、親御さんたちにも安心を与えられる

事業ですので、スムーズに無事故で進むことを

祈っております。 

続きまして、105ページのスクールバスの運行

費についてお伺いいたします。 

8,689万2,000円ということですけれども、この

予算の内訳というのはどのようになっているので 
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しょうか。 

〇小松広典学校教育部次長 スクールバス運行費

の予算でございますけれども、運行委託料が主な

ものとなりまして、委託料が8,276万4,000円、そ

の他役務費としまして25万9,000円の内訳となっ

ております。 

〇永本浩子委員 委託料ということで、バス会社

のほうに委託をされている金額がほぼほぼという

ことなのだと思いますけれども、多分その中身は

燃油代とあと人件費ということになろうかと思い

ます。8,000万円というお金をかけてスクールバ

ス運行されておりまして、子供たちのためには大

変よい事業だと思っておりますけれども、昨年12

月の一般質問でも言わせていただきましたけれど

も、本当にスクールバスだけの使い方ではなく、

ぜひこのスクールバスも利活用していただきたい

ということで、全国的にそういった取組も進んで

おりまして、一般の方でも郊外地域にも高齢に

なって運転免許証を返納して足がない方等々たく

さんいらっしゃいまして、スクールバスにも乗れ

るようにしていただきたいという声も頂いており

ます。ぜひこの混乗の検討をお願いしたところ

だったのですけれども、その検討は現在されてい

るのでしょうか。 

〇高橋善彦学校教育部参事 スクールバスの混乗

についてでございますけれども、児童生徒以外と

いうところでございますけれども、座席数に余裕

があれば、通学スクールバスの運行期間、運行経

路の範囲で利用可能というような形で捉えており

ますので、今現在でも利用をするということはで

きる状況でございます。 

〇永本浩子委員 12月のときにも、基本的には生

徒以外でも座席が空いていれば利用ができるとい

うお答えだったのですけれども、現実地元の方か

らは使わせて、乗らせてもらいたい、どうにかで

きないだろうかとお話が来ているということは、

そういったことが皆さんに周知がされていないと

いうことだと思います。そのことを、もしそれが

可能だったら、ぜひ周知もしていただきたいし、

体制的にもきちんともう一度見直していくことが

大事なのではないかなということを言わせていた

だいたのですけれども、その点はどうなのでしょ

うか。 

〇高橋善彦学校教育部参事 このスクールバスに

つきましては、児童生徒の通学を目的としている

ものでございますので、表立ってそういった郊外

地域の方に利用できますよというような御案内は

今現在してはおりませんけれども、利用されてい

る児童生徒の御家庭には、高校生ですとか保育園

児が利用される場合もありますというようなお知

らせはしておりますので、その辺ちょっと今後の

課題として捉えさせていただきたいというふうに

考えております。 

〇永本浩子委員 もちろんスクールバスはそうい

うものなのですけれども、12月も言わせていただ

きましたけれども、全国的にその辺の見直しが入

りまして、一般の方も乗れますということで、そ

れをきちんとお知らせをしながら、その利用の仕

方等も整備をされているところが増えてきており

ます。北見市でもそういったことを取り組んでい

ますので、網走市としても、いま一度そういった

ところをぜひ見直しをしていただいて検討してい

ただきたいと思っているところです。 

また、高校生も中学生以下の兄弟がいなくなる

と乗れなくなるというふうには聞いているのです

けれども、この点も本当は乗れるとかいう話もい

ろいろありますがどうなのでしょうか。 

〇高橋善彦学校教育部参事 今、委員お示しの

あった件でございますけれども、今一般の方が乗

るものと同様で、乗れないというようなことでは

ございません。 

〇永本浩子委員 その辺のところももう一度きち

んと周知をしていただければと思います。 

また、北見市はこのスクールバスが今どこを

走っているのかということがメールで配信されて

いるということで、特に冬期、冬の期間などは停

留所で待っているのが大変な時期等は、こういっ

た情報が配信されると、乗るお子さんたちにも送

り出す保護者の方にも大変安心になるのではない

かと思います。網走もお知らせメール＠あばしり

や公式ＬＩＮＥというものができていますので、

そういったところを通じて発信できないのかと思

いますが、いかがでしょうか。 

〇高橋善彦学校教育部参事 委員お示しの北見市

の取組でございますが、詳細は申し訳ございませ

んが承知しておりません。ただ北見市で、民間の

バス会社のほうでやられている、バスに搭載され

たＧＰＳの位置情報を利用しまして、スマート

フォンやパソコンからバスの運行状況が把握でき

るものがあるというところはちょっと把握したと
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ころでございます。最寄りのバス停への到着時間

が確認できることから、児童生徒の帰宅時間が把

握でき、保護者の安心にもつながるものと考えら

れるところでございますが、導入に当たっては経

費などを含めまして、メリットデメリットなどを

含め研究してまいりたいというふうに考えてござ

います。 

〇永本浩子委員 先ほど除雪のところでもこのＧ

ＰＳを活用して、そういった情報の配信もできる

のではないかという話もありまして、北見市がや

はりそういったところを活用して、除雪に関して

も、こういったスクールバスのバスの位置情報に

関しても、サービスを行っているということで、

ぜひ研究していただきながら、網走でも活用でき

るように検討をお願いしたいと思います。 

続きまして、通級指導教室の開設についてお伺い

いたします。先ほどもほかの委員のほうから質問

があったところでした。 

 このたび、潮見小学校に待望の通級指導教室

が開設されるということで、対象の児童17名とい

うことでお聞きしたところですけれども、まず今

ある中央小学校の通級教室との違いというのはど

ういったところになるのでしょうか。 

〇大垣正紀学校教育部次長 ただいま委員のほう

からお示しいただきました、潮見小学校の通級で

すけれども、これまで設置されてきました中央小

学校は主にことばの教室としまして、言語改善の

指導それから及びコミュニケーションスキル育成

ということで指導がされていました。このたび開

設されます潮見小学校の通級はまなびの教室とし

まして、いわゆる一人一人のニーズに合わせまし

た学習指導を中心に進めていくものでございます。 

〇永本浩子委員 中央小学校、ことばの教室とい

うことで、全市的にいろいろなところからお子さ

んが通っていましたけれども、今回の潮見小学校、

自校通級ということで、潮見小学校の子供のみと

いうことになっているようです。今お伺いしたと

ころではまなびの教室ということで、大変子供た

ちにとっては朗報なのではないかと思っておりま

す。 

潮見小学校ですけれども、通級指導教室の開設

に関しては、かなり前から申請は出していたかと

思いますけれども、なかなかその申請が出しては

いても、実現するのに時間がかかったわけなので

すけれども、そこら辺のところ、開設の条件等が

あったのかと思いますが、その辺はどのように

なっているのでしょうか。 

〇大垣正紀学校教育部次長 通級教室の開設の条

件につきましては、まず一定の定員数が、ニーズ

が確保されているかということでございます。ち

なみに通級開設のための児童の数ですけれども、

13名が開設規定ということでなっております。そ

れにつきまして、各学校さんのほうで要望とか

ニーズに合わせて確認して、今回の通級の開設に

なったということでございます。 

〇永本浩子委員 13名ということで、多分これは

平成29年国のほうで、それまでは16.5人に対して

１人の指導教員ということの加配の率を13人に１

人ということに改正をして、この体制で10年間か

けて、通級指導の体制充実を図ろうということで、

まだ10年以内なので、このままの方針のままに来

ている中で、13人確保ができたということかと思

いますけれども、この中で、10年間で加配定数を

約３割を基礎定数化するとか、このときは602人

の指導体制をプラスしていくということが打ち出

されていたわけなのですけれども、現在、こう

いったところは進んでいるのでしょうか。 

〇大垣正紀学校教育部次長 ただいま委員のお示

しいただきました平成29年度文部科学省の予算に

おきまして、発達障害等の児童生徒への通級によ

る指導の充実としまして、平成29年度から平成38

年度、当時ですね、の10年間で加配定数を段階的

に基礎定数化するという内容が示されていますが、

現状では加配定数での処置となっています。 

〇永本浩子委員 なかなか発達障害の子供さんが

年々増えている状況の中で、そのお子さんたちを

指導する側の教員の確保というところがなかなか

難しいというのが、やはり現状なのだと思います。

こうした中なのですけれども、発達障害のお子さ

んは増えている状況で、多分この潮見小学校以外

にも必要としている学校もたくさんあるのではな

いかと思いますけれども、小規模校など考えると、

この13人というところまではなかなか難しいので

はないかと思いますけれども、その辺のところは

どのようにお考えでしょうか。 

〇大垣正紀学校教育部次長 現在今、少子化等々

関わりまして、市内校においても以前から通級指

導教室の開設ニーズはあったのですが、中央小学

校のことばの教室が他校通級を実施していること

からも指導に当たり専門的な知識を有する教員が
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必要となる等から開設に係るハードルが高く、こ

れまでなかなか開設に至らなかったという現状が

ありました。 

〇永本浩子委員 現実、そういった状況が続いて

きていたのだと思います。例えば中央小学校の場

合は、お子さんたちが中央小学校に集まってこと

ばの教室ということで、いろいろと指導していた

だくという体制が今まで続いていたわけなのです

けれども、例えば、こういった今度潮見小学校で

やるようなまなびの教室とか、一人一人のニーズ

に合わせた指導とかというのを受けたいというお

子さんがいた場合には、網走市全体として13名を

そろえたということで、先生のほうが各学校を

回っていただくような、そういった形というのは

取れないものなのでしょうか。 

〇大垣正紀学校教育部次長 当面は、環境整備、

それから指導体制も含めて、潮見小学校におきま

しては自校の児童に対する指導を行うことを予定

していますが、将来的なところでいきますと、他

校通級への移行、その他についてもほかの学校の

児童を受け入れる等につきまして、実績を勘案し

ながら学校と協議を重ねていきたいと思っており

ます。 

〇永本浩子委員 どこの学校に行っていたとして

も、この発達障害のお子さんたちがこれから一人

一人の人生を力強く歩んでいけるためにも、やは

り発達障害に対する理解も必要ですし、前にも発

言させていただいたことがありますけれども、そ

の子一人一人の特性を理解した上で、接する側が

受け入れる側の接し方によっては本当に発達障害

のお子さんたちの才能も大きく伸ばすことができ

ますし、社会に出ていこうとしたときにもコミュ

ニケーション力もつけながら生きていくことがで

きるということで、こういった体制を少しでも整

えてあげることが、網走のお子さんたちの未来に

も通じると思いますし、またそうしたお子さんを

お持ちの保護者の皆さんの安心にもつながってく

るかと思いますので、ぜひその辺のところ、また

一歩前進ということで潮見小学校に開設できまし

たので、さらにまた前に進めるように取組をお願

いしたいと思います。 

続きまして、105ページの児童生徒カウンセリ

ング事業についてお伺いいたします。 

令和４年が295万8,000円から、今回505万6,000

円ということで、ほぼ倍額ぐらいの増額になりま

したけれども、カウンセラーが１名増えたという

ことでよろしかったのでしょうか。 

〇小松広典学校教育部次長 今回予算の拡充して

いる部分につきましては、理由として二つありま

して、小学校につきましては、令和４年度中は２

月に１回各校を巡回するというような頻度でした

が、令和５年度については、毎月各小学校に巡回

するというような内容となっております。 

それから、カウンセラーの資格の要件で、専門

的な資格を有する方が網走市内巡回するような形

になるかと思いますので、そこに係る単価の改定

の部分ということで増額というふうになっており

ます。 

〇永本浩子委員 ということは、カウンセラーが

増えたわけではないということなのでしょうか。 

〇小松広典学校教育部次長 カウンセリングにつ

きましては、今現在３名のカウンセラーで巡回し

ておりますが、頻度が増えるというところもあり

ますので、もしかすると、ほかの方に依頼すると

いうことも見えてくるところでございます。予定

するところでございます。新たに４人目のカウン

セラーにお願いすることも考えられるというとこ

ろでございます。 

〇永本浩子委員 ということを、この予算の中に

は、４人目の方の人件費等は含まれていなくて、

４人目を令和５年度中に依頼するかもしれず、依

頼したときには、そのときに予算の補正をかけて

増額するということでよろしいのでしょうか。 

〇小松広典学校教育部次長 実際にカウンセリン

グに当たる人数と、各校当たりの１日当たりの時

間と、それから日数というものが決まっているも

のですから、そこに巡回するカウンセラーとして

来ていただける方、日程が合う方が今現状では３

名ということでございますので、頻度が増えます

と、日程等でもしかするとカウンセラーとして網

走市内に当たられるカウンセラーが、もしかする

ともう１人増えるかもしれないというような状況

でございます。 

〇永本浩子委員 では、今回の増額に関しては、

カウンセリングの回数が増えたということで、そ

の時間給がプラスになっている。可能性としては

４人目も増えるかもしれないということで、もし

そうなれば大変うれしいことですので、ぜひそう

なるように努力もしていっていただきたいと思い

ます。 
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そうしまして、ちょっとお聞きしたいのが、こ

れまでのカウンセリングの数と相談内容というこ

となのですけれども、どれぐらいの相談が来てい

るのか。また、主にどんな内容の相談があるのか、

もしわかれば教えていただきたいと思います。 

〇小松広典学校教育部次長 相談件数にまずなり

ますけれども、昨年の内容としましては、中学校

が422件、小学校が96件の518件となっております。

内容につきましては、友人関係に関すること、そ

れから心身の健康・保健に関すること、それから

保護者の相談、教職員との情報共有ですとか、そ

れから不登校、発達障害などに関する相談、この

ほかに学業、進路に関すること、家庭環境などの

相談もございます。 

〇永本浩子委員 かなりの件数の相談があり、

様々な多岐にわたった内容の相談があるのだなと

いうことがわかりました。 

このカウンセリングの効果といってもなかなか

難しいかもしれませんけれども、カウンセリング

を受けることができてよかった等の声がありまし

たら教えていただきたいと思います。 

〇小松広典学校教育部次長 事業に対する効果と

いう部分でございますけれども、対応は継続して

いるケースもございますけれども、保護者や教職

員より状況が好転していることについて、あるい

は児童生徒の心の悩みやいじめ、不登校等の問題

行動の未然防止、それから早期発見、早期対応に

つながっている点や、専門的な助言、情報提供、

教育相談室などとの連携も含めて、重要な役割を

担っていると伺っております。 

〇永本浩子委員 大事な役割を担っていただいて

いるなということを実感させていただきました。 

今後の展望としては、近々的には４人目のカウ

ンセラーを増やすかもしれないということでした

けれども、中長期にわたって今後どのような展望

を持っていらっしゃるのでしょうか。 

〇小松広典学校教育部次長 今後につきましてで

すけれども、児童生徒の相談機会を確保すること

によりまして、心の悩みの深刻化やいじめ、不登

校等の未然防止、早期発見、早期対応を図り、さ

らなる問題行動の未然防止や早期解決、きめ細や

かな指導につなげていきたいというふうに考えて

おります。 

〇永本浩子委員 ぜひそういったところを目指し

ていただいて、カウンセラーの体制もさらにまた 

充実していただければと思っております。 

続きまして、113ページの地域分庫事業につい

てお伺いいたします。 

市内10か所の地域分庫があるということですけ

れども、この10か所とはどういったところになる

のでしょうか。 

〇細川英司図書館長 地域分庫の開設場所につい

てでございますが、市街地地区につきましては、

児童センターに５か所及び住民センターに１か所

の計６か所、郊外地区につきましては、コミュニ

ティセンターに２か所、その他に２か所の計４か

所で、合計10か所の開設となっております。 

〇永本浩子委員 了解いたしました。 

予算ですけれども、147万1,000円から令和５年

度47万1,000円ということで、100万円減額という

ことですけれども、これはどういうことなので

しょうか。 

〇細川英司図書館長 予算減額の理由についてで

ございますが、令和３年度及び令和４年度におき

まして、寄附金を活用いたしまして、各年度100

万円ずつ地域分庫用の図書整備費用を増額して計

上いたしまして、図書購入と更新を進めてきたも

のでございますが、この分が完了したことによる

減額ということになっております。 

〇永本浩子委員 ありがたい寄附ということで、

この寄附というのはこの地域分庫のために使って

いただきたいという、そういう趣旨の寄附という

ことでよろしかったでしょうか。 

〇細川英司図書館長 寄附者の御意向により寄附

金を活用させていただいたという形になっており

ます。 

〇永本浩子委員 ふるさと納税とかそういうこと

ではなくてということですね。 

それで、令和５年度、もしかしたらこれが通常

に戻ったのかもしれませんけれども、47万1,000

円ということで、この運用方法はどのような取組

になっているのでしょうか。 

〇細川英司図書館長 地域分庫の蔵書につきまし

ては、これまでも随時更新を行ってまいりました

が、先ほども答弁いたしましたが、令和３年度、

４年度の２か年につきましては、寄附者の意向に

沿いまして寄附金を活用して、老朽化及び陳腐化

しました図書を集中的に更新したものでございま

す。令和５年度予算におきましても、地域分庫用

図書の整備費用を計上しておりますので、今後も
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定期的に図書の更新を行いまして、地域分庫の充

実に努めてまいるという方向性で取り組んでまい

りたいと考えております。 

〇永本浩子委員 あとちょっともしわかればです

けれども、利用状況等はわかりますでしょうか。 

〇細川英司図書館長 令和４年度、今年度の２月

末時点での実績でございますが、地域分庫10か所

の合計で、利用人数が798人、貸出冊数が1,133冊

となっております。 

〇永本浩子委員 なかなか利用されているのだな

というのを確認させていただきました。 

続きまして、博物館展示物ＰＲ動画作成事業に

ついてお伺いいたします。 

新規事業ということで、事業の内容についてお

聞かせください。 

〇吉村学社会教育部長 博物館展示物ＰＲ動画作

成事業の内容でございますけれども、郷土博物館

及び分館でありますモヨロ貝塚館の広報活動の一

環として、それぞれの施設の特徴ある展示品を解

説しながら、その施設を紹介する映像を作成し、

それをネット環境での公開を図ることで、一層の

周知に努めようとする事業でございます。 

予算としましては、その制作委託料として31万

9,000円、消耗品費として１万5,440円、合計33万

5,000円となっております。 

〇永本浩子委員 郷土博物館とモヨロ貝塚館と両

方２本ということかと思いますけれどもヨロ貝塚

館のほうは改装10周年を迎えるということ、また

郷土博物館は重要文化財指定に向けてという、そ

ういうような狙いがあるのかと思いますけれども、

その辺は動画作成の狙いというのはどういったと

ころになるのでしょうか。 

〇吉村学社会教育部長 今、委員お話のあったと

おり、モヨロ貝塚館がリニューアルしてから10年

を迎えます。また郷土博物館については、令和元

年から継続して、重文指定の取組を行っておりま

すが、ふだんから、博物館、モヨロ貝塚館、双方

広報活動の充実を目指して種々取り組んでおりま

すけれども、アフターコロナということ、それか

らグーグルアート＆カルチャーに網走市が参画し

て、市内の博物館がネット上で広く公開をされた

というような機会もございましたので、今回新た

な取組として、動画の制作を取り組もうというこ

とでございまして、先ほどお話ししたことも相乗

効果として、博物館の建物の魅力の再発信、モヨ

ロ文化への理解といったものが育まれることを期

待をしているところでございます。 

〇永本浩子委員 今、動画がかなりはやってもい

ますので、市としても新しい試みなのかなと思い

ますけれども、ターゲットとしてはどういったと

ころをターゲットとして、動画投稿はどういった

ところに投稿するようになるのでしょうか。 

〇吉村学社会教育部長 動画をネットで配信する

というようなことがございますので、ターゲット

といたしましては、若者も含めて、さらに幅広い

年齢層に郷土博物館やモヨロ貝塚館の魅力を発信

をすることで一層の誘客に努めてまいりたいとい

うふうに思っています。 

また、制作する映像資料についてですが、５分

ほどのムービーを予定をしておりまして、博物館

とモヨロ、それぞれ１本ずつ作成する計画でござ

います。博物館のものでは、郷土である網走の自

然と歴史を伝える代表的な展示資料を紹介すると

ともに、文化財的価値が高い建物であるというこ

とも案内しようと考えております。また、モヨロ

貝塚館のものは、モヨロ人の最も特徴的な活動で

ある狩猟と祈りに関する展示資料の紹介を通じ、

モヨロ貝塚館の特徴を伝えようと考えております。

今お話ししたように、５分の映像の中にストー

リー性を持たせて、それをわかりやすい映像にす

ることで、先ほどお話しした若い世代のほかにも

学校教育などの郷土学習の教材としても活用して

いただきたいというような思いもございまして、

市のモヨロ貝塚等のホームページと先ほどお話し

しましたグーグル社が運営しております、グーグ

ルアート＆カルチャー、ユーチューブ動画などで

発信をしていきたいというふうに考えております。 

〇永本浩子委員 出来上がったら、私もぜひ見て

みたいと思っておりますけれども、多くの方に見

ていただいて、１人でも多くの方が実物を見てみ

たいという思いになって、網走に来ていただける

こと、そしてまた郷土博物館が重要文化財指定に

一歩でも近づけるようになれば、すばらしい事業

かと思いますので、頑張っていただきたいと思い

ます。 

私の質問は、以上で終わらせていただきます。 

〇山田庫司郎委員長 次、松浦委員。 

〇松浦敏司委員 私のほうから１項目です。しか

し、既に澤谷委員が質問しております。 

南ヶ丘高校定時制生徒通学手段確保事業という 
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ことであります。 

私の若い頃は、定時制に行ける子供たちという

のはほとんどが昼間働いて夜学校に行くと、夕方

４時か４時半頃、仕事を切り上げてというふうに

行っておりました。あとは、農家の後継ぎの人だ

とかという人たちが大半だったかなというふうに

思うのですが、今は相当違っていて、先ほどのお

話ですと、アルバイトをしながら夜は定時制とい

うようなことが大半のようです。 

そこで伺いますが、この250万円というのは下

校時に交通費として使うわけですけれども、およ

そ何名分ぐらいを想像してこの金額になったので

しょうか。 

〇高橋善彦学校教育部参事 令和５年度の予算の

概要ですけれども、今現時点で、１年生、現在の

１年生が郊外地域に住んでいる生徒が多いという

こともありまして、卒業生がいなくなったとして

も、ある程度一定数同数程度の利用見込みがある

というふうに判断をしまして、昨年補正予算を組

んだわけでございますけれども、それと同程度の

予算というような形で、今回積算をしております。 

〇松浦敏司委員 わかりました。 

郊外といってもいろいろあるのでしょうけれど

も、農村地域というふうに考えていいのでしょう

か。それとも近隣の藻琴だったりとか卯原内だっ

たりとかというふうにあるのだろうと思うのです

が、そういう意味での郊外ということなのでしょ

うか。 

〇高橋善彦学校教育部参事 失礼いたしました。

地域につきましては、呼人と藻琴と卯原内という

ような形でございます。 

〇松浦敏司委員 わかりました。それであれば結

構距離もありますからね。わかりました。 

それで、男女それぞれ生徒さんいらっしゃると

思うのですけれども、これを利用しているのは男

女別でいうとどうなるのでしょう。 

〇高橋善彦学校教育部参事 令和４年度の状況で

ございますが、この事業の男子生徒ですが２名、

女子生徒が11名の合計13名でございます。 

〇松浦敏司委員 多くの人が利用しているという

ことで、わかりました。 

それで、あと先ほどの質疑の中で、１年生が18

歳ということで３名と、18歳が３名でそのうち…

…、以上が３名でそのうち１名が年配の方という

ことですけれども、年配とはどのくらいの方を言 

うでしょう。 

〇高橋善彦学校教育部参事 この年配者の年齢と

いいますか、年代でございますが、こちら学校の

ほうに問い合わせたところ、ちょっと個人情報に

当たるということで、正確な年齢というのはお聞

きすることができませんでした。 

〇松浦敏司委員 わかりました。確かに１名で言

えば大体わかってしまいますものね。それはわか

りました。 

いずれにしても、いろいろな年代層の人が行け

る学校という点では非常に私は興味深く思ってい

るし、できれば４年後には私も行きたいと思って

います。よくお話の中で……、いや、わかりませ

んけれども、よくお話の中で出てくるのは、高校

ぐらい出ておきなさいという言葉があります。こ

れ私にとって物すごいどきっというか、ずきんと

来る厳しい言葉です。私はあえて行かなかった人

間ですから。でもやっぱり年を取るごとに、これ

は行きたくなるのですよ。みんな行っていない、

いや、私自身、みんなが行っているのに私は行っ

ていないという点で、もうこの年になったから行

かなくてもいいだろうというお話も伺うことあり

ますが、でもやっぱりそれはね、違いまして、

やっぱりみんな行ったところには行ってみたいな

というのは私の夢なので、多分来年、いや、４年

後74歳になったときには行けるように努力したい

と思うし、それまでしっかり南校の定時制も残っ

ていてほしい。ぜひ応援していただきたいと思う

し、そういう意味では、以前70代の人も何人か

行ったということで、新聞報道もされましたけれ

ども、やっぱりそういう意味で、定時制高校とい

うのは非常に重要だと私は思います。働くことに

よって、そして大変な状況の中だけれどもやっぱ

り学ぶという、そういう思いというのが非常に大

事だし、そういう意味では学ぶ意義というのが、

働いていることによってより強まるわけですから、

そういう点でも非常に重要だというふうに思って

います。ぜひそういう意味では、生徒確保にも努

力してほしいと、これは道立ですから、市がどう

のこうのというふうになりませんけれども、ただ、

生徒を紹介するということはできますから、その

辺要望して質問を終わります。 

〇山田庫司郎委員長 ここで暫時休憩します。 

再開は10分後とします。 

午後４時31分 休憩 
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───────────────────────── 

午後４時40分 再開 

○山田庫司郎委員長 休憩前に引き続き、再開し

ます。 

質疑を続行します。 

小田部委員。 

〇小田部照委員 私のほうからも何点か質問させ

ていただきます。 

まず、先ほどもありましたが、スクールバス運

行事業、こちら1,200万円スクールバスの更新と

ありますが、こちらどこの地域のスクールバスの

更新になるのでしょうか。 

￥〇小松広典学校教育部次長 今回、予算を上

げておりますスクールバスにつきましては、稲富

線の更新となります。 

〇小田部照委員 この更新されるバスは何人乗り

のどのようなバスなのか。また、もともと使って

いた車両はどういった処分の仕方になるのでしょ

うか。 

〇小松広典学校教育部次長 今回更新予定のバス

につきましては、31人乗りのバスに更新する予定

でございます。この更新したバスにつきましては、

抹消、廃車する予定でございます。 

〇小田部照委員 もう民間にも払い下げるほどの

程度でもないということで理解してよろしいで

しょうか。 

〇小松広典学校教育部次長 年数にしまして、20

年近く利用しているバスでございますし、距離に

つきましても20万キロ弱走行しているというふう

に確認しております。 

〇小田部照委員 距離でいえばまだまだ走るのか

なとも思いますけれども、廃車処分ということで

理解いたしますが、この新しい稲富地区の31人乗

りのバスを更新したわけですが、この稲富地区に

対しては、児童生徒、みんな乗れるのでしょうか、

そういう更新なのでしょうか。そして、全体のス

クールバス運行事業、各地域あふれる子供たちは

どの地域でどの程度いるのでしょうか。 

以前から私質問させていただいています。今年

もまた農村地域の子育て世代の方から、このス

クールバス運行事業、何とかしていただきたいと。

毎回何か納得のできていない方々が各地域で、地

域は毎年子育ての出生率が変わりますので、子供

の乗る人数も地域によって毎年変わるわけですが、

毎年やっぱり各地域でそういう問題が起きている

のだなと、改めてこの問題の解決に至っていない

のだなと。乗れないのです。その辺ちょっと詳細

にわたって説明していただきたいと思います。 

〇小松広典学校教育部次長 スクールバスにつき

ましては、現在８路線ございます。その中で、児

童生徒、小学校中学校の児童生徒につきましては、

各路線とも全員乗れている状況でございますけれ

ども、お話のありました園児となりますと、乗れ

ないところにつきましては……、稲富線のバスが

現行28人乗りに対しまして児童生徒が28人となっ

ているものですから、稲富線につきましては、こ

れ以上園児についても乗れないという状況でござ

います。 

〔「稲富線更新する、ほかの地区」と呼ぶ者あ

り〕 

それで、路線によっては、バスの定員を超えま

して、希望しても乗れない園児がいることから、

乗車の希望がありまして、バスの定員の関係でス

クールバスに乗車できない園児には、子育て支援

課で交通費の助成を行っている状況でございます。 

〇小田部照委員 その実態はこちらでも把握して

います。だから、どこの路線でどの程度の子供た

ちが乗れないでいるのか。今稲富線のお話があり

ました。28人の小中学生がいると。そこで更新し

て、令和５年度は31人乗りを購入したということ

ですが、正座席が31席あるのか、補助席も合わせ

て31席なのか。補助席は何席あるのですか。 

そして、各路線一体どこの路線で園児が乗れな

い地域が発生してしまっているのか。どの地域の

路線なのでしょう、８路線あって。全部ではない

ですよね。 

〇小松広典学校教育部次長 稲富線の現行の現在

のバスにつきましては、正座席が23席、それから

補助席につきましては５席の合わせて28席となっ

ております。こちらのほう、乗っている園児の実

績はないのですが、稲富線の沿線では８名程度の

園児から希望が頂いているということでお話をお

伺いしております。 

それから、音根内丸万線ですけれども、こちら

につきましては、33席の座席に対しまして33席の

今年度１年度を予定しておりまして、こちらにつ

いても、これ以上の座席がございませんので、希

望があっても乗れないというような状況で押さえ

ております。 

〇小田部照委員 今のお話ですと、稲富線、音根 
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内線、２路線だけが乗れないのですか。ほかの路

線でも園児は余っているところありませんか。園

児が乗りたくても乗れないところ。令和５年度の

これからのこととか把握していますか。 

〇山田庫司郎委員長 暫時休憩します。 

午後４時48分 休憩 

───────────────────────── 

午後４時55分 再開 

○山田庫司郎委員長 再開します。 

質疑を続行します。 

小田部委員の質疑に対する答弁から。 

小松次長。 

〇小松広典学校教育部次長 スクールバスに児童

生徒、それから園児が今同乗しているような状況

ですけれども、混雑の状況を勘案するために、担

当課と協議しながら、利用者と意見の集約、説明

の方法をしっかりできるような形を考えてまいり

たいというふうに思います。 

〇小田部照委員 詳細についてはあれですけれど

も、小中学校メインで乗るスクールバスに園児も

空いていればみたいな形で送迎しているような状

態です。農村地域ですから、その御兄弟とかが多

数いるみたいですけれども、やはり補助椅子あり

きでカウントしてしまうから、奥のほうから先に

小さな園児を乗せ、後に小中学生が乗ると。最後

のほうに中学生の子供たちが乗ると、先に降りる

のは園児だとしたら、学校手ぶらで行きませんの

で、学校の勉強道具、そしてまた野球の道具、

バッドやすごい道具を持ったまま補助席を畳んで

一旦下車して、そのやり方なのですよね。その次

には小学校なのか、中学校なのか、順番にもあり

ますけれども、乗る順番にもやっぱりルートで要

領よく決めているのでしょうから、なかなかそう

いうところに乗れる人、乗れない人も合わせて、

やはり不満が出てきているのだなということで、

しっかりと区長とは調整会議も行っているようで

すが、実際に乗られる方の保護者の皆さんにしっ

かりと状況を説明して、理解してもらって、円滑

なスクールバス運行事業に努めていっていただき

たいと思います。必要であればまた質疑させてい

ただきます。 

次に移ります。 

中学校体育文化褒奨金事業補助金、こちらも毎

年質問させていただいているので、詳細について

は結構です。この1,100万円、令和４年度は全部

使い切ったのか、十分余っているのか、確認した

いと思います。 

〇小松広典学校教育部次長 令和４年度の中学校

体育文化振興事業補助金でございますけれども、

金額につきましては、今年度の支出見込みにつき

ましては、791万2,000円の見込みとなっておりま

す。 

〇小田部照委員 300万円程度余っているという

ことで認識いたしました。 

実は先日、中学校のバレーボールの女子ですね、

網走には残念ながら男子バレー部は中学に存在し

ませんので、廃部になってしまいましたので、女

子の大会があるということで、これはたしか音更

かどこかの大会に遠征に行くのだというようなお

話で、網走の一中の子が４名、二中の子が１名、

五中の子が２名だったかな、選ばれて遠征に行く

と、大会に行くというようなお話を頂きました。

これはもちろん体育文化褒奨金制度を活用し、遠

征費の助成、宿泊費の助成が出るものだと。実は

私直接保護者の方から相談を受け、担当課のほう

にも相談いたしました。もちろん出るはずだとい

うようなお話頂きましたので、その旨伝えたので

すが、昨日ですね、昨日急遽、実は何だか出ない

というようなお話あったけれども、これは一体何

でこんなことになるのでしょうか。ただでさえ少

ない子供たちを応援するための事業、そして300

万円も余っているのですよ。これしっかり応援し

てあげてくださいよ。しかもバレーボール、２年

前ですか、三中の女子バレー部が廃部となって、

この保護者、三中区域に住んでいますが、どうし

てもバレーがしたいということで、お兄ちゃんは

三中に通わせ、その妹さんは一中に通わせてバ

レーを続けて頑張っているそうです。出ないこと

はまだ僕伝えられていないのですけれども、一体

何でこういう一生懸命頑張っている保護者に対し

て、子供さんたちに対して、応援できないのです

か。スポーツ課で持っているスポーツ褒奨金制度

だと、全道大会や全国大会に出場するというよう

な規定があります。それだと多分出ないのでしょ

う。でもこの体文振に関しては、体育、中学校の

体育文化活動として大会、コンクール等に参加す

る経費の一部を助成すると。これ十分出せる範囲

だと思います。何で応援してあげないのでしょう

か、伺います。 

〇高橋善彦学校教育部参事 今、委員御指摘のあ 
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った件でございますけれども、私どもも当然頑張

る子供たちを応援したいという気持ちは、委員と

当然一緒でございます。 

その取扱いでございますけれども、通常学校の

ほうにある程度の1,100万円の分配といいますか、

そういったような形で運用しているところでござ

いますけれども、今回のケースにつきましては、

網走地区を代表するチームということで、網走市

外からも選抜された選手が参加する大会と伺って

おります。そういった面からも、こちらとしても

出してあげたいという面もあるのです。学校とそ

の辺を協議をいたしました。ただ、今までにもこ

の選抜のバレーに限らず、ほかの競技でも全国レ

ベルの大会に行っている、全道大会のレベルの大

会に行っているだとか、そういったものが多々あ

るということで、今回このバレーボールの件を認

めて出すというようなことになれば、今まで今年

度に行ったほかの子供たちの分に関しても、遡っ

て出すべきではないかというような判断もあった

ものですから、今回の件につきましてはちょっと

見送って、スポーツ課が所管するスポーツ褒奨金

の制度を使っていただくというような形でちょっ

と整理をさせていただいたところでございます。 

〇小田部照委員 ほかの団体の競技もそうだった

という話、僕ちょっとほかの団体どんなものが

あったのかわからないのですけれども、今の網走

の女子バレーの状況は二中に１人いるといっても

二中には部活ないのですよ。五中も単独でできな

い。だから、もう連合でないとできない状況なの

ですね、この団体スポーツは今網走。それで何と

か残っているのがこの女子バレーですよ、男子バ

レーは既にないですから。それで、その地区の選

抜って、網走だけでは選ばれないからですよ。だ

から数が足りないからです。東藻琴やほかのどこ

でしたか、隣町の子も何か３地区ぐらい交ざって

いたのですね。でもこれってサッカー少年団にも

女満別の子が入っていますけれども、女満別の子

には女満別の助成があるので、各市町村の助成が

あるので、それぞれ。だからほかの地区の子に出

すものではないですよ、もちろん。網走市民の子

供にだけ出すものです。これ出すべきですよ。市

長の公約にも、子供たちの未来のために、子育て

世代に手厚くと言っているじゃないですか。これ

だけ子供少なくなっているのですよ。本当小中学

生のこのスポーツ活動を応援してくださいよ、

しっかり。何でそんな柔軟な対応ができないので

すか。不思議でしようがない。何でもありますよ、

市長が特別に認めるものでも何でも、制約の中に

は。一応出すと言ったじゃないですか。僕も保護

者に説明しましたよ。これもいかがなものかと思

いますよ。だって出すと確認して、出すといって

僕説明していますからね。そうですよ、僕の信頼

も失いますよ、これ。でも本当にもうちょっと柔

軟な対応をしてくださいよ。ましてや1,100万円

超えているならわかりますよ。300万円も余って

いるじゃないですか。要らないじゃないですか、

じゃ1,100万円。予算下げますか、これ。使うお

金あるじゃないですか。ほかの地区のあれも、そ

うしたら出せる範囲で出してあげればいいじゃな

いですか。それが子育て世代の負担軽減じゃない

ですか。出せばいいじゃないですか、ほか、平等

性がないというなら、不公平だというなら。どう

ですか。 

〇高橋善彦学校教育部参事 今、委員おっしゃる

とおりといいますか、当然その頑張る子供たちを

応援する、先ほども言いましたけれども、そう

いった考え方は同じものだと思っております。 

しかしながら、先ほども申し上げましたとおり、

過去の部分を遡って覆っていくというところが、

個人競技として、学校には当然在籍しております

けれども、個人競技として参加していて、例えば

全道大会に行っているだとか、そういったところ

まで学校が把握し切れていないという部分もある

ようです。そういった中のを全て拾い上げて、こ

れから手続をするというのがかなり学校の事務も

煩雑になるということで、今回に限ってはそう

いったような取扱いをさせていただいて、次年度

以降、この体文振とあとスポーツ課のスポーツ褒

奨金も含めて、取扱いについていろいろと研究を

していきたいというふうに考えているところでご

ざいます。 

〇小田部照委員 全然納得できません。納得全然

できないですけれども、時間も限られますので、

ちょっと別の、後でお話ししましょう。 

次に移ります。 

部活動指導員配置事業、併せて関連しますので

部活動あり方検討事業、これも他の委員からあり

ましたけれども、令和４年度、そして令和５年度、

部活動指導員の配置はどのようになっているので

すか。 
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〇小松広典学校教育部次長 部活指導員の配置事

業でございますけれども、令和４年の時点で、第

一中学校のバレーボール部、それから第四中学校

の卓球部にそれぞれ１名ずつ、計２名配置してい

る状況でございます。 

〇小田部照委員 令和４年度の状況はわかりまし

た。令和５年度も同様の２名、ほかの中学からの

要望はないということですか。要望をしても集ま

らないということですか。 

〇小松広典学校教育部次長 ほかの学校からも卓

球で１名の配置希望がございましたけれども、競

技団体への指導者の推薦依頼ですとか、それぞれ

の競技団体において、次代を担う現役世代の方に

ついて、学校の希望する条件への対応することが

厳しい状況にあったということで、指導者がそろ

わないというような状況でございます。 

〇小田部照委員 何か昨年も同じお話でしたね。

昨年も多分希望していても希望どおりの方が来て

くれないと。同じ卓球だったと思います。 

そういう状況の中で、今回新たな新規事業とし

て部活動指導員配置事業355万円、ごめんなさい、

あり方検討事業ですね、355万円。この内訳はど

ういうふうになっていますか。 

〇小松広典学校教育部次長 今年度、令和５年度

の予算につきましては、専任職員の配置とそれか

ら事務費の予算の積立てでございます。 

〇小田部照委員 専任職員の配置、一体どういう

方が配置されるのでしょうか。スポーツに、部活

動に明るい方なのでしょうか。まさか市役所ＯＢ

の天下り先ではないですよね。 

〇小松広典学校教育部次長 配置する職員につき

ましては、人事の関係もございますので、この場

ではお話はできない内容だというふうに考えてお

ります。 

〇小田部照委員 すみません、人事の関係。これ

外部から来るのではないのですか。これ違うので

すか。人事で、内部から、市の職員がここに充て

られるという、今のお話なのですか。 

〇山田庫司郎委員長 休憩します。 

午後５時11分 休憩 

───────────────────────── 

午後５時16分 再開 

○山田庫司郎委員長 再開します。 

質疑を続行します。 

小田部委員の質疑に対する答弁から。 

田口学校教育部長。 

〇田口徹学校教育部長 この職員につきましては、

会計年度任用職員を予定しておりまして、その人

をこれから採用するということで、現在の段階で

まだ決まっていないという状況となっております。 

〇小田部照委員 とにかくこの部署にはスポーツ

に明るい方ではないと対応できない、文化に部活

動ですので。網走の子供たちにとって、真剣に考

えてくれる人じゃないと困ります。また改めて、

この新年度ですので、その方ともよく協議させて

いただいて、部活動の在り方について検討する必

要があるのですが、先ほど石垣議員のほうからも

ありましたが、とにかく遅いです。もう既に、子

供たちが小学校から中学校に上がる時点で、やり

たいスポーツや文化が続けていかれない状況がも

う２年前、ずっと生まれているのですよ、いろい

ろな分野で。真剣にもっと取り組んでくださいよ。

ずっと言っているじゃないですか。これは新しい

事業で、令和５年度どのようになるのか。部活動

の在り方検討、学校から民間へと移行ということ

で、全国の動向をとか北海道の動向をとか、教育

長もよく答弁しますけれども、全国市町村各情勢

が違いますので、それぞれ。全部が金太郎あめみ

たいに同じではないのですよ。網走の実情は、網

走の子供たちは網走で育てるのですよ。状況が全

部網走の我々が一番知っているのですよ。これに

網走市がしっかり支援し補助し、必要な事業をつ

くっていくのです。それに、民間だったり市民の

皆さんに協力してもらうと。真剣に取り組んでく

ださい。 

次に移ります。 

時間もないので、小学校特別支援教育支援員配

置事業、併せて中学校、これも同様、どのような

配置になっているのか、支援が必要な子供たちが

小中学校それぞれ増えていると思います。簡単で

結構ですので、説明いただきたいと思います。 

〇小松広典学校教育部次長 特別支援学級に在籍

している児童生徒数につきましては、令和４年５

月１日時点の人数となりますけれども、小学校

125名、中学校51名となっておりまして、児童生

徒数全体が減少する傾向である中、増加傾向と

なっております。 

〇小田部照委員 小学校に通級指導教室が開設さ

れまして、中学校にはそれが網走にはないという

ことで、この方々が支援の必要な子供たちを見て
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いただけるのだと思いますが、今御答弁あったと

おり、子供が減っている中、支援の必要な子供た

ちが逆に増えていると、そういう御時世なので、

この事業、本当に大切な事業だと思いますので、

しっかりとした、より一層の充実に、事業の推進

に努めていっていただきたいと思います。 

次に移ります。 

日体大屋内直線走路利用促進事業、こちらも以

前から質問させていただいていますので、端的に、

一般開放のお話です。ＮＡＲＳに限らず日体大の

柔道場、体育館、トレーニングルーム、一般開放

に向けて取り組んでいただきたいとお話のところ、

協議すると、しっかり協議していきますというよ

うな御答弁いただいています。どのような協議状

況なのか伺います。 

〇大西広幸スポーツ課長 日体大の施設の一般利

用につきまして、小田部委員のほうから12月の一

般質問の中でも御質問ありまして、その後日体大

高等附属支援学校担当の先生と協議してまいりま

したが、御提案のありました改修工事を行って動

線の確保というやり方につきましては、ちょっと

現実的ではないという御意見を先生から頂いてお

ります。今後、一般利用の仕方、利用の方法をま

た日体大のほうと、動線の問題なのか、人の配置

の問題なのかも含めて、その辺何とか解決できる

ように、特に柔道場など網走に使えるところは日

体大しかございませんので、その辺ちょっと継続

して協議してまいりたいというふうに考えており

ます。 

〇小田部照委員 昨年12月も話しさせていただき

ましたが、私はこの日体大開校当時から一般開放

の話は質問をさせていただいております。なかな

か進まないから何度も質問しているところであり

ます。 

状況はわかりました。セキュリティーの問題、

トイレの問題、教員の負担、様々ありますが、

しっかり協議して、地元に根づいた学校にしてい

くためにも、ぜひ一般開放に向けた取組に、より

一層協議を進めていっていただきたいと思います。 

次に移ります。 

市営スケートリンク運営事業、こちらも昨年詳

細にわたり後藤副市長と、ホッケー連盟の副会長

として、お話、質疑させていただきました。その

答弁で、まずアイスホッケーリンクの関係ですが、

連盟の委託を今後はしないというような御答弁い

ただきました。その中で、令和５年度、どのよう

な予算が組まれているのかなと気にして見ていた

ところ、何ら変わりありません。一体これマンパ

ワーなのか、それに代わるザンボニーのような製

氷機なのか。何かやり方は考えているのですか。 

〇大西広幸スポーツ課長 令和５年度当初予算の

市営スケートリンクの管理運営事業につきまして

は、予算計上しておりませんが、今シーズン、１

月オープンして、その期間どのような人員体制が

必要なのかという検証が必要でしたので、その期

間、予算編成時期後ということもありましたので、

令和５年度につきましては、当初は従来どおりの

予算を計上させていただきまして、もし人員体制

等、これからどれぐらいの労力が必要なのか検証

した後に、追加で補正等で人件費必要な分につい

ては計上していきたいというふうに考えておりま

す。 

〇小田部照委員 検証しなくても、よく詳しい方

いっぱいいますので、ちゃんとお話を聞いて適正

な対応をしてください。公共施設としてどういう

運営、管理運営がいいのか、みんなで話し合って、

詳しい人いますから、どれだけのマンパワーが必

要なのか。 

時間がないので、次行きます。 

スキー場運営について伺います。スキー場、令

和４年度どのような営業体系だったのか伺います。 

〇大西広幸スポーツ課長 レークビュースキー場

につきましては、今年度降雪が少なかったことも

ありまして、１月26日のオープンということで、

平年より10日から２週間程度遅いオープンとなり

ました。その後、３月に入りまして暖気ですとか

雨などによりまして、コース状況が悪くなりまし

て、最終的には３月14日からは利用できない状況

となっております。 

利用者数につきましては、２月末までの数字と

なりますが、今年度につきまして９万947人、昨

年が11万8,036人ですのでマイナス２万7,089人、

前年比22％減というふうになっております。 

〇小田部照委員 とにかく自然任せなスキー場

ですので、子供たち本当冬休みに入ってもオープ

ンしなかったり、学校始まって学校の授業でス

キー授業入っていてもやってなかったり、例年毎

年続いていますよ。隣町美幌、北見に行けば、降

雪機を備え、何年も前から備え、12月20日ぐらい

をめどに子供たちが冬休みに入るころをめどに
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しっかりオープンしてやっています。だから、網

走の子供たちは冬休み入るとスキー少年団も含め、

北見まで送迎してスキーをやらせています、少年

団も。我々もボードでもスキーでも、やらせた

かったら北見に行って、スキー場行って、北見で

お金を落として食事して帰ってきますよ。同じこ

とですよ。隣町行ってお金を落としてきますよ。

スキー場一つにしても。 

もうこれだけ温暖化が進んで、始まり遅い、終

わりもこの調子。市民サービス、公共施設として

きちんとした形で運営されていませんよ。あわせ

て、２時までの食事、何度か質問させていただき

まして、簡易的なセルフ自販機というのですか、

ボスマートというものが設置され、２時以降は子

供たちもお湯がなくなるほどカップラーメンとか

殺到しています。やっぱり必要なのですよ、食事

も。でも、まだまだこれ満足いく公共施設として、

市民サービスの在り方として、利用者のこと考え

た施設とは僕は思っていません。冷凍食品なりを

置くぐらいのことは、食堂が２時に閉まっても、

それ以降のこと、それぐらいのことはできますよ、

チン置いて。いろいろな工夫して利用者のこと考

えてくださいよ。 

ずっと言っていることですけれどもういいかげ

ん、現場も行って、圧雪車、今シーズンもまた壊

れましたよ。何とか北見に部品があったそうで、

昨年キャタが外れるといってキャタ何百万円もか

けて取り替えて、でももう老朽化なのだから、耐

用年数とうに過ぎている車両だから入れ替えてく

ださいと、現場の人も私もこの議会で何回も言っ

ていました、何年も前から。そしてまた今年度も

壊れましたよ。これ次年度にもまた予算ないです

よ。 

私ちょうど子供のスキーボランティアでＰＴＡ

としてスキー場にいるときに、ちょうど圧雪車が

壊れていました。そして、放送かかりましたよ。

「整備されていないので気をつけてください」と。

それは気をつけますよ。だけれども、僕らだけで

はなく、小さな初めて今シーズンスキーに行くよ

うな小学校３年生のお子さんたち連れて行ってい

るのだから、きちんと整備されないと、安心・安

全なスキー場運営できませんよ。だから整備車両、

圧雪車ぐらい、ちゃんと入れ替えてくださいと何

回も言っている。また予算ついていないじゃない

ですか。この辺どう思っているのですか。 

〇大西広幸スポーツ課長 圧雪車両につきまして

は、取得して20年以上、製造から20年以上経過し

ている車両ですので、委員言われるように毎年故

障が何かしら発生している状況にありますので、

更新が必要な状況だというふうには認識しており

ます。ただ、言い訳かもしれないのですけれども、

今年度につきましては、令和４年度で履帯、キャ

タピラーのゴムの部分を交換しておりますので、

そこで延命化が図れないかというところでやって

おりましたが、それ以外のそういう走行モーター

等につきましても、故障が発生してきている状況

なので、その辺、更新について検討しなければな

らないというふうに考えております。 

ただ、中古車両につきましても、これまで数年

間、製造メーカーのほうに確認しまして、中古車

両は出ないかという確認を取っておりますが、な

かなかどこのスキー場からも出てきていない状況

にございます。中古車両ですと1,000万円程度で

買えるかなという状況ですが、新車だと5,000万

円を超えるような額となりますので、今後そうい

う新車、中古含めて検討してまいりたいというふ

うに考えております。 

〇小田部照委員 時間になってしまいましたので

はしょるしかないですが、本当に考えてください。

公共施設としてスケートリンク、スキー場も全然

市民の満足度が非常に低い施設ですよ。ずっと何

のてこ入れもしていない冬のスポーツですよ。そ

のうちなくなってしまいますよ。先日12月に室蘭

市のスキー場が今後５年後に廃止するというよう

な行政の説明があったと、議会の答弁でありまし

た、報道でありました。同様に、この斜網地域を

代表するこの網走、市のスキー場も何のてこ入れ

もしないままなら、年々満足度も下がり、またリ

フトの更新も控え、いろいろな設備投資をしなく

てはいけないという状況の中で、どうしますか。 

すみません、時間ないので、ちょっとまたの機

会にしますけれども、とにかく今回令和５年、ス

ポーツ課の……、そうですか。 

どうですか。降雪機も含めて、そろそろてこ入

れしていかないと、このままではスケートの文化

もスキーの文化もなくなってしまいますよ。 

教育長、子供たちの未来のこと考えてください。

年々、本当に満足度の低いスキー場どうしますか。

降雪機なかったら、温暖化で年々こんな状況じゃ

ないですか、子供たち、冬休みも学校始まっても
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授業も受けられないような状況ですよ。何とかし

てあげてくださいよ。何で降雪機一つ入れたりす

るてこ入れしないのですか。考えてください。 

〇岩永雅浩教育長 本当に耳の痛い話なのです。

学校教育部、社会教育問わず、現場では様々現場

の方ともお話をしていますし、あるいは関係する

団体からの要望や要請があったり、あるいは市長

への手紙があったり、今日のように議員の皆さん

から提案があったり、そこに様々なルートから得

られた情報を基に、先ほど中古のことであったり、

あるいは農業用機械のキャタピラーが転用できな

いかだとか、様々な工夫を考えてはいるのですけ

れども、なかなか形になっていかないというのも

御指摘のとおりだと思います。 

ただ、新年度予算の編成の事務に各課で取り組

んでいるのは本当に一生懸命やっていますが、形

になってないので言い訳だろうと言われても、そ

こは私は受け止めざるを得ないと思っています。 

ただ、いずれどの事業、今日も時間がなくて質

問がされていないと思うのですが、これ以外の項

目も伺っています。どれも大事な事業だというふ

うには考えているのですけれども、一方で、限ら

れた財源の中で執行するために何を選び、何を捨

てざるを得ないということも、一つこれも実情と

いうことです。このタイミングで予算提出する前

には政策検討も経ながら、物事を決めてきていま

すので、我々としても様々な情報を手に入れ、何

をどのような工夫ができるか、あるいは、財源を

どこに見いだすかということも、財政当局にもお

伝えしながら、何らかの形を見いだしていきたい

というふうに思っております。 

〇小田部照委員 御答弁頂きました。確かに本当

に限られた財源で、いかに市民の満足度に応えら

れるまちづくりを進めていくか、本当にこれが大

切だと思います。 

先日あったように、防災ラジオ7,000万円かけ

て3,500万円ぶん投げているようなこと、我々も

責任を感じていますよ。3,500円万円あったら降

雪機つきますよ。本当に我々も責任感じています。

この予算、大切な審議ですので、それを見て、も

うこれ以上時間がないのであれですけれども、ス

ポーツ課、令和５年度の一通り事業を見させてい

ただきましたが、これといってボート以外に何の

思い、情熱、伝わるものは何もなかったです。 

しっかりと令和５年、無駄のないように取り組 

んでいただきたいと思います。 

終わります。 

〇山田庫司郎委員長 ここで暫時休憩します。 

再開は10分後とします。 

午後５時35分 休憩 

───────────────────────── 

午後５時45分 再開 

○山田庫司郎委員長 休憩前に引き続き、再開し

ます。 

質疑を続行します。 

金兵委員。 

〇金兵智則委員 それでは、私からも質問させて

いただきます。時間も遅くなってきましたので、

なるだけスムーズに端的に、よろしくお願いをい

たします。 

まず、オホーツク・文化交流センター改修事業

についてお伺いします。 

今年度は6,500万円、今年度ですね、備品関係

の更新工事と、来年度は5,390万円で、空調自動

制御装置を改修するなど、何か高額な改修が続い

ているのかなというふうに感じるところでありま

すけれども、改修の現状についてお伺いしたいと

いうふうに思います。 

〇湯浅崇社会教育課長 オホーツク・文化交流セ

ンターの現状についてでございますが、施設設置

後、今年で23年目を迎える施設となります。機械

設備の経年劣化や施設自体の老朽化が既に始まっ

ているものと認識しており、修繕や改修が必要な

ものにつきましては、市民利用に影響が出ないよ

う対応している状況にございます。 

〇金兵智則委員 わかりました。やっぱりちょっ

と全体的に備品、建物と老朽化が進んでいるのか

なというふうに思いますけれども、まだまだ使用

していかなければならない施設だというふうに思

いますし、市民などの利用も多いという状況の建

物であります。不備が出ないよう計画的に改修し

ていかなければならないと思いますが、計画とい

うものがあるのかないのか、計画的に今後も行わ

れていくのか、お伺いしたいというふうに思いま

す。 

〇湯浅崇社会教育課長 市内の公共施設全般につ

きましては、施設の修繕改修については、網走市

公共施設等総合管理計画に基づく個別施設計画を

立てておりまして、その計画に沿って、現在、修

繕、改修等の対応しているところでございまして、
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市民が安全・安心に施設利用ができるよう、引き

続き、この計画に沿った修繕、改修に努めてまい

りたいと考えております。 

〇金兵智則委員 わかりました。 

高額工事が続いているというのもあって、なか

なかその計画的な改修が追いついているのかなと

いう感じもしなくはないですけれども、その辺は

大丈夫なのですよね。 

〇湯浅崇社会教育課長 二十数年間たっている施

設でございまして、大きな施設、設備や躯体状況

等が既に老朽化しているところが見え隠れしてお

りまして、ここ数年、多額の費用がかかっている

というのが現状でございます。 

〇金兵智則委員 わかりました。長く使えるよう

に、順番にやっていっていただけたらというふう

に思います。 

次に、何人かの委員の方からも御質問がありま

した、南ヶ丘高校定時制の通学手段確保事業につ

いてですけれども、人数等わかりました。来年度

も卒業された方と同じくらいの数が入学してきて、

同じような利用状況になるので、同じような予算

だというような理解でいいのかなというふうに思

いますけれども、これ南校の定時制、大事な大事

なものなのだと思います。何かいっとき入学者数

が少なくて、南ヶ丘高校の定時制が閉鎖してしま

うのではないかといったような話もあった中で、

網走市からもあらゆる手段、これも多分そうだと

思いますけれども、手段を用いながら存続させて

いくために御努力をされてきているということは

理解するのですけれども、この予算額等を見ると、

今後はまだ大丈夫なのかなというふうに思います

けれども、たしかいっとき入学者数が１桁が続く

とちょっと危険な水域に入ってくるのかなという

ような話もあって、さっきの話を聞くと１年生２

年生７人７人といったような状況の中で、この

南ヶ丘の定時制、今後も大丈夫なのかどうか、ど

んな状況なのか、ちょっとお伺いしたいというふ

うに思います。 

〇岩永雅浩教育長 南ヶ丘高校定時制の存続の関

係でございます。 

石垣委員の代表質問でも若干同様のお答えをさ

せていただいていますけれども、今、金兵委員

おっしゃるとおり、これまで網走市ではこの存続

に関わって、定時制については昔も今も勤労青年

の学びの場ということで役割を持っているよとい

うこと、それから、一方で今は不登校生徒の受入

れなど多様な役割も持ちつつあるのだということ

を、道教委のほうに、毎年度策定される公立高等

学校配置計画の策定に当たって、生徒の数だけで

はなくて、そういった個々の高校の役割、あるい

は地域の声、それから地域の取組、このような足

の確保などですね、そういう取組を反映しながら

検討するようにというふうに働きかけてきていま

す。 

道教委につきましては、今年度末をめどにして、

これからの高校づくりに関する指針を改定すると

しています。これは、令和８年度以降の配置計画

から適用するとしていますけれども、現在のとこ

ろ、網走市のエリアにある定時制だけではなくて、

普通科も含めた高校については対象となっていな

いということでございます。 

〇金兵智則委員 大変うれしい御報告だったのか

なというふうに思います。今後も、高校と連絡も

取り合いながら、できる対応はしていただきたい

というふうに思います。 

次に、学校施設老朽化についてお伺いいたしま

す。 

本当に最近、今日はちょっと老朽化の話ばかり

しているような気もしますけれども、校舎や教員

住宅などを含め、本当に学校施設も老朽化が進ん

でいるというふうに思います。都度、修繕や改修

ということを行ってきているということも理解を

しております。ただ、費用もそれに伴ってかさん

できているというふうに思われるのではないかと

いうことで、代表質問でも質問させていただいて

いましたけれども、その答弁の中で、学校施設長

寿命化計画では予防保全による長寿命化を基本と

しており、新たに小中学校改修計画を策定し、計

画的に校舎等の改修を進めるといったような答弁

があったところですけれども、これ具体的に小中

学校改修計画というものはどういうことが計画さ

れるのか、その計画自体の完成というのはいつ頃

の話なのか、お伺いしたいと思います。 

〇高橋善彦学校教育部参事 現在、各学校におけ

る大規模改修工事は、建築基準法第12条に基づく

検査結果を基に行っている状況でございます。し

かしながら、３階建て未満の校舎は対象外である

とともに、改修の明確な優先順位がない状況でご

ざいます。本計画は、小中学校14棟、共同調理場

５棟、教職員住宅50棟の全69棟を対象とするもの
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であり、今後の整備指針となる年次計画や方針が

必要不可欠であるとの考え方から、所有する各施

設の現状を調査し、修繕、長寿命化改築に係る計

画を策定しようとするものでございます。 

また、完成、計画の策定時期でございますけれ

ども、一応委託というような形にはなろうかと思

いますが、来年度末というような工期で行いたい

というふうに考えております。 

〇金兵智則委員 わかりました。今年度じゃない

ですね、来年度、令和５年はまずこの69の施設に

ついて調査を行い、令和６年度以降、どういった

順番で改修をしていくのかといったものをこの計

画の中で定めるといったような答弁だったのかな

というふうに思います。わかりました。 

そんな中なのですけれども、来年度、教員住宅

改修事業及び解体事業というのが大幅な増額と

なっているところなのですけれども、この事業の

内容についてお伺いしたいと思います。 

〇高橋善彦学校教育部参事 今回の教員住宅改修

事業につきましては、現在空き家となっている管

理職住宅３棟分の内部改修工事でございまして、

内容としましては、主にトイレ、キッチン等の水

回りや壁紙の張り替えを行うものでございます。 

また、今回の解体事業につきましては、つく

しヶ丘教職員住宅と呼人教職員住宅の解体工事費

が大きなものとなってございます。 

〇金兵智則委員 わかりました。 

ちょっとちなみにお伺いしますけれども、これ

管理職住宅が空き家になっているという、空き家

となっている管理職住宅の改修を行うよという今

説明あったと思うのですけれども、管理職住宅が

空き家になっているって何かちょっと違和感があ

るのですけれども、これは全然問題ないのですか

ね。 

〇小松広典学校教育部次長 今回空き家となって

いる管理職の教員住宅につきましては、たまたま

といいますか、管理職が網走に持ち家があったと

いうケースで、特に緊急の場合につきましては、

学校に駆けつけることができるという条件がそ

ろっておりますので、もともとある家のほうに住

んでいる管理職住宅となります。 

〇金兵智則委員 わかりました。 

ちなみになのですけれども、もう１点、これか

ら計画がつくられる中で、ちょっと高額な改修解

体工事があるのですけれども、計画とそごが出た 

りということはまずないのですよね。 

〇高橋善彦学校教育部参事 今回の改修工事の予

算ですけれども、これから上げる本計画とのそご

はないものと考えてございます。 

〇金兵智則委員 一応確認をさせていただきまし

た。 

計画的に修繕や改築を行っていくということは

本当に重要なことなのだと僕自身も思います。し

かしながら、修繕費、改築費がかさんでいくのも、

これまた現実なのですよね。教育委員会会議にお

いて行っている意見交換の中で、学校施設の老朽

化なども視野に入れ検討を継続していくといった

ような答弁もありましたけれども、具体的にはど

ういった感じになっていくのか、お伺いしたいと

いうふうに思います。 

〇高橋善彦学校教育部参事 教育委員会議の中で

の協議でございますけれども、最近の児童生徒の

状況ですとか、学校規模、はたまた経過年数です

とか、今まで学校に施設に改修をした経費ですと

か、そういった全ての面を含めた上で、様々な角

度から協議をしてまいりたいということでござい

ます。 

〇金兵智則委員 ちょっとなかなか、様々な要素

が絡んでくるところでございますので、継続して

いっていただきたいというふうに思います。 

次に、学校図書について伺います。 

昨年度文部科学省から第６次学校図書館図書整

備等５か年計画というのが令和４年度から始まる

よということで示されまして、それを基に昨年度

の予特でもやり取りをさせていただいたのですけ

れども、その時点では、この計画がまだ確認は取

れてなかったということで、やり取りがかみ合わ

なかったというちょっと思い出がございますので、

リベンジではないですけれども、改めて質問をさ

せていただきたいというふうに思います。 

先ほど他の委員のほうからも質問ありましたの

で、学校図書館司書配置については４名の方が13

校見ているといった感じで、さっきの答弁の中に

も５か年計画の中では1.3校に１人というふうに

なっているけれども、今の状況で不足の状況には

ないといったような答弁があったかと思うのです

けれども、これ各学校から足りてないよという声

が上がってないからということなのですかね。 

〇小松広典学校教育部次長 先ほどの図書館司書

の配置の関係で、人数の話、配置人数の話という
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ことでございますけれども、先ほどお答えしまし

たとおり、図書教諭及び図書館司書との協議にお

いて、司書の不足の声は聞かれていないというよ

うな状況でございます。増やしてほしいという話

は聞いていないという状況でございまして、当面

４名体制を継続したいというふうに考えておりま

す。 

〇金兵智則委員 これちなみになのですけれども、

今の司書さん多分１人で３校か４校か見ていると

思うのですけれども、その３校、４校に行かれる

曜日とかは決まっているのですか。 

〇小松広典学校教育部次長 ４名、図書館司書お

りますけれども、任用しておりますけれども、１

人３校から４校受持ちを持ちまして、その中で、

毎週様々な受け持った学校に出向きまして、図書

館、図書室の整備をしているというような状況で

ございます。 

〇金兵智則委員 いや、それはわかっています。

３校から４校持っているところ、受け持った学校

に行って整備をしているのだと思うのですけれど

も、これ１週間ごとに、１番目の学校、２番目の

学校と１週間ごとに交代なのか、例えば月曜日は

１番、火曜日は２番、水曜日は３番とかというふ

うに決まっているのか、その辺はどうなっていま

すかという質問でした。 

〇小松広典学校教育部次長 学校への司書の配分

といいますか、なのですけれども、曜日ごとに学

校を決めて行っているというような状況でござい

ます。 

〇金兵智則委員 そうしたら、ある学校は例え

ば月曜日と金曜日に来ていますよ、ある学校は火

曜日と木曜日に来ていますよ、ある学校は水曜日

に来ていますよというのがもうずっとルーチン化

しているということですよね。それで増やしてほ

しいという声は多分出てこないですよね。だって

もうその曜日に来るとわかっていて、本当は毎日

いたほうがいいに決まっているけれども、そこと

そこに来るのだからというので、それで増やして

ほしいという人はなかなかいなくないですかね。

それ増やしてほしいという声がないからというの

が理由にはちょっとならないのではないですかね。

文部科学省は1.3校に１人、将来的には１校に１

人と言っているのですから、それらを踏まえて、

いろいろなことを意見聴取してみるだとか、今な

いからいいという話ではないですよね、これね。

さっきの答弁そこがすごく不思議だったのですよ。

僕らのごみ捨てと一緒ですよね。この曜日とこの

曜日にごみ来るからといって、それに合わせて

やっているだけであって、もし毎日来るのだった

ら、じゃ明日でいいか、まだ３日後でいいかと思

うのですよ。それって声が上がってないからとい

う理由にはちょっとならないと思うのですけれど

もいかがですか。 

〇田口徹学校教育部長 この話は昨年もお話が

あって、昨年のときは定数４名だったけれども、

産休で１名いなくて３名で回しているというよう

なことをお話しさせていただいたかと思います。 

それで、平成29年ぐらいからずっと３名でなか

なか募集しても集まらないような状況があって、

昨年ようやく４名体制になったということで、ひ

とまずちょっと安心していた部分もあって、当面

これで行こうというふうに考えていたところです。

ただ、今、金兵委員のおっしゃるとおり、学校の

意向とかももう少し聞いてみて、少し協議してみ

たいというふうに思いますので、もう少し研究さ

せていただきたいと思います。 

〇金兵智則委員 おっしゃるとおりで、これは文

部科学省ですから全国への計画の提示なのですよ

ね。だから、地方でそんなにすぐ司書が見つかる

かというと、それまた難しいことなのですけれど

も、ただ、今後もし見つかれば増やしていこうと

思っていれば、今から探しておくのですよ。すぐ

には見つからないとしても、あそこに司書さんが

いるね、司書の資格持っている人、網走にいるね

みたいな情報収集もできるのですよ。今の現状の

ままでいいやと思ったら、そんなこともしないわ

けで、将来的にやっぱり少しずつでも増やしてい

ければいいなという思いを持ちながらも、今はこ

の体制でやっていこうというような考えでいてほ

しいなというふうに思います。今の部長の答弁、

信じたいというふうに思います。 

次、二つ目ですね。図書標準100％達成と計画

的な更新というのが計画にあったかと思います。

網走市では決算時に資料出していただいておりま

すので確認をさせていただいておりますけれども、

改めて達成度と更新の状況についてお伺いしたい

というふうに思います。 

〇小松広典学校教育部次長 ただいま委員のほう

からお話がありました、第６次の学校図書館図書

整備等５か年計画では、学校図書館図書標準
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100％達成と計画的な図書の更新の実施というと

ころを目標としておりますけれども、当市では令

和４年４月１日時点において、小学校９校のうち、

100％の未達成は４校となっており、中学校では

６校全て達成している状況でございます。 

基準冊数につきましては、特別支援学級を含む

学級数によって算出されるため、毎年学級の編制

によって増減が出てくるものですけれども、学校

図書館の図書廃棄基準というのを基に廃棄更新を

計画的に、鮮度のほうを保ちながら整備水準の冊

数を確保してまいりたいというふうに考えており

ます。下回ってはいるのですけれども、併せて、

学校巡回図書のクリオネ文庫ですとか、それから

の地域分庫もございます。また電子図書館の活用

によりまして、補完もされているという認識では

ございます。 

〇金兵智則委員 昨年度の４月１日、今年度です

ね、今年度の４月１日の時点ではそういう状況だ

と。多いときは、残り１校とか２校のときもたし

かありましたね。その辺はわかります。鮮度のほ

うをより重要視していくといったような考え方に

ついては、僕も賛同したいというふうに思います。 

計画の三つ目が、学校図書館への新聞の配備と

いうことを求められております。網走の状況はど

うなっていますか。 

〇小松広典学校教育部次長 新聞配備につきまし

ては、５か年計画では、小学校では２紙、それか

ら中学校では３紙を配備する目標としております。

当市の実態としましては、令和４年４月１日時点

において、小学校は９校中３校で２紙を購入、そ

れから、４校で１紙整備しているものの、中学校

につきましては、全校未配備となっております。

新聞の購入につきましては、図書購入費での購入

を認めているという状況でございまして、今後も

各学校には配備について働きかけてまいりたいと

いうふうに考えております。 

〇金兵智則委員 働きかけはしていくということ

ですけれども、あとはやっぱりちょっと学校の判

断もあるよという感じだったのかなというふうに

思いますけれども、文部科学省の計画というのも

ありますので、取りあえず声だけはかけていただ

きたいというふうに思います。 

続いて、ＩＣＴ教育についてお伺いします。 

コロナの影響もありまして、オンライン、ＩＣ

Ｔ教育、ＧＩＧＡスクールというと、何かオンラ

インで対応する休校中の対応といったものが今ま

でメインになってきましたけれども、いよいよコ

ロナも落ち着きを見せてきまして、いよいよ当初

の想定に沿ったといいますか、より具体的なとい

いますか、取組に変わってくるのかなというふう

に思います。故障台数の増加というデジタル環境

整備事業では、40台が壊れたので40台更新するの

ですという説明あったのですけれども、これ導入

したのがもう２年ぐらいたつのかなと思いますけ

れども、２年間でこの台数という状況なのですか

ね。 

〇小松広典学校教育部次長 40台程度の全損は、

導入時からの台数でございます。 

〇金兵智則委員 これぐらいの台数は教育委員会

としてどう感じるものなのですか。 

〇小松広典学校教育部次長 予備機を用意したと

いうことで、ある程度は想定しておりました。予

備機のパーセンテージは償却するまでに一応５％

ということで見ておりまして、この数字につきま

しても、東京の私立の中学校の10％という数字を

基に半分程度ということで設定させていただいた

ものでございます。 

破損の内容につきましては、やっぱり液晶の割

れですとか、あとキーボードがどうしても弱く

なってですとか、あと開けたり閉めたりとかとい

うときのヒンジの緩みという部分でございます。

過失による破損だというふうに認識はしているよ

うな状況でございます。 

〇金兵智則委員 想定の範囲内というところで、

網走の子供たち、そんなに雑に扱うことなく、き

ちんと使っていただいているのだなというふうに

思いますけれども、ただこのクロームブックです

けれども、前から何度も言わせてもらっています

けれども、持ち帰る学校とそうでない学校という

のがあります。目が届かなくなる、家に持ち帰れ

ばやっぱり目が届かなくなることが多くなるため、

持ち帰りをさせてない学校についてはなかなか踏

み切れないというのもわかりますけれども、今後、

家庭学習においても使用させるといったようなこ

ともしていかないと、答弁の中にありました、当

たり前になってきたというところから、またより

効果的にということに進んでいかなければならな

いのかなというふうに、僕は思っています。そう

いう移行させていくための下準備になるというふ

うに思いますけれども、教育委員会としてはどの
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ような考えなのか、お伺いしたいというふうに思

います。 

〇小松広典学校教育部次長 活用の差の部分のお

話だと思いますけれども、学校ＩＣＴの活用推進

委員会というのを各学校の代表から組織をしてお

ります。その中で各校で培ってきた授業の実践で

すね、それにＩＣＴの活用を掛け合わせた取組を

交流しまして、各校に還流することで各校の間の

格差があれば、その差を解消する取組も進めてい

るところでございます。 

今後につきましては、これからの研修活動を継

続するとともに、学校ＩＣＴ活用推進委員会、こ

ちらの活動になりますけれども、小学校１年生か

ら中学校３年生までの各時期に、ＩＣＴを活用す

る上で必要な技能を基本的な操作、それからアプ

リの活用、それからドリルの活用、情報モラルな

どの項目ごとに定めた情報活用能力体系を作成し

て実施するということとしております。 

〇金兵智則委員 多分今の答弁はＩＣＴ教育の学

校間格差の答弁だったのだというふうに思います。

今の部分をこの後質問する予定だったので、理解

はさせていただきたいと思いますけれども、さっ

き僕が聞いたのは、持ち帰りさせているところと

持ち帰りさせていないところがあるのですけれど

も、やっぱり家庭学習でも使えるように持ち帰り

を僕はさせていったほうがいいのではないかなと、

壊れている台数にしたって一応想定の範囲内であ

れば、少しずつ持ち帰りをさせていったらいいの

ではないかなと思っているのですけれども、教育

委員会としてどうですかという質問だったのです

よね。 

〇大垣正紀学校教育部次長 先ほど金兵議員から

お話あったとおり、端末が導入されて２年がたち

ました。各学校の授業では率先して端末が活用さ

れて、本当に子供たちの低学年からもう当たり前

のように使う状況は見えてきています。反面、一

つの課題としまして、今お示しのありましたよう

に、家庭学習での活用ということで持ち帰りとい

うところで、実は文部科学省は、道教委のほうか

らも実は次年度の教育課程編成に当たっては、Ｉ

ＣＴ活用の一つの例としまして、家庭への持ち帰

りを奨励していってくださいということになって

います。現在、市内校におきましては持ち帰りも

どんどん進んではきているのですけれども、お話

のあったとおり、そこに温度差が出てきていると

ころも事実でございます。現在、網走市の指導主

事のほうでは、今現在各学校に教育課程編成に向

けての学校訪問をさせていただいております。そ

の中で、次年度の教育課程につきましては、持ち

帰りが重点になるということを各学校の先生にお

伝えしていまして、その持ち帰りについて具体例

も示しながら、今学校のほうに理解をしてもらっ

ているところでございます。 

今後もそういった声かけをしながら、持ち帰り

の奨励と家庭学習についても、今市で導入してい

ますオフラインのドリルはもとより、市のほうも

光回線もどんどん備わってきていますので、文部

科学省のほうから出ていますＣＢＴシステムと

いって、国でつくっているドリルみたいのもあり

ますので、そういったのも奨励しながら、各学校

さんの温度差がなくなるようにしっかりと指導し

てまいりたいと思っています。以上です。 

〇金兵智則委員 そうですよね、やっぱり家に持

ち帰ってもらうというのは教育委員会としては推

奨していきたいという答弁だった。だからこそ、

モバイルルーターの貸出しの費用も来年度も残っ

ているわけですから、そういった中で皆さんの、

子供たちの土台をつくり、そして学校である学校

間の格差を、さっきの答弁の中でクリアしていこ

うということで、このＩＣＴ教育については取り

あえず理解をしたいというふうに思います。 

最後に、学校給食についてお伺いしたいという

ふうに思います。 

来年度いよいよ集約化による新体制がスタート

するという、もう間もなくなのですけれども、取

りあえずお伺いします。施設や備品類などの準備

はもうばっちり完了しているといった理解でいい

のか。 

〇高橋善彦学校教育部参事 集約に係るまず工事

でございますけれども、もう既にほぼ完成をして

いる状態ではございますけれども、工期が一応３

月末となっておりますので、完全な完成ではござ

いません。また、それぞれの備品関連に関しまし

ては、もう全て納入されている状況でございます。 

〇金兵智則委員 では予定どおりといったような

感じかなと思いますけれども、ところで、集約化

によって使用されなくなる給食室が三つ出てくる

のですけれども、これは今後どうされるのでしょ

うか。 

〇高橋善彦学校教育部参事 今回の調理場の一部 
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集約化によりまして、呼人小中学校、白鳥台小学

校、東小学校の給食調理場が廃止されることとな

りますので、現在設置されている厨房調理機器の

撤去までを今年度の事業で実施をしまして、その

後の利活用につきましては、学校要望を聞きなが

ら学校施設へ転用するということとしております。

東小学校につきましては、今年度の繰越しのトイ

レの改修工事の関係から、既存の職員更衣室を多

目的トイレに改修をするため、調理場内の一部を

利用しまして、職員更衣室を設置するということ

が今現在決まっております。 

〇金兵智則委員 わかりました。今年度中に調理

器具などは撤去してしまうので、もう調理室とし

ては使えないけれども、あとは各学校の差配に

よって、利活用は考えていただくといったことで

理解をしたいというふうに思いますけれども、先

ほど施設であったり備品類などはもう準備、ほぼ

ほぼ完了だよという御説明もありました。いきな

り本番というわけには多分いかないはずなので、

スタートに向けての準備というか、実証実験とい

うか、デモというか、行われているはずなのです

けれども、何回ほど行ったのか、まずお伺いしま

す。 

〇高橋善彦学校教育部参事 集約化に当たっての

デモンストレーションですけれども、今回南地区

共同調理場では、２月28日、３月８日、３月14日

の３回実施しております。また、潮見の共同調理

場といいますか、まだ潮見小学校給食調理場です

けれども、こちらに関しましては、３月15日に１

回実施しているところでございます。 

〇金兵智則委員 やってみて、配送時間であった

り、給食の状態であったり、案外思ったより荷下

ろしが早くできたようであったりというとか、成

果がどんな成果があって、どんな課題が出てきた

のか、お伺いしたいというふうに思います。 

〇高橋善彦学校教育部参事 まず南地区共同調理

場のほうから、ちょっと御説明をしたいと思いま

す。調理の状況につきましては、東小学校、白鳥

台小学校の調理員も加わりまして、今回13名で調

理をしたところでございます。その後、各回別メ

ニューでそれぞれ実施したところでございます。

調理作業はおおむね順調に終えたということで報

告を受けてございます。配送の関係ですけれども、

１回目はなかなか不慣れなため、積卸しに時間を

要したということでしたが、ほぼほぼ時刻に関し

ては予定どおり到着できたのかなというふうに

思ってございます。あとは２回目、３回目のデモ

ンストレーションにつきましては、配送員が休ん

だ場合の対応をいろいろとシミュレーションをし

まして行ったところでございます。こちらに関し

ましても、予定どおり到着できたかなということ

でございます。 

今後の課題としましては、作業効率をさらに向

上させることと、あとは一部内部の扉など狭い箇

所がございますので、その辺をちょっと改善して

いきたいなというふうに思ってございます。 

あと、給食の温度ですとか、そういった部分に

関してですが、極端に下がったというものではご

ざいませんでしたが、教員からの聞き取りの中で

はいつもよりちょっと温度が低かったと、うどん

が冷たかったという意見を頂いたところでござい

ます。保温性の高い二重食缶を利用したところで

ございますが、このようになった原因は食缶に入

る量が器に対して少ないと、そういった面から冷

めるのが早かったものと考えられます。このこと

から、食缶に入る量が器に対して多くなるように、

小さい食缶で対応していきたいというふうに考え

てございます。そのほか、冷めない工夫としまし

ては、コンテナへの詰め方を温かいものでまとめ

るといったようなこともちょっと考えているとこ

ろでございます。 

今回のうどんの場合は、他校そうなのですけれ

ども、麺に関しましては、一度冷水で締めた状態

のものでございますので、冷水で締めた麺が少し

冷めた汁に入るということで、冷たさが増したの

ではないかなというふうに考えられるところでご

ざいます。しかしながら、麺をおいしく保つ方法

としてはこの方法が最良というようなことで、栄

養士及び調理員から伺っておりますので、引き続

き、このあたりは研究していきたいなというふう

に思ってございます。 

潮見地区の共同調理場の関係ですけれども、調

理は現行の潮見小学校の調理員で実施したところ

でございます。調理は作業どおり、おおむね順調

に終えたところでございます。配送の関係ですが、

コンテナ積込みに若干時間を要したというところ

だったのですが、ほぼ予定どおりにこちらも到着

しております。給食の温度に関しましては、今回

はカレーだったということもありましたので、温

度はそれほど下がらず保たれた状態であったと 
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伺ってございます。 

今後は、両校そうなのですけれども、この課題

となった部分を、また再検証しながら、実際の給

食提供開始までに改善をしまして、安全で安心で

おいしい給食の提供に努めてまいりたいというふ

うに考えてございます。 

〇金兵智則委員 詳しい御答弁ありがとうござい

ました。 

今の答弁でいくと、まだもう１回ぐらいやると

いうような感じなのか、ただもう給食ももうあま

りないですよね、回数的にね。なので、多分今出

ている課題をクリアして本番に臨むといったよう

なところなのかなというふうに思いますけれども、

南調理場については東小と白鳥台の方４名が来て

13名でやられたということなので、それは４月か

ら本当にその体制の人数では多分ないですよね。

多分若干多めでやっている中での成果ということ

もまず認識しなければいけないというふうに思い

ます。なかなかちょっと課題も、課題は最初は出

てきたほうがいいのだと思います。案外、最初う

まくいっていたら、本番始まってしまうとうまく

いかないことのほうが多いので、課題が出てきて

よかったなというふうに思いますけれども、給食

の、その冷たいという問題については様々今後も

工夫していただくのだと思いますけれども、僕は

ずっと言っていますけれども、やっぱりおいしい

給食を提供してくださいと、それが条件とは言わ

ないですけれども、それがお願いですとずっと

言ってきていますので、これ本番が始まったら、

ぜひとも早い時期に教員の方々から声は聞いたと

いうふうに言っていましたけれども、児童や生徒

の方々から、今回新たにこの集約化の中に含まれ

た学校の子供たちにアンケートなど取っていただ

きたいと、それでまた改善を進めていくといった

ようなことが、これ早い時期にやる必要があると

僕思うのですけれども、いかがですか。 

〇高橋善彦学校教育部参事 アンケートの実施で

ございますけれども、一昨年アンケート調査のほ

うを各学校で行ったところでございます。１年空

いておりますので、その際そのアンケートの内容

ですとか、そういったところも御指摘のあった部

分もございますので、そういったアンケートの内

容も見直した上で、年度の早い時期に実施したい

というふうに考えてございます。 

〇金兵智則委員 アンケートはもう少し細かくで 

すね、ざっくりではなくて、求めたい意見をちゃ

んと受け取れるようなアンケートの内容で早い時

期にやっていただけるということでしたので、そ

の結果でまた様々改善していっていただきたいな

というふうに思います。 

終わります。 

〇山田庫司郎委員長 次、栗田委員。 

〇栗田政男委員 端的にお願いをいたします。私

が端的にすればいいということなのでしょうが。 

ちょっと気になったので、さっきスクールバス

の話が出ていたのですが、簡単に廃車にしますな

んていう話をしていましたが、よく考えてみると、

議会バスと大した年式変わらないし、20万キロと

いうと、バスにするとまだまだ子供、幼稚園ぐら

いの距離なのですが、どういう処理の仕方をする

のか、もう一度教えていただけますか。 

〇山田庫司郎委員長 暫時休憩します。 

午後６時29分 休憩 

───────────────────────── 

午後６時32分 再開 

○山田庫司郎委員長 再開します。 

このまま休憩を続けますので、再開は10分後と

します。 

午後６時32分 休憩 

───────────────────────── 

午後６時41分 再開 

○山田庫司郎委員長 休憩前に引き続き、再開し

ます。 

質疑を続行します。 

栗田委員の質疑に対する答弁から。 

小松学校教育部次長。 

〇小松広典学校教育部次長 先ほどの小田部委員

の答弁につきまして、訂正をさせていただきたい

と思います。 

先ほどマイクロバスの更新につきまして、経過

年数、走行距離というところの御答弁させていた

だきましたが、経過年数につきましては19年が正

しいものです。走行距離につきましては64万キロ

となっております。訂正させていただきたいと思

います。 

 それから、売払いにつきましては、手続を踏

んで処分をしていきたいというふうに思っており

ます。予算につきましては、現時点で値があるか

どうかわからないものですから、予算上はつけて

いないような状況でございます。 
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以上、訂正しておわびいたしたいと思います。 

〇栗田政男委員 20万キロが69万キロでも、バス

ですから100万キロ超えなんてざらにあるわけで

すから、私の会社には150万キロの車もいっぱい

あります。全然、トレーラーにおいては200万キ

ロ、300万キロも今は常識ですね。だから大型、

そういうものを知らないで売り払ったりするから

そういうことになるので、当然下取りということ

は多分役所の場合はなかなかないのだと思うので

すね。システム的に面倒くさくなりますから、そ

ういうことにはならないでしょうけれども、ちゃ

んとした適正な価格でしっかり、市の財産ですか

ら、処理をしていただいて、できるならば網走市

で誰か活用してもらうのが一番いいので、そうい

う場合は活用していろいろな送迎に使っていただ

いたりすると、まだまだ使えますから、まだまだ

使えますから。議会バスが多分それより古いはず

です。あれはちょっと使う頻度が違いますけれど

もね。距離も走っていませんけれども、あのマイ

クロが使えるので、中型クラスとなるとまだまだ

使えるので、それはいつもこの件、市有財産を売

却するときにどうも不透明なのですね、市のやり

方というのは。いつの間にかどっかに行ってし

まっている。どういう処理の仕方をして、どれだ

けの金額で処理したかというのが出てこないとい

うのは、僕は駄目だと思いますね。市の財産です

から、市民のものですから、これはしっかりと透

明性を持ってやってほしいなというふうに思いま

す。ぜひとも活用できるような、今後いろいろな

環境に対する負荷と言われてしまうと、なかなか

古い車はやめたほうがいいということになるので

しょうけれども、使えるものはやはり使っていっ

たほうがいいのかなという気がしますし、なるべ

く有効に市のほうに還元していただきたいと。後

から報告でも、裏で議会の場でなくてもいいです

から、頂ければ幸いです。 

それでは、もう１点確認したいのですが、確認

というか、ぜひとも雪上を車もし入れるにしても

中古は絶対やめてください。これ我々は、業界人

は絶対にそんなことしません。中古で、あの圧雪

車というのはとんでもなく危険な機械なのですね。

ですからそれらの安全を担保してしっかりとした

ものをやるというのは、やっぱり新車しか絶対無

理です。それを中古で、特別平らなところをなら

すとか、その使い方にもよるのですが、中古のも

ので間に合わせるなんていう感覚ではなくて、や

はり新車じゃないと危険が伴います。いろいろな

事故が発生しています。そういうことは認識して

ください。多分知らないから、そういうことを

言ったのだと思いますが、お願いをして。今の機

械も中古で買ったみたいですけれどもね、その当

時は。できるならばやめてほしいなというふうに

思います。それは意見として聞いてください。 

それでは、どっちかな、社会教育。 

これも平賀委員が言っていたように、私のとこ

ろにもお手紙が来ました。私だけではなくてほか

の議員さんにも多分行っているのだと思いますが、

代表して私が読ませていただきます。「私はエ

コーセンターをサークル活動で利用している高齢

者です。ネット予約システムが導入されてから予

約を取るにしても不便です。以前のように予約を

したい部屋や日時に予約がなかなか取れません。

高齢者以外の方は容易なのだと思われますが、高

齢者の基準には不向きだと痛感した次第です。エ

コーセンターをサークル活動で利用しているほか

の高齢者にも発言し難い心の声を聞いてみてくだ

さい。市役所職員の対応も事細やかな説明がない、

融通が利かない受け答え方しかできない。公共

サービスに似合う対応とは理解し難い。流行に乗

る前に不備のない周知や、市役所職員の接遇技能

の向上を図ることが先決なのだと思われます。」

匿名で頂いています。このような内容なのですが、

まずは予約システム、これは多分ほかのコミセン

などでもいろいろ議論された部分があると思うの

ですが、エコーセンターの今の予約システムの対

応というのはどういうふうになっているのか教え

てください。 

〇湯浅崇社会教育課長 現在のエコーセンターの

予約方法についてでございますが、昨年12月１日

より予約システムによるインターネット予約を開

始しましたが、スマートフォンやパソコン、ネッ

ト環境に不慣れな市民も一定程度いるということ

を理解しておりまして、従前の窓口予約、電話、

ファクスでの予約も並行して実施している状況に

ございまして、現在はそちらのインターネットで

の予約と窓口、電話、ファクスでの同時の予約が

可能というような状況になっております。 

〇栗田政男委員 そういうことだろうなとは思っ

ていたのですが、こういうふうに言われています。 

そこで、市職員の対応とあるのですが、市職員 
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対応をして受付とかしているのかな。僕は違った

ような気がするのだけれども、どうでしょうか。 

〇湯浅崇社会教育課長 現在、エコーセンターで

の予約受付につきましては、民間委託の方による

受付が中心となっていますが、その方が休みのと

きですとかは、市の職員が対応するときもござい

ます。ただ、今回のこういったお手紙の趣旨につ

いて、いろいろ私どものほうでも勘案したところ

でございますけれども、今回12月にシステムを導

入した際、負担軽減のためにエコーセンター登録

者、登録サークルの皆様には事前にこちらでアカ

ウントとパスワードを配付させていただいた経過

がございまして、そのことが逆にインターネット

でしか予約ができなくなったと思い違いをされて

いる可能性があると考えられるため、これまでど

おり、窓口、電話、ファクスでの予約も可能であ

ることを改めて貼り紙や周知ビラなどを作成しま

して、周知の徹底を行っていきたいと考えており

ます。 

〇栗田政男委員 私たちも一生懸命ＰＲしますけ

れども、ぜひともそういう対応をしてほしいので

すが、外注、市の職員にかかわらず、対応が悪い

というのは問題なのだよね。だから、その辺を改

善することをしないと、やはり市民サービス、公

共サービスという部分で、立腹というまではいか

ないにしても、いかがなものかなということを言

われているわけですから、その辺のことに対する

対応はどのように改善するつもりなのでしょうか。 

〇湯浅崇社会教育課長 今回、くしくもこのよう

な市民からのお声を頂いておりますので、市職員

としまして、委託業者にも含めて、丁寧な説明と

親切な相談対応など、窓口対応する職員には改め

て指示を徹底していきたいと思っております。 

〇栗田政男委員 私も気にかけて見にいくように

しますので、気になったことはその都度報告をさ

せていただきますけれども、やはりこれも昨日

言ったこととつながるのですが、やはり住民、市

民がいてくださるから、この市があるという気持

ちで接してあげるとかなり変わるでしょうし、笑

顔でやっぱりね、受け答えをすることも非常に大

事かなと思います。市民はなかなか言いにくいこ

ともあるでしょう。こういう手紙が私のところに

来るということは、そういうことだと思います。

大人なのだなというふうに、普通の人であればそ

の場で怒っているのかもしれない。いろいろなこ

とがあるのですが、いろいろな心の声をしっかり

聞いていただいて、対応をしていただければなと

思います。これは各コミセンなども同じだと思い

ます。高齢者の方はやっぱりパソコンだ何だって、

使える人はすごく便利だし、ツールとして、慣れ

ている人は逆に接遇がないほうが助かるなと、ホ

テルなどは特に取るのに一々やるよりはトリバゴ

か何かでやったほうがすごく楽だなと、僕も感じ

る一人であります。ただ、私も中途半端な人間な

ので、その真ん中にちょうどいる人間、両方の気

持ちよくわかるので、ぜひとも対応等やっていた

だきたいと思います。 

この件はこれまでなのですが、もう１点いよい

よ給食の件も皆さんから意見が出ていました。こ

れも難産した案件であります。やっとその体制で

いよいよスタートを切るということは本当にうれ

しく思っていますし、来年度から給食は無料化に

なります。これもお願いしたとおり、できるなら

ば網走の人たちが網走の気風というか、人たちで

手づくりで給食を供給してほしいよと。せっかく

無償にするのですから、やはり独自性のあるおい

しいもの、本当に網走ならではのものを食べさせ

てあげたいということを希望しています。 

この民営化というのは、その議論の中でもいい

だけ話したのですが、しばらくの間は、しばらく

というか、ないということでお受けをしていたの

ですが、当面は民営化の道筋はないということで

理解してよろしいですか。 

〇高橋善彦学校教育部参事 さきの代表質問で、

平賀議員、石垣議員へ答弁させていただいたとこ

ろですが、網走市学校給食施設整備の考え方に基

づきまして施設整備を進めていくこととなります

が、今後は、来年度から始まります複数校による

共同調理場の運営状況も確認をしながら、単独調

理場校の集約化に向けた検討を進めていくもので

ございます。また、今委員おっしゃったように、

現時点で白紙の状態であります調理等業務の委託

につきましても、改めて検討する必要がございま

すので、どちらも一定の考え方や方向性が定まり

ましたら、市議会をはじめ関係者、市民の皆様に

も御説明していきたいというふうに考えてござい

ます。 

〇栗田政男委員 私考えるに、絶対に民営化が駄

目という議論をしたつもりはございません。丁寧

な説明と、事前にいろいろなことを協議しながら
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進めるのであれば、必ず道は見えてくるはずです

し、子供たち、今赤ちゃんが180人ぐらいですね、

生まれているのが。その子たちが６年後学校に入

るというと、クラスからいっても６クラス、30人

として６クラスですか。当然考えていかなくては

いけない、いろいろな問題が近未来で発生すると

いうことであります。ですから、どういう形にし

ても、やっぱり子供第一ですから、網走の子供、

ここの網走に住んでよかったねと思えるような給

食の体系をしっかりつくってあげること。これは

前にも申し上げましたが、いろいろな各層の子供

たちがいるので、それをしっかり考えたときに給

食というのはやっぱり健康と命を守る大事なもの

なのだなということを絶対根幹に残して進めてい

ただきます。それが大事だと思います。昔、２年

前ですが、議論した中では、ありきで進むという

のはやっぱりいかがなものかなというふうに思い

ます。いろいろなことをいい方法、ベストな道を

やっぱりみんなで探していければなというふうに

思いますので、ぜひとも今回、私の住んでいる地

域が地域なので、そういう環境で変わっていくと

いうことも、お母さんたちにお話をしながら、父

兄の皆さんにもお話をしながら進めていただけれ

ばなと、私たちもそれに協力をしていきたいと思

いますし、いろいろ様々問題はあろうかと思いま

すが、ぜひとも網走の将来のために。向こうの地

域も本当に大変頑張っている地域ですから、ぜひ

とも協力をしていただければというふうに思いま

す。 

私のほうからは以上でございます。 

〇山田庫司郎委員長 次、平賀委員。 

〇平賀貴幸委員 それでは、私からも質問させて

いただきます。重複するところは割愛しながらや

りたいと思います。 

最初に学校給食、種々議論があったところです

けれども、私からも若干伺いたいと思います。私

からは、給食調理員の待遇の問題について伺いた

いと思います。これも度々議会で議論されること

なのですけれども、改めてです。 

常勤職員さんがいる学校といない学校が事実上

今あるわけですね。常勤職員ではない会計年度職

員さんだけで運営している給食調理場ももちろん

あるわけです。そこで働く方々からやはり御意見

が上がってきているのですけれども、事実上その

常勤の正職員の給食調理員さんがやるような作業

を、いないのでやらざるを得ないと。業務量が

やっぱり増えるわけですね。それにもかかわらず

特に手当がなく、正職員さんのいらっしゃる学校

で働く会計年度任用職員さんとお給料は基本的に

変わらないと。やっぱりそこは一体どうなのだろ

うということを、教育委員会にも伝えているはず

なのだけれども、一向に変えられる気配がないと

いうなお話でした。どのように、現状なっている

のかまず確認させていただきたいと思います。 

〇小松広典学校教育部次長 常勤職員がいない調

理場における会計年度任用職員の業務というとこ

ろなのですけれども、やはり調理場ごとに、委員

おっしゃるとおり、書類の作成等の業務がござい

ます。内容につきましてはやはり様々ではござい

ますけれども、やる人、それをする人というとこ

ろも当番でやったりですとか、代表してどなたか

ベテランの方が慣れた中でやっているというとこ

ろもあると思うのですけれども、実際手当として

はやはり仕組み上、条例で規定されておりません

ので、そのような形での支給という形で手当てで

きないという形です。職員につきましても、その

業務について、同様にその手当という形では支給

をされておりません。必要な業務として担っては

いただいているのですけれども、その業務が勤務

時間内に終わる場合につきましては、勤務時間内

の報酬として支払われ、勤務時間を超えた場合に

つきましては、時間外勤務の報酬として支払われ

ているものというふうに認識しているところでご

ざいます。 

〇平賀貴幸委員 同じ身分で働いて、業務の内容

に多寡が出てくるというところ、それは働いてい

る職場の人数も違いますから、当然出てくるのは

理解はできますね。しかし、やっぱり職責やその

事務作業の部分は大きくなった分、これについて

手当てができない理由は今条例について規定がな

いからということでした。ならば、条例に規定す

ればいいのではないかと思うのですけれども、ど

うなのでしょうか。 

〇小松広典学校教育部次長 手当のほうを条例で

規定するという、もとの法律は地方自治法になり

ますので、地方自治法そのものに手当を支給する

仕組みがないところでございます。 

〇平賀貴幸委員 法律に手当を支給する仕組みが

ない。それは手当を支給する条項を条例に記載す

ることは禁止されているという意味ですか。それ
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とも、そういうことができるとかできないとかと

いう規定そのものがないということでしょうか。 

〇小松広典学校教育部次長 地方自治法の中に期

末手当を支給することができるという記載ですね、

パートタイムの会計年度任用職員につきましては、

期末手当として記載されているのは、期末手当を

支給することができる、条例で定めることにより

支給することができるという記載があって、そう

いう記載のみでございます。 

〇平賀貴幸委員 ならば、その期末手当という形

をもって、そこに報いるということも考えられな

いものですか。 

〇小松広典学校教育部次長 給与の中で手当の性

格上、期末手当は期末手当という趣旨の手当でご

ざいますので、その業務に係った部分を期末手当

として支給することはできないという判断という

か、解釈でございます。 

〇平賀貴幸委員 常識的には確かにそうだと私も

理解できます。ただし、私はこうも思うのですね。

法律に、「してはならない」というふうに書いて

ないことはできるのではないかと思うのですよね、

本来、網走市の条例で。法で禁止されていること

はできないですね、確かに。しかし、法に書いて

いないことは条例でできないはずはないのだと思

うのですけれども、その辺はどうお考えですか。 

〇小松広典学校教育部次長 先ほどから申し上げ

ているとおり、期末手当は支給することができる

という記載ですので、条例で定めて支給すること

ができるのは期末手当のみというふうに解釈して

おります。 

〇平賀貴幸委員 ここでやっていっても千日手に

なりそうなのでやめるしかないと思いますが、こ

こはしっかり調べて、選挙後にまた議論したいと

いうふうに思いますけれども、我々が条例を改正

を提案するという方法もあるのだろうなというふ

うに、逆に思いました。 

やっぱり同一労働同一賃金というふうに言われ

ている状況の中で、自治体がそれをやろうとしな

いというのはやはり法の不作為だと思います。そ

こを補うのが、私は条例だというふうに思ってい

ますので、そこはまた改めて議論をしたいという

ふうに思います。 

一方、学校給食が無償化になることで、ちょっ

とどうなるのだろうと思っていることがあるもの

ですから、１点ちょっと確認させてください。 

給食の事務をやられている方々のお仕事という

のは、お金を取り扱うことがなくなるので、なく

なるのですかね。学校にそれぞれ雇われて私会計

がやられている方々、それはどうなるのでしょう

か。 

〇高橋善彦学校教育部参事 今回の学校給食費無

償化事業の実施に伴いまして、学校、ＰＴＡが雇

用しております給食事務を担っている職員につき

ましては、中学校に関しましては、その取扱いが

一切なくなりますことから、雇用自体は学校のほ

うで継続はされると伺っておるところでございま

す。小学校につきましては、業務量が今までより、

徴収ですとか、管理督促といった業務が減るとい

うような感じで捉えております。 

〇平賀貴幸委員 そうすると、小学校でも中学校

でもその方々は何らかの仕事をされ続けて、その

まま在籍というか、仕事をお続けになるという理

解でよかったですか。 

〇田口徹学校教育部長 今高橋参事が答弁させて

いただいたとおり、中学校におきましては、給食

のお金、生徒の給食費というのは、給食をつくる

小学校のほうにお金が直接行きますので、全く生

徒の給食費のお金が学校を通らない形になるので、

給食事務が、給食のお金を使う事務は全くなくな

るということで、ＰＴＡでは雇用するかしないか

はそのＰＴＡによるのですけれども、網走市から

の補助金につきましては、中学校については今回

廃止をする方向を取らせていただこうと、今回議

会で決定してですけれども、考えております。小

学校につきましては、アンケートを取りまして、

学校給食の事務とＰＴＡの事務の割合とかを調査

させていただきまして、その分で、一部補助金を

削減させていただいて、補助金をつけているよう

な状況となっております。 

小学校におきましては、全てのＰＴＡ雇用さん

がそのまま雇用が継続されると聞いています。そ

れから、そういう中学校のＰＴＡ雇用さんは一中、

二中、三中おられるのですけれども、三中の方だ

けが残る形で、二中とかは別の職で残る人もいま

すし、一中の方も別の仕事を、一中にいるかどう

かは別として、学校で働く方向を今検討されてい

るというふうに伺っております。 

〇平賀貴幸委員 今まで働いていた方が突然は

しごを外されたみたいになってしまっても困るな

と思ったので伺ったのですけれども、どうしても
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難しい方については、例えば市の会計年度職員の

雇用という形で、一時期的に受け皿になるだとか、

そんなことも念頭にはあるというふうに理解して

いいのでしょうか。 

〇田口徹学校教育部長 私どものほうから充てる

とかそういうことではないですけれども、そうい

う仕事はあるということは紹介はしておりますし、

当然全体にハローワークに出しているものですか

ら、そこで申し込まれるか、申し込まれないかは

御本人の考え方次第だと思いますけれども、私ど

もにある仕事についてのお知らせだけはさせてい

ただきました。 

〇平賀貴幸委員 答弁があったのでわかりました

が、不安を抱えていらっしゃる方がいないかどう

か、実際に一度聞き取りは、もう年度末ですけれ

ども、していただきたいと思うのですけれども、

とうでしょうか。 

〇田口徹学校教育部長 この件につきましては、

議会の皆様にも無償化の関係で事務を先行させて

いただくという、年末に了解を頂いておりますけ

れども、それを頂いてから、その辺りからお話は

させていただいておりますので、ある程度方向性

は出ているのかなというふうには思っております。 

〇平賀貴幸委員 わかりました。不安が実際にな

いように、ここは対応していただきたいというふ

うに思いますので、次の質問に移ります。 

網走子ども会議が毎年行われているのですけれ

ども、これはどこの予算に入っているものだった

のか、ちょっと確認させてください。 

〇小松広典学校教育部次長 子ども会議の予算に

つきましては、いじめ対策事業の中で措置してい

るものでございます。 

〇平賀貴幸委員 予算の位置づけも理解させてい

ただきました。 

もともとこの網走子ども会議、私が自分で議場

で提案をした経緯があるので、経緯から覚えてい

るのですけれども、子供たちのことを子供たち抜

きで決めないでほしいということを申し上げて提

言をした中で、実際に開いてみたら非常によかっ

たので、そのまま定着させるという形になったの

ですよね。当初は今申し上げたとおり、学校の中

の様々な問題や教育の方針だとかいろいろなこと

を、子供たちが自分たちのことを自分たちでちゃ

んと話そうよというような趣旨でやってほしいと

いう話をしてスタートしたものです。その途中で、

いじめの問題がやはりクローズアップされて、い

じめについてのいろいろな話をして、子供たち自

身で解決をしていくという流れができてきて、今

いるのですけれども、いつの間にかその当初の趣

旨が失われたというか忘れられたというか、いじ

めについて検討するために子供たちが話すための

何か会議みたいになっているように、私は見える

のですよね。実態としては今どのように教育委員

会として捉えていらっしゃるのか、確認したいと

思います。 

〇大垣正紀学校教育部次長 ただいま平賀議員の

のほうからお話ありましたとおり、これまでこの

会議につきましては、学校の代表として参加して

いる児童生徒が、いじめの問題の解決や人間関係

づくりに取り組んだ内容について交流してまいり

ました。今御指摘いただいとおり、先般子供たち

を取り巻く問題として、大きな人間関係の問題で

あるいじめというところに今特化してきているの

かなという感じはございます。 

網走市としまして、今後なのですけれども、い

じめの根絶、同時に命の大切さなどについても意

見交流を通し、また学校生活における望ましい人

間関係、意識の醸成、またいじめ問題への取組の

一層の充実を図るためにも、平賀議員のおっしゃ

られるとおり、子供たちが主体的に話し合い進め

ながら、合意形成ができるような会議の運営をし

てまいりたいと思っています。以上です。 

〇平賀貴幸委員 結局やっぱりでもいじめについ

て話す会議、命について話す会議という形に、何

というのでしょうかね、くくられてしまうのです

よね。もっといろいろなことについて話す会議と

して、私位置づけてほしいと思っていまして、代

表質問でも触れました。ブラック校則だったり、

謎の校則だったり、あるのですよ。例えばどこの

学校とかは申し上げませんけれども、靴下の長さ

が決まっていると。何の意味あるのだろうと思う

のですよね、やっぱり。それから、土日祝日もお

友達の家に泊まってはならないと書いている校則

が存在しています。何の意味があるのでしょうね。

よくわからない校則は結構実はいっぱいあるので

すよ。何の教育的な意味もないのに、何でこんな

こと決めているのかなと。先生たちが何か起きた

ら大変だから、昔そうしたのかな、その名残がそ

のままなのかなとか思ったりするのですけれども。

そういうよくわからない校則について各学校で持
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ち寄って、校則について整理をして、自分たちで

校則をつくるなんてことも有意義だと思うのです

よね。せっかく企画のほうで、子供たちがまちづ

くりについて何か考えたときに予算をつけるとい

う事業も始まりました。基本的には高校生や大学

生を対象にしていますけれども、中学生も対象に

なるのだという答弁もあるわけですよ。予算がそ

ういうものがもう存在しているのに、そこに至る

ような話は全くできる場になってないのでは、

ちょっとやっぱり違うのだろうと私は思うのです

よね。その辺もう少し子ども会議の位置づけを、

いい意味で緩やかにといいますか、子供主体の位

置づけにしてもらえないものでしょうか。 

〇大垣正紀学校教育部次長 今子供たちを取り巻

く環境というのは、大きく変化しているところで

ございます。そういった様々な課題に対しまして、

その子供たちの発想を生かした話合いというのも

大切と思われますので、そういったところを研究

して、次年度の運営に生かしてまいりたいと思い

ます。 

〇平賀貴幸委員 ぜひ子供たちに、子ども会議で

どんなこと話したいかということを募って、そこ

から始められるのが本来かなと私は思うのですよ

ね。もちろん時と場合によっては、学校教育委員

会からこのことについて話してほしいというとこ

ろもあるのです。それはやむを得ないのだと思う

のですけれども、できればやっぱり子供たちの主

体性を引き出す場としてこの子ども会議は運用し

ていっていただきたいというふうに改めて思いま

す。 

次の質問に移ります。 

小学校特別支援教育費及び中学校特別支援教育

費ということで、合わせて約5,000万円ぐらいの

予算が今年もついております。 

特別支援教育が網走でも進められていくわけで

すけれども、日体大の特別支援学校もありますけ

れども、ずっと古くからあるのは網走養護学校、

特別支援学校としてあって、実は今年50周年を迎

えるということでそんなに時間もたった学校なの

ですよね。それ以外に、特別支援学級があり、通

級による指導があるという形で、特別支援教育と

いうのは基本的に組み立てられています。網走の

特別支援教育、通級にするのか特別支援学級にす

るのか、特別支援学校に行くのか、いろいろな選

択肢を選ぶときには、就学前の様々な手続を進め

ながらやっていると思うのですけれども、どのよ

うな運用や選択をされているのか、まず確認させ

ていただきたいと思います。 

〇大垣正紀学校教育部次長 網走市の、いわゆる

幼児教育修了後就学、小学校に上がってくる際に

は、まず就学時健診というものがありまして、そ

の中で子供たちの様子とか、それから検査等を実

施しまして、子供たちがどのように就学していく

際に一番望ましい教育環境で教育ができるかとい

うところをそこで見極めた後に、網走市に設置し

ております網走市の教育支援委員会、この中でそ

れぞれの子供達の様子を協議して、またその後親

御さんと教育相談を実施しまして、一番ふさわし

い教育の進み方、進学の在り方について検討し、

４月を迎えて小学校で生活することになります。

以上です。 

〇平賀貴幸委員 そこは当初から変わらず、その

ままの形が続けられていることは理解をさせてい

ただきました。 

そこで伺うのですけれども、特別支援教育が始

まったときには、インクルージョンが統合教育が

叫ばれて始まっていって、この教育が始まったと

いうことは私も鮮明に覚えております。しかしな

がら、文部科学省が去年の４月、失礼しました、

今年の４月ですね、全国の教育委員会に出した通

知は私もちょっと疑問に思う通知でした。特別支

援学級に在籍する子供が通常の学校で学ぶ時間を

週の半分以内にとどめるようにという、わけのわ

からない通知が出てきているのですよね。ですが、

やはり子供さんの状態によって、通級に行っても、

できるだけ親学級というふうに言われるような一

般の学級で学んだほうがいい、できるだけそれを

尊重したほうがいいというのはもともとの流れ

だったので、何でこんな通知出るのかなと私思っ

ているのですけれども、網走市の学校のインク

ルーシブ教育についての実態というのは、その辺

はどのようになっているのでしょうか。 

〇大垣正紀学校教育部次長 今、平賀議員のほう

から御指摘いただきましたインクルーシブ教育で

ございますけれども、網走市のほうでも、学習指

導要領に示してありますインクルーシブ教育につ

いては、特別支援教育を着実に進めていく中で適

切に行っていくものということで、インクルーシ

ブ教育を行うに当たって、特別支援教育の中では、

今、自立活動というものを大切にしながら、個々
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の特性を尊重したり、個々の能力を伸ばしたりす

るような教育に努めています。そういった点につ

きましても、先ほど言いました学校はもとより、

網走市の特別支援教育委員会、ここと連携を図り

ながら、そういった指導の工夫、改善等について、

話合いをしているところでございます。 

〇平賀貴幸委員 細かい内容まで問うつもりはな

いので、そこは一旦わかりましたが、去年、国連

がこの日本で行っている特別支援教育の中止を勧

告をしたのですよね。インクルーシブ教育に反し

ているということで。ただ、文部科学省は、日本

政府はしっかりやっているからという理由で、そ

れを勧告を受け入れないという態度でいるという

ふうに聞いています。ただ一方で、今年度、文部

科学省の有識者会議では、特別支援学校と小中高

を一体的に運営するモデル事業を新年度からやっ

ていくと、それを全国に広げていくのだというよ

うなことも実は話されているのですね。こういっ

た状況を考えたときに、どうするのが一番いいの

かなと思っていたところ、先日、根室市でインク

ルーシブ教育を小規模校でやるという報道がござ

いました。これから、こういったことが道内でも

始まるのだなと。特に公立校でこれが始められる

ということは、北海道では大変珍しいなと。大阪

のほうだとかに行くと、実際やっている学校がも

う既にあって、網走でも映画が放送されたりした

こともあるので、放映されたりしたこともあるの

で、私も見てよく知っているのですけれども、こ

ういったことも網走でも検討しなければいけない

時代にむしろ入ったのかなというふうに、報道や

様々な動きを見て受け止めているのですが、教育

委員会の認識というのはいかがでしょうか。 

〇大垣正紀学校教育部次長 今、平賀議員のほう

から御指摘ありました、まず根室市の取組につい

てですが、根室市立花咲港小学校のことではない

かと存じます。この学校なのですけれども、いわ

ゆるインクルーシブの考え方の下、一人一人の多

様性を尊重し、これまで行われてきた一斉指導、

一斉指導を変えて、子供たちの特性や違いを認め

合いながら、新たな交流学習の場を設けていく、

そんな学校を目指しているとお聞きしております。

この学校、実は今年度まで特別支援教育、特別支

援学級がなかったと聞いております。なぜなら、

そこにこれまで特別支援に在籍するお子様がい

らっしゃらなかったということをお聞きしていま

して、次年度から実は１名入ってこられるという

ことで、特別支援学級を設置されるとお聞きして

います。ただ、これまでの積み重ね、指導してき

たインクルーシブ教育は、特別支援学級ができた

からといっても変えることなく、いろいろな個の

特性に応じた指導をしていく、これに変わりない

ということで、今後、根室市では、この花咲港小

学校をセンター的な位置づけとして、合理的配慮

を整えながらの学校教育を進めていると聞いてお

ります。網走市もこの考え方については、今後、

インクルーシブ教育に基づいた特別支援教育を実

施するに当たって、大変有効かつ効果的な取組で

あると思いますので、引き続き、根室市教育委員

会と連絡を取り合いながら、情報を共有してまい

りたいと思います。以上です。 

〇平賀貴幸委員 ぜひ、情報交換をしながら取り

組んでいただきたいのですが、網走には小規模の

学校がありますので、ひとつ小規模校の今後の選

択肢の道の一つでもあるのかなというふうに私は

ここは感じております。子供の人数が少なくなっ

たから学校を統合するという考え方もあるのです

けれども、子供の人数が少なくなったからこそイ

ンクルージョンを進めていく一つのチャンスであ

りきっかけだという捉え方もできるわけです。ぜ

ひそういった視点を持ちながら進めていっていた

だきたいと思うのと、実際に通常学級に通う児童

生徒の約8.8％が発達障害があるにもかかわらず、

このうち特別な支援が受けられている生徒さんの

割合というのは、このうちの30％未満ですね、

8.8％のうちの30％未満しかいないというふうに

推定されるというふうに、文部科学省の有識者会

議では数字が出ております。つまり、本来特別支

援教育を受けなければならない、あるいはインク

ルージョンの教育を受けなければならないような

生徒さんが受けられずに実際いるという現状を踏

まえると、個別な配慮をしながらインクルーシブ

教育を進めていったほうがより合理的だろうとい

うことを、実は文部科学省も一方では考えていて

モデル校をつくってやろうという方針を示したと

いうことなのですよね。なかなかその国も、国連

の勧告を素直に受け入れられなかったのでしょう

けれども、そうはいってもやはりやらなければい

けないでこういうことするのだというふうに思い

ます。2024年度にもモデル事業を開始して、いず

れは全国に広げたいということですから、ぜひ網
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走もこういったモデル校になることを目指したり

してほしいなと。特に、近いところに養護学校と

一般校があるという網走の特徴もありますので、

そのこともぜひ念頭に入れながら、様々な形での

検討を進めていっていただきたいと思います。 

質問終わります。 

〇山田庫司郎委員長 以上で、本日の日程であり

ます一般会計の歳出のうち、土木費、教育費及び

その特定財源に関する歳入の細部審査を終了しま

す。 

本日は、これにて散会とします。 

再開は、明日午前10時としますから、参集願い

ます。 

大変お疲れさまでした。御苦労さまです。 

午後７時26分 散会 


